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コ ン ク リ ー ト 夜 間 講 習 舎

1域紛コンクリ ート は建築二L*の各方! 古i ｾこ ｉ ￭ り 構造材料の出ｾｾとして続 々 共の 川 症が拓り普及しつ

〉あるのみならす Ｎｾｴ 使ｊｩｩ方法に於て今後主主々研究の徐地を有するこ左 は 月 ｬ す までも あ りま せん。

例て本合は コンク リート にl刻する常識を瓶差し共正しき] 収抜方法の普及を| 品;1らんが7こめ現場で !i(!j

工に首れる方々や工業皐校撃生諸君に趨する程度のコンクリート夜間市習ヂ? を下記の通り問f I I ・する

こ主 〉なりまし7こから多数御誘介せ御聴講あらん事を切望致します。

昭 和 1 2 年 8 月

主 催 者

後 援 者

日 本 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 同 業 併

日 本 建 き表
{.;';t 
， ， 

1. 期

2.  1-1  

1m 9 月 21 日( 火) 同 23 日( 木〉

京都帝聞大製柴友合館 ( 需 品 品 ゐ ゐ 長 更 入 男 )事

3. 科 目 及 講 師

月 日 科 日 及 講 ｭｾ＠ 午 後 5 時 3 0分 - 9時 3 0分

純一筋 コンクリ 戸トの施工に就て

京都帝園大星島管 ーノレ、
畑A  

一
9月21 日( 火)

繕課 長 工豊島士

治 |1-1:宅 t コンク リート 京 都 欄 大 当 伊
東 '1宜

教授 工 事

餓 ir先コンク リート 設計指針

一~静雄 |22 日( 7K)

教授工泉博士

工事現場庇督の要項
至 郡 事 技 主 藤 谷 茂 二 郎 |

京都市に於ける鍛筋コ。ンクリート
主都府草築技壁 板 井 公 I或

23日( 木〉

建築の現況

コンク リー トの調合 と試 験法 京都帝 園 大 勾 棚
市青

-tp pE》1、

教 授 工撃I事

4. 聴 講 料 無 料

5. 定 員 I 0  0 名 以 内

6. 申 込 期 限 昭 和 12年9月 10 B. 但し定員に満ち 7こる時は期限前と雌も締切る事めるべし

7.  履物は靴叉は草履のこと

8. プ リン トは出席の節御渡し致します

9. k 部出席の方 lこ限り講習合聴講謹書 を授輿致 します

コンクリート夜間講習曾繋講申込書雛形 (再開Z? ?)

コンク リー ト夜間講習合皆、講致度此段申込候也

1. 勤 務 先 ( 叉は位所〉

2 氏 名

大阪市東区今橋 l 丁目 9 番地 日本ポルト ランドセ メント[ ，'，): 業合 3くは大阪市二|ヒ医中之島

判 日ピル内 日本 建築協合宛申込のこと
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の 食 困者 宿泊 所 ( イタ リー 〕 サ fレヂ= 十 に於 げる f 7 アジ オ j の' ぶ ( イ 9 リ - ) ロス γ
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伊 予象 興 隆 寺 遊 三己

士

口 村 孝 義

ま へ が き

八刃初旬天沼博士の指導 される信州の教育家関穏に随行して、 四聞から中箇へかり四五日古社寺11・

脚を矧げて野阪すると 、 突如編輯氏から践し い原稿の督促を受り 、 慌て h 稿I : " 級めすこのが、こ の一女

で、紀行文とも論文ともつかぬ誠に 綾なものでめるが、拙ない潟認と・キ目侠って多少共建物の紹介に役

立てば幸せでめる 。

向冒頭、この度の見墜につき 、 種々便宜と好意合寄せられれ興隆寺省局や修理事務所の方h 、並ひ

に伊T象1il'. 談合の書官民に厚〈御蔵を申上げる次第である。

八月三日夜八時大阪天保山を解撹し7こ陶船別府通ひの 「にしき丸」は美しい夜景 tこ輝〈

IJi rl 1戸に寄港後; ま 、一路波rzかな内 j与を西航して 、翌四日朝六時過今治に入港、溢る〉斜陽

ｾ左舷に浴びて鮮かにその ｅ 髄を桟橋に横付げし ｔ こ ｯ 数年前偶然にも築港完成祝賀のお祭

ＳＡＺｾ分良故中に立寄っ＿こ首時を想、ひ 、 ｩ Ａ ｩＭ ｬｩ Ｚ ［ 夜の ＡｾＩＺｊ の訴分を喜び乍ら下船すると 、年〈も 着 舶を

う11って 11' ，坦! へに見 えに数民と挨拶を交はし 、すぐ前の絞宿に入つ Tこo

やがて一行の食事も桝み 、宿の主人 I 氏、史談 合、修理事務所、朝日新聞の諸氏等と共

に線、勢廿数人 D ハイヤ ーを先頭に大型乗合に分乗して、病を出張しにのが正に八時であっ

?こ。城4止の泌を右に見て市内を東行、 脊il百: 橋を渡れば1 ( 1，や郊外気分、坦 ?々 こる脇道を? 右曲

ノピ折して凡 そ- 1f!，程行〈と 、ノj 、両い丘のあちこちに型Yi.(Eするあ 7これ 111畑は維に映えて美

しい出国風景そ現ＯＱ ｜して 居る。目標のノ ｪ 、皐校を ｾ ［ ［ｻ｟ｩ に折れて十ｉＱ ｬｪ 程 ＪＱＱＱ い道が小部務に突首る

虞で車はＮｬｬＺつ＿こ。そこカ ゐ ら ｦｾ らにら上りの 路を午ｉｬ ｬ￭ 程北へ進めば 、 すぐ左手路傍の一 寸 ｪ ー

の躍り上つ? こ虞へ十数個花尚岩が散ばつであり 、' 中央に間分寺塔土ll: を示す石佐が立って居

?こ。

南方数IUf 距つに山麓が岡分尼ミ12のlJ l : であって . 此訟は往古国分寺のずl二つ 仁成と聞かされ 、

見れば共庭には四つづっ三行と中程へーっと合計十三個の礎石とおぼしき自然石が並んで

JA トその各々の11-[ 1 隔は凡 そ二11¥1税である。案内の玉島氏の話では 、これ等の石は多少位置

が主じと縫って! 去るのもある相であるが、地去にしっかり据えてなし 11帥与が しであるにげ

7ごから、経るのは無理はなからう o J てが三円こい自然石もあるが、大抵は闘;/1ラの繰り出しが

み れ q-' には山こ柄石を繰H' ，し7こものもある o 続日すべきは佐の闘い繰11' ，しの他if向 迄 繰

11 ¥し? こ礎石でー隅にあ? こるものはち ゃ八と九十! 度の角をなしで腐り 、中 11-¥1の佐 の分のは闘の



嗣ft !l lにJITul ぐ繰11
1

1 しがあるの です く| 瓦別がつく。叉同じ繰11

1

1 しでも 、出掛が約三 J¥_f立のも の

h 二J( 三凶寸のものと こ(:ilt a; ｾ 、 ，ｦｴａｊも鑑七八寸のものもあれば、ス ー サ〈不明あるものもあり

川石の成は fl!l ll師鈍があり下出iでIIJ約五寸五分伏である。陥ってこれ等が全部首1 <)J の礎石と

せば校のぶさも一様ではなかっ? こ事になる。現在この椛枇のすぐJ k 北隣りの民家の庭先』こ

も自然石で納付[ 劃形繰IHしのあるのが- f問料がしであるが、 I，;J 桜性質の礎石である事は

見察易に察知される D これ等をすっかり整頓して並べて見? こならば商白い結果が得られる

かも知れないが、t-1l- 降寺訪川の行きがけの駄賃に一寸符遣して見?こt:: けではイI 1J も云五、:事力:

H川正ない。

第ー園。此の犠: : J : l I : を東北方より眺めにもので 、真中の角桂は棋桂で、 一挙手前の石が東

北隅の礎石である。左上方に闘)1予の繰/ - 1 11 しと相のある一つがよく見えて居る。右方の石は

:_P; 1 閑

中川の ft!IJ 桂の礎石で闘

い繰出しとその耐ft!l J に

ｉ ｾ ｉ ｆ ｦＭ ｩ の繰出しがあるの

であるが、自民ではは

っきりわからない r、

やがて又再び車上の

人となり、小撃校迄反

b、史に南南の方に! 古!

って 11採道を馳駆する。

きさはすっかり晴れて; 容

から吹入る風にも汗は

棲む程fご。道は相不鑓

迂i捻1111折して、左: 害、 lこ

thf. を眺めるか左足l、へば、イ- i + は翠に包まれに山肌に沿って居7こりして 、なかなか嬰化があ

る。幾っか村宅を? 過ぎて行〈事凡そ 二毘;!f りで漸く目的の村に辿りっき 、ノj 、皐校のE起を耳L1

へ人り 、 十数町の上り ｬ こか〉つ ＿ こ ＪＱＱＱ い道を 辛 うじて六角ｾ二迄単を乗りつりる事が出約二 。

聞げば普通はなかなか此彪迄は車ｾ J-. らせないとかなれど、我々はお蔭で炎天を歩かす' ¥こ

柿み大助かりであっ f二。これより樹蔭を縫って 山路金上る事八IUj 許りで興隆寺の寺幼に迭

する。注中些やかな橋 ｾｴｊ 度つ ｔ こ廃右手に貨僅 ｬ￴ ｬｬ 権力 ｚ 一基ある口後になってわかっ＿このピが

この橋の親社ー に取付いて居? こといふ 、頑は少々ノj 、き いが立i民な鎌倉期主足、はれる擬笠珠を

事務所で見せて貰つ fこので、昔ーから此彪に橋があっ? こらしく、何百年もの11011 この昇り道は

縫らないと見える。

l二りで少々汗をかい?こので休むには好者11合と 、休 j' i f[努々 J ，I.j f このみjJ待合 一見し fこ。時に

ト時。壊は南商 し九輸の先の方が昧損の他は殆ど完全し)13 も似るよ L、。椛身下部に蓮庄が

I X 2  



二重になって肘るのは削る珍で 、基礎の下方にも蓮出会備え二正法憾の トーに i1: って居るの

で、一層立派である。複鉢がぶ:j過るのは少 し可笑しいが必礎の三万に! 膨られに俗狭li 日の)1設

等なかなか優秀で .鍬合期を下るものとは忠はれな L、。現ヂu走礎の一方無地の部が東方に米

て居 ｔ こり 、 ｸｭ 身のｩｅ ｬ 函南が党字アクになり 、 それから順次回ｾｉＩ に ウ ｻン。タ ラ ー ク ｯ キ

リー ク口となって居るのは金剛界四仰の加子として は挫で 、基礎同様その InH< は出鱈目に

世ーさ換へられであるので 、これ は正 ｬ 師南にウ ーン カ［米る様 に ｬ Ａｦ八 十 度 ｾｍＨ させねば員では

ないo 向ウ ーン の 附 方 に c附以単 の文字が誠まれ、 夕ラ{ クの I雨耐画酎砧i埼右方に 紺榊削柑榊1目峠jか宇!什l曜襲ら

しい文字( 1 磨嘩蹴誠1甚し t てわからぬカが;η) /，丘f方に 4ギJ W:::ミ+1川i丘出1 e ある様f ::_'ごが判然しな L 、、o 左

う色永立迄下げるのは少し可愛恕惣lてでd ある 口」或&: 足は文守字: は後で

は最近重要美術 I品吊になつ? 仁こ粗4胡列墓と栴する CL立=は南南‘ 北判妙制:1頃のもの) 両十一j尺ミの貨箆印土熔答毛lJ

め数多の石 ｊ 芥煩がある相 ｦｾ から ‘こ れもそれ等 ￨ I. IJ じ頃の ものではなからうか。

第二園。iる; の査対で- * 南方より搬しにもの。基礎の栴狭間の月五や* 日制史上位になって同る

慮、叉J ; G: 身のf ' i l l [ ・アク等と j与に全措の形のよさが良解出来ょ うD

娘、興降苛: 本堂は山 I "H'淋ってしば

ら く行き、石段の上 寺坊の育 ￍｊｾ 更に石

段を? 昇つ? こ I告J みにあり、五I l 日六回早j奇

四注進茅五〈の建物でー南l白ーして立ってか7

るが、1 1 ' 1 ' 年より{ 像以に掛って居るので

作|巡〈全容は見られない o r皮軸怖の

組立を終り、化粧相ｾＡｴＧ 1以付げ麿恨裏の

野物を組みかげで居る鹿である。チ凶

の大修虚によってこの建物の再興修繕

等につき幾多貴重な材料が護見され、

ぞれ等を基にして興隆寺本堂沿革史な

るものが「伊後史談」第九十一蹴に載

せられて居るので詳述は省き、こ〉で

は簡単にその大要を述べる事にする。

興降三争は制f¥法山と枕し通常西山寺と

H乎ばれて居る。皇極帝の御字、 ささ鉢仙

入力 Z今の地を去る四三里許りの慮へ

第 2 図

字を建てられ Tこのが始まりで 、: J - ¥: 後延暦 年IW靴型大仰が現在の地へ本堂を建立されてから

1Jt 述隆盛に向つ? こもので、 1首時は十二位樺現、仁王堂、三重塔; 等建て られ、東西廿I[ii ，南

北五ｉｬ ｬ｝Ｂ の山林及び古出郷の御朱印地を賜つ＿こ ｾｪ ｬ である 。 而してこの本 堂は寺停 に文治年中

棋!?J:J 再興と侮へ られて居るが、ぞれを読すべき特徴は認められす¥多少遅れて南北朝頃と

3  I X  



!言ぜられて居fこ慮、今度事畜: 銘の投見によってその文qJ 凶年 l年興になる事力; 俗読され fこ事

は誠tこ喜ばしL、o ｾｾ後 ＡＱｴ ｫｽＨ ノ ｪ 、の修正ｬ｛Ａ Ｎ ｻｦ粧て今回が第十 一 同 Ｑ Ｍ Ｑ に詰る由なるも、それ等の

中注目すべきは7k正十三年と寛文十年の修理であって 、特仁後者にあっては、た々的に修

繕され 、その跡が歴然として居るおIi で甚r:: 興味をヲ 1< のである。

それ等の主な事項を述べれば、先づ7k正の修理に際し、現在の! 苦犠厨子を新迭し、従来

内陣は鏡天井なりしものを? 柿後天井に改め? こ事等。叉寛文の修: 0 1.に於ては正 i師一方のみがl

供問の双斗を排して代りに慕股を世事 、屋根を瓦茸に代 え( 従来は槍皮茸か柿茸) rこ他特

筆すべきは 、内陣前後に 二本渡しである大止1 : 梁を左右に禦ぐ梁を一本挿入し、その辻を支

へるべく ｾｊＱ 輔ＡｬＭｾＧＺの前あ＿こちへ 、 上部山方に木品全持つ＿こ綜のある唐様桂を二本＿こて、上 ｬ こ

にごト枠肘木を乗せてそれ等に極彩色を施しに事である。芸文を? 闘盤でついに彫刻のある木

l，;¥. が四方に出て居るこの来迎H : は貨に珍妙で 、素木の堂と少しも釣り合って居ない。

ｊｾ 後貞半冗年のイ ｬ 釦盟で 、 五五をえ茅王 ｩ ーに改めて居るが 、 之は勿論 ｕｉ 上堂宇正して冬の凍

害を Ｇ＿ ｜ｩＱ￬ほ しての結果であって、 ｾ ｾ後も 度々尾根の立替へや級担ｾりの改造修理 、 或ひは内外

部IH入口の改造等を粧、近くは昭和九年風水害の臨急: 修正型後も建物の傾斜腐朽甚しし遂

に今度の大々 的線本修: ( 1 [ ¥を施すの11: むなき tこゴ/ : 至つ? こものである。この結果、寛文の際短

縮し Tこ軒の出を元に彼し、屋似の茅立金約皮式il '1板茸に改め 、外陣{ f 鏡天井主する( 寛文

の際J十塾して成らす¥現.( I:i 与野)( : ) 1:のま〉氷完成に給ってかi1こので、 そのM 況は貨物に援

すれば- 1711瞭然である 。〉等幾多のrlli 修挫改が施さ れるとの;' 1，ーであるから、昔日の断彩に按

せられる 臼も遠くはあるまい D

そこで 、こ の堂を概; ょするに 、先 づ千 Ilfri に於て側凶( が」ビ l白i より 一川多く 、五li¥J 六|自j の l ド

中央の方三間が内陣、前方二Il ¥J e 三方);¥iJ lZi-l- I:¥1通りが外陣となって居る。( 後ろの五間凶

ｬ 自 ｉ の中 三 方ー ｉｾ ｜ｬ ｩｩ 主りは入 ｦ ｬＡｩ ｊ となってＩ＿ Ｍ ｾ Ｍるから外陣と汚へてよから う Ｉ次 に立耐であるが、

この建物の特徴は買に平11唐折表立匠の見られる緊ti にあるので、大障が闘位、二JR繁雄、初〈

ｈ ｾ 、ｍｊＱｬ 後等すべて和様であり乍ら、 Ｑ ＱＧ｜ 組件十 Ｉｉｻ に出様そ ＩＫ ｊ ひ 、 糾 ｊ 刈 Ｚ ｜ｊ に 双斗ーを備え、 ｬ 付Ｑｬ Ｔｩ の

説天井なりし事等( 後代のlifT' ゃうk迎柾はしばらく問題にせ今とするも〉多分tこ陪核分 I ー

が令まれて属り 、至って簡素な建物乍ら 中世折災建築護述史上誠に好個の遺物と云はねば

ならない。以下潟真によってこの特徴を明らかにして見様う。

第三圃o 前記「興降寺本堂沿革史」 より政おの自民で、 上J凶lは本堂内部である 。前後に

i度され? こ二本の大虫1 : 梁の1: ¥1 に繋梁念入れ 、その 下に四方木よ? を持つ ? こ米迎佐を二本立て? こ

イイ棋がよくわかるが 、 どうも妙で 、 これ等は無 〈もがなである 。 ｦ 訂正耐奥 に和 ｊ ＮＡｦ折衷式 ｾｊ｛

4飯山の守I".l こ入件以.b _ 人りの J) f 掠附子ーが安世されてあるが、 これが永正十三年の新造であり

向日に他すべきものである 。そ の附W}J 桟IMf"' の 卜ー下のl: fJに ALl f lyi の彫刻を入れてあ り、開

業や丸鋲を打つ＿こ定規後のあるのは Ｑ Ｎｉｦ様ｉ￭ｦ｜としてはＩ訂 ｩ る珍である。そのト ｬｾｦ ｊＡ ｬｬ の 什 八郎衆や

14，jv¥' i，j の1.If悦)制.J"Jj f子はすっと後のものである。 /̂ J外帥抗伽l川の菱絡子は手I i 椋建築のこう し、

I.X  4  



つ 1: Jt¥- Jiji ーにはよく )/1ひじれる や

トli"i l( ま' k1: (f!l JI 断念J t ! ・方力〉ら は

となって) 丙るが、

1: 彪であって 、ItH長が茅j'(: でイr

」

れ は 正 |自I ご1: ¥1 ( 現イ1:

Jj 〈、総 じて本書IJ の主111い建物で

ある土台ーカ ;.:i jUI"x. !iII米る 。 この|品: ; 1で

一 得k 端の:i ¥l {主計: 戸

lJ  ) ; であ る口

ｬ 立中央 Ｍ ［ｩ ｜Ｑ のみ他人 ｾｉ

戸ｾￌｬ決め 、 その ｬ 湘 Ｈｾ ｉｊ

一| 制づ〉は若ji 戸〉と

:! I_: に元治 j じ年の修1 ' Ill

で、 Ｑｴ ￉ＧｾＨ の ＡＱＨ 戸を己主

島t3  >t"'i 

め? こもの仁川であ

る。内 ｾ ｜ｦＩに床 ｊ 疫を ｦＺ｝

り外部に伶ｾ姐 じし

Ｑ 日守Ｚ平 ｬ 峨建 築 ｃ ， し ｌ 、ｾＺｻ分が ｊ 必

じら れる。 ( 己の| 吋では! 汗 ) i

や純 物 等ははっき りわからな

L 、から〉 向法1・卜. のiFr ; &( ; t 型ズ

? こ( 現ハ: のは交イヒ' { . ( ¥: の修j 1ょ)

ｾ＿ｾのそれで 、イ心中ごは度内の ｉｊｩｪ

叫にあるから他の建物は州と
脅晶.

これより束の方に ｦ 立置して居るわ り ｔ ご が 、 何れも ｬ ｬ Ｚ 戸後 期のもので ｉｮ｝ｾ 題 ｬ こな らな い ｯ

ｉ ｬ ｱ ｾ ， ｩｩＨ 主各 Ｇ Ｑ ・ぞ四つ放べて そ の底部を見せにもので 、 ｾｉ い穴は柄火である ｯ 何れも寛文十

年修: E!nの十Jj' の J手書$ y ! があるので、 その中了‘ 三 を相介すれば、問者の中

IX  5  
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とあり 、寛文修理の際の本敏移時

が明瞭にされ 、叉左の三者は殆ど

同様の文 句であるが、 その 中一つ

左下の もの

成就 文寛

1象

'H・|

仕 十 新

所 年
。

居

1文 1甘l

プt イ土 Jll: t七

月 者 サ 人

廿 也 イ 刀d t，t j少

五. ;  1'1  

日 キ

これは来迎伎の彩色の事を物話

って居 る口

第 四圃o 東側面の軒廻りを南方

から 見? こ彪で 、柱、 極等が和様で

あ り乍ら 、料供聞に双斗を用ひて

あっ fこり 、I-H組 枠棋 が唐桜である

31がよ〈わかる ロ

第五圃o 前 闘の一番左端に 三|三分

見え て 居＿ こ 双斗 Ｎｾｪ 正面から大きく

娠 し?こので 、幾分色の黒い料は今

第 4 闇

岡補加の ものである 。 槻心寺に見 第 う 闘

られる簡単な双斗が後に なる主張達して木鼻を? を? 二つ合し? こ様な花肘木となってくる一例

で削る注目に航する 。 ι i l Hf J ，"こ払: な形のがl南山の明王院本堂に見られるが、時代が少し

第 6 闘

I X 6  

ilj い1: げ興隆苛2のこれの方が級が

強い。術ゴト繰の曲線にも時代の気

分は可児はれるし 、通肘木のJ 二lこ糾

を 三 つ Ｑ ｬｦ ｾ べて置いにあ＿こり 、 下 の

双斗と並べて見ると三-'1- の筒形が

偲ばれて阿向い。( 普通この時分

のものでは上にも 斗を三つ置い fこ

のが多い〉

第 六園。正面料供Ij¥1にjけられに

基股の一つで 、前述の jffi り正 町五:

問 のみは寛文年時従来の双斗ｾ排



して基股にかへ? こので、こ -:， Iこ

和 J様の分下がー・つ培え? こ事にな

る。向この裏側即も外陣の見返

しに常る虚は間斗東になって居

るので 、内部から見ても他の三

万; こ 比 して疋商のみは縫って居

る事がすぐわかるのでゐる。扱

この基股である が 、 形会見 ｦ こ ｲｾﾭ

けで直ち に江戸期のものである

第 Y 悩 事は明ら かで、その三|繰の 巾紘

一つにしても前回のそれとは大部に異って居る事が諒解出来よう。この一例は水中 から蓮

の花を三本出 し、 その雨側の は垂れて居て左右封陣式の駄が面白し 孟れ等を輪廓左共木

か ら薄〈 剃り出して彫つである 事等 と共に江戸も初期らし い気分が残っ て居る 。

第七圃。第三岡上闘の正面厨子妻につい て居 る懸魚、の中 向って左降りの分を示しTこの で

荷懸魚であるが、その鰭が異常に護遣して居るのが珍らしし その鯖ーのみを取って考へれ

ば丁度予狭みか持jさりとなるのである。愛知! 際費飯郡の八幡宮本殿妻にこれのもっと程遠

して{ 波風ー商理路の如き感営抱かしめるものがあれ文明九年でこれより多少先行するの

であるが、雨者比較するとなかなか商白い。術六葉の代り八葉の草耕運花をmひ? こ黙も商

白〈、ノj 、さなものであるが乙の懸魚、はなかなか等閑硯するわけにはゆかないのである。勿

論中央- の分も殆ど同様の意匠になる

炉、既に厨子に取付てあって、お民

ド1! i_ 1) に t かつ? こので降 1) の分ぞ' yj，

し? このである 。

第八圃。第九園。|司上厨子原の綿

阪のJ彫刻で 、左右一枚づ -:' I以め込み

ｴ なり、隔有 Ｎ ＾￬ｦｾ んで左右全〈釘併の
J¥'. J 'Z !( 

意匠である口たいさ I .  3  x  I  .  04 x  .  02 

C少さなものであるが、蓮花府ギE紋

を? 透彫りにし てその! 日! に五つの闘を

向日 し、 ι れに ー ・字 づ ＭＺＧｊ 行 Ｇ Ｚ Ｚ ｦｾ をけ彫りＧｹ ｪ ，

し ｉ こ ｬ 怠〈 一 Ｍ つは慈 ｦｬｮｾ ｊｬ衆生で 他 は踊

紫海無景と読まれる) なかなか棄て

I緋 t 府犠好きの; 志匠 として大蜜 面白い

ものである。 向下後に墨書で少さく 第 8 箇

7  I X 



千子一概青の冊子' e 見 られるキ リー ク

を津J 1 1:.i Eべて書き 、! 訟の倣 lこI，;J じく

千手間青の買， ，守オン 、パ、ザ ラ 、

キ リー ク 、 守 Ｚ�［ ｾ 号Ｚかれて

日 1) 、関.，.>t の x守とム‘ ひ厨 rl 人j の

)日} る。

第十園。 第 十 一 園。そ れ ぞ れ 八、

-1" 曾の (111 1こる力、ケ II )J l Il i tに物品1 4 て

フ マ 、グ 、

九 Ａｩ［ｾＡ の長 Ｑ 白 ｩ である ｯ Ｎｉｬｪｊ ｩ う十 Ａｩ［［［ＡＱ ま 八 ｉ ｪ ， ｾＧｩ ｬ

の 、イ ーー|而|は九! i ;;;! のぷを示しにもの

である。 これ で長の ｊｨｊ［ 剃を ー ‘ｾー から

多IJ り抜い? こ事がは っきりわ 力、るし 、

叉その l則文のある! 起の兵に仰111 明書

絡が誠まれる o ｬｾ ｪｊ＠ t， ，Ｚとを ｾｉ 記せは ド 氾

闘9  第の通りである。

これでノk 正 十三年 厨 r新j 1 ! の事も

わかり誠にtit-中なj 計己である。

止

円

介

杭

簸

山

名

法

華

八

I

L

仕

何

万

不

調

随

波

婆

必

現

制

一耳目

制

有

制

世

音

問

二

附

ト

利

谷

川

‘

綜

午

リ

ー

ク

第イ !i 品l

乃 回 良

至雨空宇

法 花 花

昼押す月:

一

一 一
平IJ j l  

袋 年

進

長

引

入

-
t

へ
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興

隆

寺

槻

世

一正円

以 街]

八 来 世

月 七 前

JiI 廿 iOJー';¥

>/:I J八 八 殿

也 日 十 本

四 l例

年 時

戊Fr t l二

持

千

御

戸

開

円

以

建

立

7K 

JE 

十

年

予

性歳 Ｚ Ａￌ ｩｾ
六 有 四 割j

月 五 十 行

迄 年一七 八

nfJ ｾＨ ー 歳千
也 年 'JI 枚

ヲき乙子1・

銘十一! 詰l

作

者

妙

震

寺

方

良

命

日

矯

上

求

窓

口

提

下

化

衆

生

也

住

日

開

海

花

押

第 1 1 園

向寝苦Ｚ銘の序でに今岡明かにされに 文 中間年建立を＿設すべき棟ｾ ］ｌ Ｎ Ｍ［ ￌￍＧＮ びに寛文相 Ｑ Ｇ Ｂ のそれ

も 下に記し て参考 に供 しよう。

文中の林 ｩｾｴＨ ま棉製で長 八 Ｉｾ一寸八分、巾五寸六分 、 厚 Ｍ ｉｌ 分で納長しょく Ｑ Ｑｩ 式合併 ｪ へ 、

その表に

ム ｾｾきＡｩＨ塑 Ｋ ＿ ＿ ｅ Ｑ 式出 ｅ 重々 ｅ 塁辛抱関町季巴Ｄｉ聖誕鐸担雲 玉 ｅ ｬ 芸達司 ｩ 照＿宮様主主主 Ｕｴ さ認さぎ 司

ｐｬＩ Ｍｴ十 時Ｚ語重量ｾｾら空豆議胸 Ａ 神ｩ＼ ｈ 対 〈 控室 口 口口 口口

ｬￋｾ招待や ｅ 令国耳 ｬ 雲縛弱Ｍｓ ｈｾ

ぱ を ll 母習室l ?l " " 十 11] a:: 

これによって南制式運長久を祈り本f完全建立し? こ事がわかる o 1M文 中四年の「四」にも

時代が窺はれる。

'<. -

争時!と 王子自白骨〈特ｾ｛Ｚ

制aER十主主+与苦言E

幸三県! と震臣室空特握E

寺喜重ヨ十+ < -tiく

+ < 医局侭題E

護 a: 1JI試4与疑E

Ｑ く 寛文の分は前有より 巾 徐程間〈 、 然かも 上 が下よ り 大で後 予 Ｑ Ｚ の棟 ｾｴ 引を し て惜し

のー商に

鉛Hi HくをH< ｾｾｾ言 ｾ緑 ｈ く附 皇室tf.念Eご重量EE

主正 ト 主主鐙騒主主掛 r  

HaH<サ3CKI λ i柑 3終却特時世蛋A 制 1卦択軍需巡侍盟ぎ命制頃

Ｔ 草 ｾＴ ｲ 重量密 ｾ星ｾｾ 舎総H<同 ｬￋ ｾ再選持母 ｏｉｉ Ａ｀Ｚ ギ{皿

iX  

最 初 の 合 は 何?ごかわからな い。その袋の一面に

拠採? ささ:く

?判+ や 叫 川E 録王様主宰季道三制 令E 霊関 附

R ¥米! モ器輸長《トヰ主繍 時 僻 思 議 齢Jほ 11 i 問噌同窓劃定型E震 源 開 制

左端の下細かい字の一行は後に書 い?こもの と思はれる o J 二に真言全 党字 で

9  

也長 〈 モヨ母ベ Ｒ ぎ ｾＴｲｽ 偉醤Ｈ縫ｦｬｬＡｬＨ Ｑ｜ ｽＡｲＡＭｦ 全 十 Ｔ くとトｾ耀 毛 ｾｙ さ 和 ｺ
高実｟ Ｂ ｽＧＭ Ｇ 令 Ｑ Ｑ｜ＭＧＺＺ人 ，ＮＮ ＮｾＭＮ ｜

;;- '  ちト"、.. Ｎ ｾ ｟Ｎ ｜ｲ＠ ｾ崎、

も<' .¥1" Ｎ ｾ＠ r  ｾ ，Ｎ＠ 令 r ーへ



諦せば云々の文句が一寸・l向・白い。これにも文中間年の文字が見られる。

結局する廃この本堂は和唐折衷建築としてその特色を見るべく、年代の明瞭な唐様厨子

もその意匠頗る珍重 する ものがあり 、今日護見の蟻多貴重な察審銘は、時代ぞ背景としに

この建築の盤濯そ研究する上に大 なる貢献をなすものと 去はぎるを得な いD

向最後にこの本堂の傍なる鑓僕に吊ってゐる銅鐘は高三尺七寸 、純 二尺二寸五分で大と

は云はれないが、鎌倉在銘のものとして名高く買ー重な遺物である D 八葉蓮捕の鐘座が大分

F に下って居るのはこの時代 としては致し方なし池の間刀四方陰刻銘のある他、唐草紋

も何もなく至極あっきり し?こ銅鎖である 。因みにその銘を記せば

i註初に七字づっ四行

蛋総省援程詰主主

当役時事( 斗制口里民令

制制組組，終lキE当

時信号空組制{ 4><警告宣

とあり 、次の間に 二列二行四字づっ

室穏出剖 ｾ＾＼羽掛

窒話連主塁 手古語如

第三の聞には二列二行五字づっ

盛Z主主主部迫 羽田だね 1 $

帯林密〈従州 当土星( 世主主拐

殺後の問に六行

主主E言(豆 ?耕三くで 縦士言

÷ヨE 主主 翌三 選( 出す令指三ヨ

よ ζ さや雪組十 十 ミ デ ミＭ＼ ｾミ ミ主

副 将 母5 同貝 Z

語完封 鎖歪孟仲 ，綬血

-1<<-4 ｾｲｋＺ雲取

た結んで居る。

ニの銘文を拓 つ＿こりして肘＿ こ 鴛思はね時 ｉｴ ｬＱ を 過し、 ｩ ぷしかっ ｦ こ Ｍ ＢＢＡ￧ 坊の λＡｾ Ｚ 敷や又 そ こか ら

の美 しい山麓の眺望等にも思ひを 浅 しつ> ¥ !'象定の時itfl にせき ゴどで られて 、事務所や寺僧

の方々に見送られ乍 ら、後拶 もそこそこに車の待つ 山下へ k 念ぎて !!)I i:け F lJ 1このは、ま 1:"

ki の協も声iい午後四時宇であっ? こ 。
( 昭和 12- 8- 16 )
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通 地 ・ 立 地 ・ 地 イミ

中 村 車問

序

先月の雑諸「閤努建築」の誌f : 1こ於て五氏の都市j 十実論争 }J ;闘はきれTこ。すぐそ れを批

判して雑誌 「阪ＺＱ ｴｉ ｊ ｾ ｊＱｬｕ に 「都 市 古 Ｑ ＭＵＱ 干討論を読ん で 」な る小論文が故せられに。之以前に

於ても「建築と枇合」 ・ 「土木建築雑誌」 ・ 「建築世 ｊｾｊ ・ 「闘際建築」 ・ 「 建築雑誌」

!  .{iiI Tli 公論」 ・ 「都市問題」 ・ ¥1同盟整理」等の剰融に都市計 ilUこ闘する理論的研究が度

々護長せられてゐる。之等の研究者達はー棋に従来の達槻主義乃至は常識主義に封して挑

戦してゐ忍とム‘へるロ私は都市［十需の理論としては趨地論でな 〈て はならぬ事ｾ従来から

暖々設いて ｾＱ こ 。 Ｈ昭和 ＱＹ 年 Ｔ 月 Ｕ 月放昭和 Ｑ ＱＰ 年 Ｔ 月都市公論所載「地城指定に闘する研究」。

昭和 10年10月都市問題所。i占「名古屋都市 j 十提区域内に於げ る工業適地に闘する研ラピ」 ・昭

1' 11 11年 7 月建築事令論文集 「地域指定の』基礎理論 としての適地論」一一何れも拙筆〉 しか

し私は自分の論文の表現の不徹底さ 、 設明のまづさから 、他人 に適地論ｾ理解して貰へな

かっfこのではないか と刷みてみるに 、確か に徐り読みよい論文でーはなかっ? こと思ふ。今や

都市，i - I ・::l UI J l . 論について論下が烈しく行はれるとき、私の j白地論告? 議論の "1.1心として大に批

附して頂き 7こいといふつもりカ、ら 、私はこ〉に新 fこなノj 、文を書いて越地論が生れるにつ い

ての動機、その他の:E!]! .論一一立地論叉は地代論との閥係並に適地論に ついての簡単な設明

佐官さ うとするものである。

都市計課は最近まで迷槻によって 、或は常識によって決定せられてゐ? こ0 ・ーーと云へば

[- そんな事はな い。今日迄都市計繋の決定には交通の設備、人口の密度、土地の形態、行

政の匹域、風向、 産業等弁般にT 1 . つて綿慌に調芥し詳細な資料を作成してゐ る。」

と言はれる 人があるかもしれない口成梓. 都市計安委員令にゆりば部厚な調査資料ができ

てゐる。しかしか〉る資料から如何にして都市計ー葺の決定を導き Tごすか。それらの綿密な

調停ーと都市計責の決定とのIJtl には如何なる肉果関係 があるか、 といふ段になるとその仲 を

収持つ もの は都市計帯家が都市計書的直感 と呼ぶ庭の「達槻」と都市計書的常識と呼ぶ慮

の 「常識」であっ?こ。

ＧｊｾｾＮ 初 ｬ ま都 ｔ ｬ￮ ii lー引なる もの はJ t lこ素晴らしいものfごと忠はれてゐ? こ。 一度之が決定され

ると都市はnl こ「永久に公共の安寧カ: 維持 され、 踊午IJ が増進される」 ものと 信ぜ られてゐ

ｦ こ っ ＿ごから常初 の都 市 ｾ ＭｴＭ J } . は買に 「雄大に J ¥坪想的 lこ」決定せられ?こo 1: が現買の都市
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はか〉 る撃 に 描い?ニボグ餅- の魅力を J感じなかっ 1: 。却て都市計警は現 賞の都市の護展を阻

害するものとして之に非期金浴びせ? こ口者11市 計予言; 首局に於ては之に針抵するに背1¥1字な i調脊

害額はあっ7こげれども 、扱てその資料から如何にして *:1

1

;論全得るかといよ、事になると 、う仁ー

に も述 べ fこ如< ? ? : : く遠視と常識とによってゐ 7このTごから 、

「ど 「も 君の迷視は まちがってゐる 。叉f¥の常識は慌しいもの七、 ど うも京ーのいよ、即想は

Jl ¥l. 想 lこ) 1:十してE主想ピ I ! J

と ，［ はれてはー 青 もない 。 男 ｊ￮ｾ な一都市計百ー校仰がその ｾ ｊ Ｚ ｬｪＡ Ｎ 組、 ｟ｉ ｾｦ ｩｊミ ， Ｉまわうて言 葉らは

かつ Tこら

-・
「ポの様な没常識な宗想家は御免裳り にい。」

とあっきり猷になっ? ことか、 ならなかっ? ことか青ふ話もある 。

「猷が恐〈 ごて仕事力 '1.1"，来 る か ! ! J

とい よ、 人の遣はf集落の道である。( 事によりけり で あるといふ笠味)

か〉る現貨の 一 撃を Ｂ ｰ 食らつ＿こ者 ｾｬ￯ ｬ￮ ｾｨｈ は ＱＺ ちまもタヂグヂとなっ＿こ 。 ますＭ現ｬｔｾ i:宇中. し

なりればならぬといふＺ［Ｈｳへが頭に こ びりつき Ｑ ＱＧ， しに 。 かうなると ー もごもなく現［Ｑｊｾ Ｍ ￬ＺＺｉ ｾＱｾＧ 0  

Tすっては 「lq年の大，¥i" _ I のもとに去しい本米Kili li のタ;を揃いてゐ? こ彼等の頭に代って占領

しにものは イ Ｑ Ｚ 宅 地 の ｉｐ にある ｬ ｾ 入コＺ弘 、地卜 ｦ 徐す虎な く 協がってゐる都 ｬ 川 Ｑ ＺＮ 宅 、 彼等の十 ｦ ﾭ

給と 任 ｾの機会揮っ て ゐる ｸｸ 課長の顔 、 ｸ ｸｾｩ 長の顔 、 ｽ 互によ ｦ 撃の Ｍ Ｑ Ｇｲ後にあ って 糸を繰

ってゐる おー豪い i隊方の御機嫌のI l i " l JI/，j であっ? こ。 乙うなれば何等の }Jj'. 恕もなし、口 投炭もな

いo } { 現欣全般壊せぬ車 、 そ して現 {r:有利な地1i l : にあるお表 ひ 掠方々の1也↑ 削こ微動さへも

">fq こさぬ事のみを Jうへる 。 行年の大fi l といふ 汗: 葉は/ " 1'，* さうにもない事とい λ、:立味左な ，)

しば しば 有 ｾ ｲ ､￮ ， ｪ ｩ 守主を日明 Ｍ ＩＧＱＰ する場介にｊｬ ｊ ひられる械になっ＿こ 。

["".iM.:? .j i : 正々lj l.論のなかっ? こ彪にもの 、 こんな反動の- ; j ( るわkの事はめに 'J 前 に なそ- ! : い

よ、 {i は ? _I

さ う云って しまへば、 それ迄になって仕鮮ふではな L、か。

此虎 に 都市 計事?に} 1l J .論 を 築 |てげて百i J ; から如何なる抗議がめら うとj 卜.. 4 ' 次々 論{ 波できる? ご

りの某 礎を 持 ｦ こ う と す る 人々 が現はれ＿こ 。 この ｲ ｪｬ にー Ｎ つの潮流を見とられる 。そ のＵｬＧｾーは

都市計警 は その適地々々 に賂じて決定しなり ればならぬとする適地論者 、 その第三は都市

ｾ ｩｉＢ 器 質現の上に 最 も Ｑ 重 大な 開係 を 〉 手 ｪ する ものは 地 代の 存 ［Ｈ ｅ であって こ の究 ｗｬ を させ ぬ 限ＱＩ

は都市計撃 は一歩 も前進 しないとす る地代 論 者であ る。前 者は主として建築系 の都市計芸

技 術者の中に登 生 し. 後者は主 として土木系の有nli b-f，十寄技術者の 中に殻生し に。建築家は者1¥

i li 計書に於げる措常が「地 域 j である 故 地域指定の基礎 J lj l. 論として例究が始ま 'J 、土木家

(1全闘各! 付11係の都ili 計実質務に従事する故都市計荒事栄町現に常につ きまとふ地 代の研究

に始 まつ に もの で ある。その他。: 地論を .flH論としよ うとするもの 、技術主義を高唱す る も

の、都 市三十重 は 政治的に進められるのであるから政治 の研交が必要なりとする もの、大 製
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の後 ｊ ＮＱ拾からとび Ｑ ＯＱ， して ￆ Ｎｾ ｊＡ ｐＮ 組前 ｾｖｊ ミｾはすもの句 、 紋々な ｦｪ ｬｬｬｩｩ￺￻ 米 ｩ 1 ; ; 硯はれ? こっそし

て今や日 巴となって i翁下が1 f tまれてゐる o "(i :  Kの fbtf は|判|符建築誌卜. で 11' ｾＡￍＧ氏の論文が，ＱＧＭ｝

命の 中心 となっ七 ＹＱ Ｑ く 、 ｾ当地命全今 ＯＢ Ｑ 汀七沿の ＱＱ Ｑ 心 として ｪ Ｇ ｔ ひ＿こ ｌ 、のである。

2  

郎 ､ｪ 古 Ｑ ・ ＱＡｩＺ 家が ｦ 宇佐の倒 ｉ､ｪ 施Ｚ没を ｾＱＱＮ Ｚ ､ｦＺ する場介 、 如何なる 一 ＯＺＱ自 に ＹＱＱＨ Ｏｬ ｊ なる施設会なすべき

かと いふ事 が) 1寸? に' Ti : 大な/ i U也である o . L' . 治的に不IJ)/ J さる べき 1-. 地 を 佐 宅地と しよう t し

て ｻｉ Ｚ 宅 地 施設をし＿こり 、 Ｈｴ 宅地 となるべき ー イて ｪ 血を尚 ｾｬｾ 地としようとして前 ｪ ［ ＱＵ 施設をし＿こり

することは明らかに，1-1云日: の夫I汝である 口か〉る失敗のないことをJ t ) .1する情には IIf! :令 の 構 造・

従 前 兆 の 助|古J
• (1

・j
己の習慣 ・自然II "J僚n等を年ii l統 lこ;:j} .'tl :h して故もその土地に泊し? こ施設を

I  
ｾ ＭｉＢ 証すべきである 。 この ｩｴ 当地を ｾ ［ ｖ ，Ｇ， ｪ ベ る島県川合 ｾ 当地 ｩ 自衛と ｦ ， ｭ ｴｲＱ てゐる 。 ｩ 極 地 論はｘｩ ｬ rli 計 者 地

域決定の方法論として 、 Ｚ 父あら ゆ る行 ｉ ｉ Ｍ ､ｪ ｾ ｪＭ，ＡｩＺの ｗｲ､ｴｩ Ｎ ｦｬｈ 論 ｫ して 今日者 ｗ ｲｉ ほ ｉ Ｇ ｾ Ａ ｕ ｜ｌの ｼ 問題にな

ってゐる。

他方自 ｉ Ｇｲ｛ ｪ 施， ｩ 立を ｾ［ Ｑ ＱＧ Ｍ ｲＡＭ ｴ より ｊ Ｇｴｾ tに診す場介、資本主義副: 千? に於ては地代な る作11うがあらゆ

る 川也を俊ｴＱｾ化する 。 そこで民一凶 ｩ /-/  な研究 Kは地代の研究 こそXi ldi 計謎笠現の鍵fごとな し

でこの方 ｬ 白 ｬ に泣胤してゐる。今こ〉に泊 ｩ 也 市 ｩｨ と Ｚ ｜ＧＯＩ也論との ｾｍ 係を ｬ 閃Ｇらかにするにめに、 ご

〈の ｊ 忘本的な ｾ ｊ ［Ｚ 頃 ､ｲ はっきりさせ 、 簡単な例会取げて論会進めてゆかう。 し命全進めるに

つれて自然と ｾ ， Ｇｏ 也と の ｍ ｩｩｬ 係も ｩ り ｪ らかにせねばならね 口 Ｉ

ＧんづＵＨ ｾ ｟ ＮにＺＭ _ / : 地の借地料は( / l J によって〉とまるか ? J 之が地代論に於げる線本命題であ

る。 こ〉にまぎらはしい 三 つの， i 某がある 。μ11ち十I'
，J也車九地代、土地の賃貸{民俗てーある。

般にはこの三
x.

はイコ ールとされてゐる 口イ( 1 j < . : 土地の占布によって生す・るものが地代で

ある 。ょに投下資本に到して支持1 ¥はれる償却代並に利子を力IIxr し? こものが借地料である。

ょをｾ ＱＯ Ｑ 心と してＧ ， Ｑ ，［ 必供給の ｉｾｍ 係 、 貸借相互の主制 ￎｉ 句 ｴ 条件等によって ｶ￧ 定せられ Ｗ こ も のが こ ＱＺ

j
也の12貸住1絡である口一般に賃貸住1栴 と い ふ とき は位務署の土地必帳の賃貸倒絡をさす場

fT もあるがよは納舵の f l的の? こめにつ〈られTこもので現立のものとは遼」、。地代論が取抜

はふ とするもの は純墜 UUi l' .J な地代であ る。

火に .u: J 也諭はチユ ー ネン( J .H.V. Thunen) にイゾ
j まり 、 ウエ ーパ ー ( A. Weber ) にて んj点

しTこー完の事li Uで我が凶に於ても故近漸〈研究が進んできに。 要するに立地 論は如何な る

れ 前h !l 功が如 何なる毎月Ji 'で行はれるかを叙述し説明する経前地思撃の一部I"J である口

こ〉に 一つの土地がある。このニL:上也会或る人が借りて農業を皆んに場 合 と工業を符八 七

場合と l作LRJ I J とし? こ場合と i U;
，
:.J IJ に1)1;し に場 合 と を 考 へ て み る 。 ( 無論 このこL:地は一つし

かな い の ｔ ごか らｾ荒 川に供し にら之をやめな い限り は イ ｊＺ 肘 川には Ｑｾ Ｑ，Ｚきれない 。〉

l  農業J i j に供し? こ場介

ｎｦ 子代 、 出 ｊｉＮ Ｎ の ね μ ［ｮＢｬＧＨ 、肥料、 ｪ 岳入 野 ＨＧＮｦＩＩ背 ーのう＿鋭 、 Ｉｬｬｩ搬 ｾＧＨ ｾ ｹ すべての投 下 資本制を ＱＰ と
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する。そしてこの牧能を穴って得Tこ牧入額l' どはそれから舵金、保険料、土地資本の償却費

T:I J子等を差ヲ | い?こ額一一以下同じを 15とする 。平均利問主与を 20，%とすれば利i I 刊は 2 となり

、地代はその超過部分即 も3 となる。

2  工業用に供し? こ場合

原料、材料の購入費、建物諸説備の償却費、j註入労働者ーのうチ室長、運搬史等すべての投 l、

資本額 ｾ ＱＰ とする 。そして牧入を Ｑ Ｓ とする 。平 均利潤 本をｾ rtiil"J 様20，%とすれば利潤は 2 と

なり地代として支悌はれる分は l である。

3  尚業用に供し Tこ場合

尚品の買込 代 、 建物諸施設の償却設 、 術品の俸給、ｾ搬 ｦ 政令 Ｚ すべての投 下 資 本釘 Ｑ ｩＺＧ ＱＰ と

する 。そ して商品を j ' i って得 fこ牧入を 16 とする o {:IJi 問は Ili]f12であるから j 也代は4 となる 0

4. 生E居用に供し? こ場合

この場合は借家を娃 て 〉貸し＿こ場合とし で ＺＭｩＵへる ｯｦｦｩ 築 Ｑ ｾ の ｦＱ 以 Ｑ Ｑ f犬、骨絡先 その他の投 l

ｬ ご資本額を ＱＰ とする。得 ｦ こ家賃牧人制ぞ Ｒ Ｐ とする。利 ｩ 間 金 Ｒ と すれば 地 ｦｾ は Ｘ である。 そ こ

で以上を 一覧表にすれば次のお I < である。

( R )  

ρ: J  ;閏

( D ) = ( C  ) - [ ( 1¥). ト( B ) J  

地 代!

( C )  

.l}x 人

7

b

今

L

守

4

ヲ

ム

3  弓

ノ

1

J

L

υ

n

U

I

t

-

-

T

J

?
旬

4  

8  

之は投下資本編佐 一棋に 10 !:. し?こ のであるが、I"J じ農業でも投下資本制は 10であるこ t

!) ¥ 20であるこ とも 、30であることもある 。 この場合の牧入は必今しも 15、30、4 5 U、ふ

j武にはなら ない。例へば

t!l: T り -1 利 潤 ｟ｪＭ ｾ 一一 人 ＭＱ ヰ 」
10  2  1  ｾ＠ )  

20  

30 

4  28 

43 

4  

6  

となり地代は皆遣ってくる。しかし今此慮には ー肱収入は 15、30、45 とな り、地代は 3.

6、9 と:えよ、風に 一定の比率 になるものと恨定すること〉する 。

ノト良、工 、前、千1: の投下資本額の比を久 30、12、2 と限定する。然るときは地代は次の

如くなる。

農 業 3 x  5  =  15  

工 業 1 x  30  =  30  

ｰｾｪ 業 Ｔ x  10 =  40  

借家主 8 x  2  16  

之を 見る! : . ｰＮＮ ｾ ｪ 当
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の土地が降j 業油地であっ Tこ場合に f夜、工つので 、 もう少し溢品¥¥なj起で、尚来通J 也ではない k

すれば恐らく牧入は投下資本 10に劃し て18ではなくて、 13 しかないで あらう。その時は時

代は

( 13 一 ( 10 +  2) J  x  10 =  10  

と な れ IIIi 記谷極地代中の- rtf v : から末作. に枠、決する 口そ してその場介は ー1:業による 30が松

高であ り、 そん な土地は向業には適せ? に工業に1 t X : も |向 く一一即ち 工業適地Tごとし 、五、事が

えへる。虚がこの土地が1民りに 工業 にも治せね様な こ土地Tごつにとすれば、投下資本10に射

し牧入は恐らく 13には達せす・ 12. 41ごとする。この場合地代は

( 12. 4 一 ( 10 +  2) J  x  30 =  12 

となり 、四陀の地代金比較すれば 16の借家業が松高となり 、そんな土地は昨j 業や 1'. 業に使

用するよりも性宅H l とするのが放もイf . f I J - l : ! 1 l ちf I = 属適地? ごといふ事になる。さうでなげ

ればま 1:. '農業川l二しておーいに方がまし1:.' といふ市ーになってゐる。

か〈 一つの土地は色々な地代の l勺で故も肖いものによって決定せられる。 こ〉で 「一つ

の土地が向遡地であるかー一- J :!¥lち H の II J途に供しすこのが以も商い地代金得るこ とにな る

か 」 と ￄｾ 、事ーが ｜ｾ ｕ 閣となって米るが 、 ょにはゴ ド Ｇｉ ［ ｾｾｾ に多 ｬ 波多般のＡ 削 ι｜ Ｂ が働きかり る。＿こっ＿ こ

- 4 > : の道路のHrJ 態、 -! ILf の尚底の建築 、 '11氏の排水溝のA E によっても敏感に鑓は る。 .T.

携が ｴ ｬＧ，Ｍｳｪ Ｈるまでは農 ｦ ｩＩ Ｑ 地であっ ｔ こ土地が 、 工場主ｾ泣と ｊｉＮＮＺ にその附近地はイ ｴ 居期の土地にな

り その 中心部は ｦｻＧ ｜ ｪ ｾｾＩ ｉｊ ｊＺ 也と 挫化する。それにＱｦｑ［じて 地代 は農耕地代から ｻｉ ニ居 地代 、 商 業 地

代主 鑓 化する。 r然らばj1立も直i い地代を設生する 川;主力t即 もその jj 当地川迭となるか J

主云」、に大韓はさうであるが全然然りとは云へない o Xil !/i ，lHlf に於ける i白地は冶代の最I告i

ｫ いふがお ｬ き地宅的立場はとらないで、大同に ｔ こって或る ｟ Ｎｾの ｉ 師杭全特についての趨地

を考へるのでめ る。( この適地考療の単位l面的は都市，H霊d芝生前例 lこお いて は判官大なる

ものであっ? こが今日 に於てはす・っとノj 、さいの がよ いとされてゐる 〉

更に又一つ例を?考へ上う。 一つの土地が都市計霊的に位宅油地とされてゐるとする。む

がその中に商応もできて立誠にやって ゆりる口叉工場も可能七。それ らの土地は それぞ れ

位宅、商業、工業用に伎 ｮｊ して相首 ン ｾｾＮ利な地代を怒りず得らる〉のである。その鹿山は＿

それらの土地に{:fつ宅が? こち 、商業が経営され 、工業が行はれるといよ、のは 、それぞれ住宅

ii. t也、昨j 業立上也、工業立地の各t条件が存在するからである。例へば尚!古は品物の仕入等に

些 し に 困 難 が な い 限 れ 附 近ー併の住宅の消費に肱へるといふ立地1条件があるの 1: "0 更に

今日 のノ ｪ 、賀商 Ｉｾｩ は Ｂ Ｑ 三位宅であることを思ひ 合はせよ れば 飴計 に立地 ｴ 条件 が 似〈 成立 つのであ

る。 fごが者s市計藍に於てはか〉る一軒か二軒の商広の立地t条件は趨地として認めない。む

しろか〉る陪j庖の存在を否定する。仰jへばラヂオ屋が住宅地 の良中にでき? こ場合を考へて

みよう口そこでお]から晩までプープ ーピーピーならされては、附近の位居の安寧を犯され

ること甚だ しいo y. . . 製綿.T . 場などがけ lういようものなら隣接家犀は火災の危険に直 i雨するで

1 5  IX  



めら」 、。故に ｩ 白 地はど乙までも ＩＨπ ｊ にたっての立地である。民 ｉｬ ち池上 也 論と立地論ｾ 0) 相遣

は大局論か 、個々 論かであり 、 荷 ｾｔ ↑ｩ ｾｴ 査の迎論左 し では適地論でな く てはならな し、 。

更に立地 論は現夜につ いて Y あるが 、適地論は終来へ劃する見透 しそ作」、。 (yl Jへば 今1:1

- -つの土地が農耕地 として j止もイイ利な るよ也代を取げ うる としても( 即ち農業立地保件は只

備してゐても〉将4えできる辺路の配位 、公l輔の施設或は交通機闘の欣態 によ って汚へれ

ば、ぞこはイ主主c. 泊ー地 である事もある 。

3  

以上で泊地 ＱＱ 請の生まれる動機 、 その生長 、 立地論 、地 代論との ｉｨｍ 係を ｾ ｉ リ ｪ ら かにし につ Ｑ 、

りである。 以下都Tli 泊地論につ いてfii :jJ: jl に説明 し?こ い。

同 ｬ Ｇ ､ｩ ｨｬ￭ｊ 也 市福に於てはｾ当地主什 Ｑ ，肘、尚 北 、 工業の三つに分制する。之は 市街地建 築物法 ω

地域的取締の日1) (r j  }J と羽 11; 広してゐるし、 511'r! i に於ては生産者としては工業、泊党対 t しで

は居住者、 そのI: '，j に介在するも のと して商業が代表的な三要素 とな ってゐるにも |本|る 円

Ｑ Ｇ Ｑ 二府ｾ当地にはＺＩｾの 三 ｻ削 ｌ ｉ ーがある。

|、 l践業地に近いこと

2、 日常生前に似午1) なこと

3、{住uu也なること。

μ ｉｬ ち住居地としての弟 Ｍ ￼ 条件は ｊ｛ｾ 長 ＡｉｴＮ 地に泣いことである ｄ 泣いといよ、のは自然的世雌の

お司会指してはゐな い 。交通機 ｉｾ 討を勿論考ほに 人れる。しか し所 要 時ＱｩＱ Ｉ、 交泊 費、等は作 Ｚ ＩｩＡｾ Ｎ

;白地 判定の i]! ' 大要素と なって〈る。之は その 人の職業、ぬ・1奇の限度等によって又迷って く

るのは首然である。

第 ご(像1L[τ は泊、史的者11，11施設がどの位備つてゐるかである。し 、か に職業地へは似利 であっ

ても附 '1-1の一軒家では生日 に不便で ある。 この常には相首 ，ri 街地となってゐる虞がよ い の

である。

第 三 僚 Ｑｌ ｉ ｾ は土地が高層 ｦ ごとか 、 紘 地 力 ｚ 多い色か 、 ｉ ｬ 付近が掛か ｔ ごとかし、ふ様な多種 多様な

1際1
1

1ニの組介はせである。

労働者、職工等は職業が肉腫的蚊労が大きい j 二tこ牧入が少いi'&: 、多少の日常生前の不便

や、不健民はしのんでも郊- u条件7こる職業地の附近を泊J 也とする。サ ラ リーマン 、ノj 、つ' に

等を合んでのインテリー都市中川婦はl隊本ーが主と して中; ! j "i Ji'的労働であ り、 健出土也に 1-Jする

要求が故も似 < ｕｾ 三 ｴ 条 件に より郊外地等の他民地を誼地とする 。資 本気 、地 主等の金持 辿 ー

( よ院大な民敷石川11へ自家H)自動車を持つのでめるから多少の溢i?'i l¥な土地でもかまはぬし .

Ｓ と 他民 地 等 も 望まな い 。 此 も 地ｻ氏自き Ｇ ､ ｔ ｊｪ ｉ に堂々ｾ 11) 舌J也ぞ求める。

正当くに工.業; 白地はそこに工業主? 企業 して比較的戸:j い手IJi 悶E与を場げうるゴ; 地と 制定する。平1)

;I 'i )本は 一定 期!i JI に於付る利潤を線、資本会: f i' で答1) つ?こ値でーあるから 、手IJil 句率を大ならしめるに
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めには、利潤智大にするか、線、資本舗をノj 、にするか、コえは資本l旦l椋のiill 度合大ならしめる

こ主である。土地、建物購入費、! 原料代、 労働者雇入先等は土地により声i低 あ り、この安

い底を選ぶことは純資本額をノj 、にす ること〉なる、又地方的な労働者の質並に主: は労働過

恥に於ける利潤の士曾 ｫ に闘係がある。製 ｬＱＱＱＱ の ｪｩｬｬ 搬究は交通機 Ｏ ｾｍ の ｪ 伏態、道路幅員、構造等

に支配さ れる 。金 融機 側 、 ￯ ｬＧ ｲｪ 業機 ｉｾｍ 、 消持者群の位置も明らかに閥係がある。又自然的の

i康件、例へば排水溝が あるとか、良質の地 下水が盟省に 1'" るとか、地盤堅牢で機械据附 lこ

も特別な地等を要せｾ，ＺＩ｟とか、云」、隊な僚 Ｑ Ｇ Ｑ Ｂ も 所 要資本傾ｻｴ＾ノ ｪ 、にし従って利潤率を高める。

結局工業埴土也とは工業企業の牧手I j 性大なる土地である のである。

グ〈に防j 業適l也は泊3E;おと生産者 との相主':t l剣係から定まってくるが、交通のt条件が支配的

である。主要道路は路線的商業泊地であり、布j¥-rli の中 心部は都心的商業適地である。この

外 ＱＱ 火祭境 を 中心とする特殊な商 業ｾ 地があ る。

か〉 る三T"主の適地 の護見はiたして容易では ない。』ーっ この{ 附牛は重な り合つにもの もめ

れ相反しにものもある。しかし適地保1L1" { t > 訓杏し? こからといって直ちに敬墜的にキチン

左定まって くるも のではな し、。之等三胞の埴地を別々に っくり 、之金豆ね合はせてその芥

倒的要望の最も強いもの保[I Jするといふが、 ti 1 l T ! i 計輩の基本的方法論Tご し 忠 ふ もので

ゐる。

i立後ー言えっておきにいことは、か〉る j趨I也の研究も結局は利j問追求のTこめの研究であ

り、民に生産力を戸J め寓Lせを さ字幅にすることは1+'，' > 1 < : ないといよ、事である。それは今日行は

れて ゐる. l ¥il di iiH!! そのものが資本主義枇合の矛盾に到する緩陪剤としてのt:: i
:
1味合持つ明係'

な資本主義首相市計霊である以| 亡、その仕組み通りに利潤追求のてにてとなるのは苗・然であ

る。立地論とても II; J様フソレジヨア経前墜のー剖¥I " Jであり 、地代論 としても 資本主義地代を

研究し てゐるの ｴｾ 。 然し真に寓 Ｎｌｾに 幸 ｩ 罰金 ｾｦ す べき経街 地 底 Ａ墜的は、か 〉る資 本主義的適

地論、立地論、地代論等の研究から生れる べきも ので あるから、これらの研究は亦意味め

るものといはねばならぬ。
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機 械 的 作 表 法 の 係 数 百 日 列

宇 津 木 潔

は し が き

今 日ラー メンを解〈に首って 、尭角法系解解法が最も多く月j ひられ 、その機械的作表は

一つの定石 とまで なって居る。

j起がその機械的作表をみ: Ｇ ｉｾＺＡ ［ に機械的にＨ 一一こ れが機械的作表法の目的かもしれな い Ｉ

やっ て、係教が何故に主Htパfji に到してます郁になるかを夕、11 らな い入 金見受付る。 係数配列の

封栴性をもう一度おさらへするのも無立味ではあるまい。

( 1)  尭 ｦｲｬ 尭度式に依って 、 ラ ーメン凶作〈ときには、先つ官 Ｇｪ ｪ 鈷方杭式と ｪ 脅方ＮＱ ｗ｢Ｚｾ を科

む'j j¥¥1}日;i i i . びに層に就いてにてねばならなし、。ラーメンの色( i j '. !li ｾ攻か ｪ 育教が側めて少いか 、 又は

日駄に集る中|て及び梁の; i IJ リ率が、令部里山に闘して一様なる )w;m均等ラ ー メンを |徐いては一般

の場合には之等の方科式を作ること自身に到しでも多大の労力そ必要とするし、煩雑なる

ラ ー メン解法過松中に 訣りをｾ ｾ ｉ 三十る機千＿をノレしでも多くする結果になる。

そ こで終日新谷層にＡｾ，＾， ｊ するよ等の方程式の米安 ｉｉ ｗＮ投及ひＧ そ の係数の配列に ｉｾｍ してや ｊ かの視

す ｜ ＱＮＰがありさへすれば 、 ラ ーメン ｷｭｾ の第一附段である方粍式作成が極めて本坊に且つ 、 誤

ることなし tこ11¥米るわ りであるつ

此の駄に闘する研究は既に完成され J 号令官/t 博士及び吉[ 11;宅氏に依って側めて Syst emati c

な機械的作友法なる1 "，の下に有名なる方法が作られに。

そ して 、 之弓 ￬Ｚ の方法に依る作ぷ Ｑ ・ 山 県そはるに 、 ｟，ｫＺＱ， Ｚ ｬｲ ｾ 設の係数は主輩、 ｉ 戸 ｊ ｾｾ￭ｈ こ ｉｾｍ して釘棋で

あって 、 一 般に色Ｈ￬ｪ型 ｾｩ がブ ｉｊｊ ｉＧ ｾｸ は主， ｬ ｩ 杉附 ｱ 二四日刊されてゐる制則的な架柿に於いては 、 主主， ｴｪ 鮮

糾係数に隣らる副主WJ おjl ともf i i } すべき - -ill の係数が、一つの三項等式を形成するのであっ

て、 この三項等式を? 主胞 とし て数1[1，1の枝が11'，る 。この作ぷ法のiP. :要性は尭114一発/rJ 式に到す

る一般1;1: 質金組めて j' j妙に l lj Jl J して何の持) ) も初1¥はすに聯立方限式を作り得るとぷふ以外

に 、 係数のマ トリ ックス力行 ｩ て主 Ｎｊ ｦｉ Ｑｫｾ￭ｬ ( こ到してまtf 栴であるとム・ふ主要なる 'l' I:' t { のにめに 此の

作表結果の ｬ ｴＺ ｾￔｫ 佐伯め得 るとえふことである 。

よ等の fr衣法には必予三三の1i ji 約がある o ｦ�ｬ ｊ へば胞 Ｑｾ Ｑ｜ｽ ｾｬ ｬｊ￬ 土に従へば第 一 層桂頭左 簡 単 ｴ ー

より右へ; 主総せる fJi' おil に沿ふて 1. 2. 3. . .. .. の呑脱会特すの である。この呑枕の付方に附

する規約は係数自 己 ダ ｉ ｊＮ ｉ 二のｾ Ｇ Ａ ｾこ闘してのみ重要であって 、 Ｇｉ Ｇ ｩｬ に作」えすること 、 の ｮ 的 から云

へば一つの附随的な規約に過 ないo

作表の 円FIりを Yii に方程式の作成に限定するならば、尭度尭角式 に闘する色(jj 果li 方程式叉は
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ｪ 育方程式の 一 般性 質 さへ ｾＺｉｉ って居れば、白星 Ｈ￮ 符披の ＩＱ 国序如何 金 ＯＱ｜ Ｑ はする作表されるもので あ

り、叉係数のマトワックスも常 lこ主封角線に闘して釘稿となる 。

CID 尭度尭角式が1 f ! Q; 匹、働式のー形式に属することは Maxwell-Betti の相封仕事の原理の

( 1 )  

展開に依って極めて数墜的に解明されに以 l士、作表に依って得られTこ尭度尭ftJ 系の弾性等

式も亦 、 Ａ住力金未知量とする 一 般間性等式と ｾＱＱ 似の閥係を有する。

( 1) 棚橋記j( [ 仮想、初j 法のー形式としての発皮発角法〕建築感研究 60

多 。〔不静定架椛解法に除j する 一般的考案〕 法築主要研究 81  

即ち/ J l f ; カを未知量とする弾性等 式

Ol l X
1  

+O12X: . : : + ..... .+ O' l nXn= O' l O 

O2 1X l  +O' 2 2X 2 十ー .. 一+O' 2nX n= O Z O

O' n] X
1  

+ O' n2X Z 十・ーー ー十δnnXn=ono

まEにO' ki (立 川=ー l の降、力状態 iこ於げる K 貼の .'( k ) j 向の掛惨でめり 、0' 10 (土

支へ られすこ る荷電に依る基本格の t 黙の dYI の) J r6jの総移を況はす。

に於いてその係数品= 0 ' 1日なることは Maxwell - Bett i の相針縫診原理にタトならなし、。

之 Ui l 似の防l係が、尭度尭角式に依る 1111./企等式 lこ於いても5 1 . . 成立するのであって、係数 I

政 1=χi k なることは作表に依って得られる方程式の係数マト リックスが主I "J角線に| 刻して

I"J揺であることを示すものである。

棚橋£いこ依れば、時性韓に闘して「支持され? こる新 h こ え 持 さ れ 同 方 向 に 控 診 I を

支へ? ことき支持されに他の鳥li i に支持されに方向に起る )Jχ ki は、i ｾ誌に支持され＿こる方 向

に皆 11手I を支へ fこt ｾの ｋ 里 ｖｩ に起る ｋ 貼の支持され＿こる方向の力 χ ｫｩ に等しい 」 である。

発! 支尭角式の一般; 阜、| 企等式は次の形石? とる。

jχ l l X
1

+χ 1 2X Z +  ・・・ +χ l nXn= Nl

C  1  )  <χ: nXl 十 χ:!zX:.:: + . . . . .+χznXn= N:! 

( χnVYl  +Xn: ! Xz+ ・ー ートχnnX n= Nn

この水v:l l :hi : の係数 χik= χki なる ことは上の和主J)f;(!"{ )  J  /j j{ fl J l . に依って IlJ j であり 、之が即 ち作

氏に依って得る係数のマトリックスが主釘角線に沿ふて主I栴となる出β11. である 。 この係数

主Hff} 1. 反則! は bij 呉'i18: 批の十J J; に附する保f'!" { t >合ます・ に成立するものであるか ら、機械的作去

に ｢ｾ｜ｾ 、 ても亦的関 ｩ 孫Ｚ抗に ｬ 品 ｬ する制約を Ｑ［ 余いても係 Ａ 肢は ｩ ｩ ｦ に主主 ｊ 角 ｴｩｬ に倒して釘栴である。

1. 1  1 式 Iドの係数 χik はK 色ii 駄に尭角 I 会ム;へ? ごときの l tJiJ: 引の }JII 示モ ーメントであ り.

ｸｫ ｩ は ｩ ｾ ￬ｩ 鮪に尭角 ｉ をえ ［ へ Ｗ こときの ｋ 首 ｪ 賭のＮｪ ｊ ｉｬ ＱＱＺ モ ー メントである。 一 つの節黙方程式は

その簡単占 に隣接する前期l尭角項ぞ合なものであるから 、χik も Xki も i 節耕又は K 節製. l j に尭

角 I を支へるときにはこの両者全連結する部材の剛率の2E俗であって首然相母子しい。 i 筒j

黙と K 首j 鮎とが直接一部材 lこ依って結ぼれて居ないときには χik= χki = O となる。

CUD 尭角尭度式の節戦方程式含架 ｦ｢ｾ 中の 任 ＱＷＱＱｪ 型 ｾｩｬ こ就 い て＿こて〉 見る 。
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。

1  
γ  

LG 

さ= 2E K (K はlil jリ率〉

( =I c  

c=回定モーメント

ψ =層尭角

ζmOm+cmo{}o+cmu{}u+cml&l+ cmrOv 

+ cmo¥bo +cmuψu= Cmr - -Cml  

層方程式 ( u層に| 捕して〉

Phu 

I ( cmuOm+cmoOo+すさmuψu) ニヲー

此の 2 つの方程式を見ると作表土 の一般規約が宇IJ

る。即ち節結方程式に於ては 1 0 mの係敢にはその

色目黒ti ｾこ集る ｬ ｩｬ ｊｉ ｊ 率の Ｒ ｅ Ｑ ［ ｾ を＿取れ隣接節鮪尭角 ＰＰ Ou 

。1 Or の係数には 、之等隣接的見l! とmb! [i 製tーを結ぶ材の剛率の 2E 仰を? とればよい 、層発角の

係敢にはその首j貼li の上 lマ問料の lil JI J率の2E似を取ればよい」

j脅方程式は

そのj菅の杭の上 下色目黒ti 尭角と J骨尭 Jf J に| 制係し 、I苅i: K- の係数 lこは杭の| 対IJ 率の2E1きされにも

のを取れ後手干の係数に はそ の矯のu のli lJI J事の純平11を2E似しに ものを? 取れば よL、。

ｊＺ ｦｬ に ｾ Ｂ ＧｉｾｴｬＺ 等式会作 成 するに げ のＡ 1  (1'，)か らぶへばこの 2 つの '1'1: 質のみを? 知るピけで充分で

ある 。

例へば 二 Ｑ Ｑ 長 ｉ ｌｬ ｊ 五 ｬ 習 のラ ー メンに ｉｾ ｍ し て Ｒ ， Ｓ の例会作 っ て』 よ ると ｆ の如くになる。作表 中

5 はその suffi x のみを記し Tこ。イf溢.f，:Im: 項は 'rfU!告し?こ 。

(  [111)  之等の諸去 をづよるとき 、係数マ トリック スの封糾性は何れも ;({.;{_Eする o 1こY 不規

則 に番統合附し＿こ場合には主主 ｾ ｦｲｊ 秘以外に配列 さ れる枝が不規 則に な る 。

之に反して色Ｈｲ ￭ 見ｾ呑披の 什 方が悦 ｊ ｛ｉｊ ｬｅしいときには 、 之等の枝も叉規 則正し〈配列される

のである。これは節制方程式が一つのむIJ 耕に隣接する卸貼の尭角項を合むこ とか ら見て首

然の結果であ る口謄昔1¥犀博士型に於し、ては主主主I解 線 と之に平行する 2 つの副釘角娘が三項

等式{ f 形成するのであって 、f首尭度を起きない場合、例へば笠J栴 ラ【メンに主主J栴荷重の存

イf: する如きときに は、こ の三項等式の底理を行ってからイテ ラチオンを適用 することが牧

軟性の惑いときに有利で ある。それは三項等式が連分数の71j {fと り、 たli 分数は|品|式的解法

が可能であるから 、その大 lij 告の悦は容易に見/"1' ，し得るからである 。

かくて機械的作表に依って得? こ結果は 、 その Jlj が syst emalic であ れ 呑放のf・j 方を 一定

胤準の下に行へば係数の配列も亦一定な71予を とる 。之等の71去の良否は万程式に凝縮されに

弓ー メン性欣の1鮮明 に首って 、 その係数の取扱ひ方に干jミホするもの と思はれる。( 1937-7)
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工 場 の 構 造 設 計 に 封 ず る 一 考 察

安 井 源 一 郎

工場の隣諸7交B十一方針ーは工場の陪煩と佐々の Factors によって左右される。筆者は工場の

主讃構造が受くる膝力に到する泣き究によって構造方針に3討する ー商の- 巧祭をのべ る。

工場の主韓構造の受くる l'I!.{ 力ぞ σ とすれば σ は

σ = σ 1 十 円 + σ 4

σ1 … 自 主、零 、j武庫による! 底力

σ " ・・機減による感力

σ o.. . .. ｩ 毘度の箆 化、 基礎沈下等による ｬｬｑｾ カ

と考へられ、各陣力に到してゴラ察して見る左

a)  σ1 について

最近風塵に ｾ ｦ する 斑論、資ｼ際研究の結果ーより正しい風荷量の ｽｉＩ｜ 態が明らかじなつ ｦ ことは

云へ、なlま賞際問題として屡々起る連続せる 小尾組を千lーする 場合など多〈の問題が越され

てゐる口新しし、風荷豆によれば古い風荷_* に比して傾斜小屋組 トラス トの膝力はノj 、となる

か桂の聴力は大 になる D

b)  σ 2 について

機械による底力σ。は?こ Y 機械の自主によるのみならす' 機械運怖によって生今る繰過し!色

力であり振動衝撃による動力事的な ｬ ｾ 力であ旬、しばしば振れ肱力であるこ主に注意しな

り ればならない 。そしてそ れに到する疋しい荷車 ｽｉｩ￧ 態一一一例へばク レ ー ン軌道Ｍの荷ヨ ｾｊ 伏態

に1 - : t しては、クレーンのも'iJ 夜荷車のみならすクレ ーン運時に| 探して生すe る揃力 即も移動段

抗力、クレ{ ンの: I l IJlffJ力7!z fo'im-; J等ーーーを: i 1 察しなければならない。

c)  σ" について

j毘度の縫化。蝿等より生す' る熱、 Jえ礎の沈下等によって生するる! 世t ;l J は必す・しもノj 、なるも

のでなく工場の構造設計に射しては東要な る Factor であるにもか〉はら十徐り考{ 盈され て

ゐなし、 o '. 然して円は1"'1Ii 造物の不l特定二づく蚊が両りれば高いほどその他は大きし静定に近づ

〈ほど小さいと考へられる 。 こ〉に工場の蛇法礎の! 万|定がー肱 l吟味される必要がある 。

1毘度の礎化による肱ブj は什に 小馬車11 トラス部材に劃して充分考慮される必要があり 、*111

長 〈連 ｾｬ せる工場の ｅｸｰ｡ｮｳｩｯｮ Joint の研究と共に考究さるべきである。燈等によって生する

る高熱のにめ絶へ十構浩物が熱影響を 受り部材が伸びきってゐる場合そしばしば見る。か

、る場合部材の t妾合 lこ充分考慮を拶1¥はねは・ならぬ。

I X 2 4  



基礎の沈 下は恭礎を? 拐、間なる地盤上 lこ置〈か、叉は坑? 幹i函亨により強聞なる i也繋に達せ

しめることによって ｾＩｪ がねばならぬ ｄ この場合基礎紫梁は ｩ 徐り有効 でなし特に張聞の大

きい ものに到しては Z ug Bl nd によって住脚の水平 j J を彪sll し、寧ろ去を礎石? 大き 〈する 方

が有効である。

向 ｬ ま考慮さるべきは機被基礎と住基礎との関係 Ｎ地 盤 ｲｾ に蹟 Ｑ 売され Ｗ こ 荷 重の基礎に却 す

る［影響等でゐり 、地 盤 ｾￎ 詰にて坑持 ｩ こ摩察坑をｾ ｊｬ ｪ ひて Ｓ 封、固な地盤に達せしめｾる場合しは

しば起る建防不同沈下の最大原因を? なすものである。

以上司，σ 2，0"' ;; ，について 高翠 iこ述 ぺfこが、特 iこσ :1 は強支ー; 十算にしばしば無視されてゐる

が、工場の構造設計に針 しては如伺なる場合も一躍充分の考慮を郷はねばならぬ。

次に工場の構造設計方針ーを前述の肱力 σ ｬ Ｇσ ｾ ， の大さにより考へると次の三つの部類 ａＮ

B. 及び C ，に分げられる。

A ) σ 2 が σ1 Iこ比して非常に小なる場合

B ) σ z が σ1 Iこ比して非常に大なる場合

C ) σ E が σ1 Iこ比して徐り差なき場合

こ、に σ3はi IJ J 述のk日< A ， B ， C ，い つーれの場合にも先づFllfj 主設計の根本方針に於て 、 その

影響のノj 、なる様考慮されねばならぬ。

A，機械が主韓構造tこ及 lます影符の小なる工場、例へば紡t ' t工場その他これに類する工

場がこの部類に属する。

先づ工場の建物の存命 ＱｾＧ が、か〉る工場は他の類似の工場への樽換が可能であり融通性

がある 、従って 建物の73命は工場の機械の存命と共に終らないo か〉る工場の時治設計は

力感的には白屯と風l暇に到しで考慮さるればい〉のであるが、 TこY 現住の許容強度の計算

方法によれば 11肘風安杢窄 }Jd毘度法化 、去年礎沈下等にまtする 安全京は: ) ( の B ，( こ比してノj 、な

ることに付: 意しなければならない o しかして寧ろか〉る場合の打'li i 1 t 設計方針は特に風荷主

の*1' : 大ならぎる限れ 保光、防 ｬ 払防 ｩ 弘、テ足気調印 ｩ 等工場作業能ｾ・に ｍ 討する Ｑ 床ＱＧ ＱＢ によっ

て支配される。

8， 機械が主韓構造に及ぼす影甥が大なる工場即も製鋼工場、重工業工場その他こ れい

類するて壌がこの部類に属する。か〉る工場の建物の存命は機械の諒命に左右される o こ

〉に械機の吉: 命とは、機械の強度存命全意味するのでなく、その機械としての生命を意味

する。

か〉る工場の建物の主輯構造は 、制言 すれば機悼の一部であり 、延長であり 、機械の交

台であり 、7こちJ それ lこ機械を撹点、屋根或は壁をつけ?こと 云ひ得る。

従って構造設計方針も叉機凶作業の回滑なる運特によって左右され 、機械蓮梓による荷

豆、こ れによる主鞄構造物の唆位、熱路響、基礎沈下、 等に封 して充分考祭さ るべきであ

る。
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この場合耐風安全率は A に比して大であり、風荷重に劃する強度計算の精度も従って緩

であってい〉と考へられる 。

C.  ａ と ｂ との 中 間であり、 ｉ ， ｾ 工業 工場 、 精平昔機械工場なとこの部類に腐 し てゐる。 従

って叉構造設計方針もその中1m金行くものであり 、強度計算上の精度も風荷重及機同荷重

に封 して同等に考へ らるべきである。

以上筆者ーは工場の構造設計方針( 態度) を一両から考祭し，1: 。この考察は風! 醒よ り地震力

が大なる立nき餓筋コンク リート 構造の工場にまうJ してで な く主と して鎖骨構造に劃するもの

なることをお断り して置く D

向工場の構造設計には多〈の研究せらるべき根本問題が浅されて居り 、今後組織Tごつに

研究が痛切 に感ぜられる D
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岡 産 網 入 板 ガ ラ ス の 強 3

併 せ て そ の 科 皐 的 簡 易 剣 定 法 に 就 て

杉 江 重 誠

網入板ガラスの震否

一般に板ガ ラス製品の優劣良否は、単にその外槻の如何? ごりで決めること は 出来ませ

ん。更にそのガラスの化撃的組成から、 その化墜的性質を も考へに入れて比較しなけれ

ば、本首の良否優劣は分らないものであります 。

我が闘では、窓や戸昨子等の建具は云」、までもなく、 一般大建築 に佼J - IJ され る万 アスの

極類とその量の多いこと、而して叉その近年に於りる激増は、一般 工業と 文化の鷲展に平

行して、買に駕異にイ1I 'l するところのものであります。

然るにそれらた建築の立日 1-::;)- hえぴ級ガラス使川者n!l JのJ j j j に於 て(士 、 己乙まで心をa 配 1)

下JU立を かけて 、 その選搾 と使川に川i主なさ をJVJ する除俗のないこ主力 :多いのでの ります カ、

ら、ι のやうにカ、ラスの化感(I"J性質を?調べるところまで出< ｾ ｜ＧｉＺ ち入って討Ｚ Ｎｾまされて ゐ な い

のは 、事前ま こ とに 11:むを7件ないこ とではあり ますが、然し 一般 H阪えカ舟ラス製 r品L日1の卜優憂劣j比七i較阪

とそのf良4否 '1ドい、司むl

百然毛に 力加加11へる乙 k もZ亦4亦= 忘れてならな いこ とでdあb りま す。

板ガラスの化撃的組成分 の うも、特に シ リカ (Si O:l) 、 アルミナ ( AI:30 心 一及びマグネシ

ア Ｈｍ ｧￜ Ｉの合有力 ｾＮが 多く 、 反 ［ｈ にアル カリ 成 分で あるソ ー ダ Ｈ ｎ ｡ Ｒ Ｐ Ｉ の合有長の ｉｊＩＧ い

板力、 ラスは 、一般 に 物JIJI}I' .J にリ長いば力、 りで な し l:Fi採や大ぷ ij l のi熱気 にf是されることも少

いものであります。味 l二問践の紋ガ、 ラスは 、日=に i熱気の多い我} 1 ; 凶 の風土に適合させて 、

そ の去 ｩ 商が長 年 のｉｩ ｉｊ に 光ｻＧ棋 をｾ '};くつ Tこり、曇りを生することのないや うに、 その組成主? 案配

し、製作に工夫がこらしであ りますから、いつまで仁つでも元のままの光仰と美しさを似

つて居 りま す。

外聞は一般に我が凶 よ りも 主主: ¥. が乾燥して居 りますから 、外国の板ガラスは この黙に於

て閤産E171に劣って居 りま す。我が凶産板ガラスがその産額に於て i止界ゐトa 位を占めてゐる

所以は、 一つはかかる 化接的 性質が優秀Tごか らで あ ります。

狛閤産板ガラスの優れ? こ貼は 、化製 的 に 不要な成分である鍛分の合有量が脱めて微少な

ことでありまして、 その長はガラスの一高分の五乃至七の程度ーであります。この程度の微

量級分｛立 、 大 ｾｪＡ 模の工業的製品主しではまこ とに ＱＱ Ｚ むを得な い ものであ りますが 、 銭分 のこ

れ程少い網入ガラスは、タト閣の著名合枇の製 rl 11r: 1-1にも組 〈稀にしか見首 りま せん。外国製

品中に は銑分の合量が千分の 二、即ち 岡産網入ガラ スの 四倍も 多いものがゐります 。
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この域分は 、一般 ガラス製 品に はその原料や熔融窯等か ら自然に溶け込む不要成分であ

ります o そし てガラス に織分があ ります色 、そのガラスは育級色にな れ その量の多い科一

背味が濃 くな ります 。ガラス に色がある 主い ふ こと は、それ1:: け光線の透過 が少〈な り、

従ってそのガラスは暗くなる課であ りま すから 、網入ガラスも亦I:H来る ?ごけ銭分の少いも

の 、.NIJ ち青味 のな い ものの方が良いのであ ります。餓分の少い即 ち青味の淡い網入ガラヌ

が質問上 利径の多 い諜は 、次の項で説明する理由に もよるのであります。

然るに閤産網入ガラスには織分は前 記のや うに 甚ピ少 し 従って青味が淡 〈組め てi 1奇形

透明で明る いのであります。その他板ガラス表面の光; 撃の鎖、いことや硬度の高し、こと 等 、

4 れらは すべて闇産網入ガラスの化率的性質の優秀なることを意味するものであります。

網入甑ガラスの色と彊さとの関係

さて網入板ガラスを貨際使用する Ｍ ｾ｟｟に於て必要なる事柄は 一 、 二 にとどまらすＢ J -_記の

や うにその化事的品質の優良なることは最も肝要であ りますが 、これに聯関して2: 熱之!:冷

に耐へ ることと 、機械的打撃に耐へることとが 、資際問題として必要' であり 、且つ叉この

二つの事柄がよく論議の 中心になりますから 、以下少しくこの 二つの事項 に就て考記えを) JI1

へて見7こいと思ひます。

犬窓に政めである網入ガラスはよく符IJれると云( まれてゐますが、歪んTごスチ ールサッシ

に淑・め込んで置くや うなtiJ :劣な使ひ方全せす¥正しい設計の下に優良な製品を選搾して使

J- IJ すれば、ジとして割れないものであります。然しその使ひ方に無用がない筈に拘らす¥ 害IJ

れるこ と もあると云はれてゐますが 、 その木首の原悶やｾｉ｝ｬ｟ 111  (立 、一般建築家及び設計-者の

) ] に於ても明瞭でないことが多いゃ うです。 これは祭ーす るところ直射日光によって網入ガ

ラスが加熱され膨脹する時、その窓枠に飴り緊街に i仮め込んで あ る7こめに 、そこに1nf J 型が

起って割れるか 、或は又設: 季f . !l 日の下で力JI 熱されFZ;Jiiii に持ってゐる天窓に俄かにタ:，'，: が降

つに場合 、 ガラスがなJ令されてヒピを生じて害IJ れるのであらうと去はれてゐます。

かや うに網入 ガラスにヒピを生じて害IJ れる原因は 、その いづれの場合に於ても山: 射円尤

による網入ガラスの ｩ 胞 ｅ の トＮ 昇がその主なるものであらうとｾへられますから 、こ の網入

ガラスの 日光による地度ー卜ー封- の現象を 、向詳しく科率的に考従 して見7こし 、と思ひます。

ｾｲ ｩｬ ｒ ガラス とい ふ物質は一般にその製品の形 Ａｉ 犬大小の如何 ｬ こ拘らす｜純良 ｬ こして銭分ｻｴﾭ

合有せす・無色透明であれば、 ふー陽熱tjHは哨んど令部透過するものでありますから 、無色純

粋のガラスは 、L[ 射 日光に 'J7; てでもがえして高 ir，tに昇るものではありません O 然るに新し そ

のガラスに鋭分が合作されてゐるとた陽熱線はガラスに吸牧され、且つガラスの熱容立が

たであ b又熱の体; 準ネがノl、でありますから 、著 し く両市lに卦るものであります。前項で記

し7こ通 L 銭分はガラスに背線色そつけるものでありますから 、一般 に 背l味の強いガ ラス

持 、太陽熱の吸牧が多い詩z であります。 この合錨ガラスの放熱現象は 、すでに科撃的にも
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正確にＱＧＱＺ設されて居り 、 餓分の合盆凡そ ｩ Ｅ の ＴＮ Ｕ 粍 ｊ＿ｾ の放ガラスでは 、 太陽熱線の殆ん 止

全部が吸牧され 、 それを透過せしめな い こ主もl切かになって居り ます。

市してこの現象は倒 〈簡単に散にでも拭括的 ;H"，米ます。間l ち背味の濃いガラス と無色 に

近いガラスとを I.fJ 時に直射日光の下に並べて置き 、 5 分か 10分IUl後にそれに手を燭れて見

るに 、 Ｑｍｾ 色ヵーラスは桝つめにいままであるに拘らす 、 背味の濃いガラスは著 し く熱くなっ

てゐる事が分ります口 これが瓦季日 '1-
1
であれば青色のガ

i

ラスは向ー
J
登高温に上る ことが敢

にでもよ〈分り 、且っその板ガラスが l手ければ) 手い程 、放牧され?こ熱は袋々蓄積されて声i

i置になるものであります。

この明瞭確貨な事担: に基づいて考へますと 、制入ガラス J.t 用 k の優劣良否の判 断は自力'

ら明瞭であります。 即 ち無色の制人ガ ラスは熱の月以l政少し反劃に宵味の濃い網入ガラス

l立熱の吸収多きは、一貼li 疑なきことでありますから 、一般製法が合理的に行はれてゐる無

色情jをな制入ガ ラスは、立 )/ L ! - . A 止も制れが少くて安全であり 、反射に育緑色を呈してゐる

網入ガ ラスは、 Tことひその製法が良くても、太陽熱線の l放牧幸子しき? こめ 、天窓では害IJ ih-易

〈佐1_: 危険であると" L'とはねばなりません。それ放に天窓等に刷ひる網入ガラスの熱にま討す

る似弱は、 そのカF ラスの化接的 l1111質妹に背総色の濃淡或はその有無を一見すれば直もに分

ることであります。

t〈jdit網入ガ ラスの熱に1討する強さは向査の千f1降、金制とガラスの桁渚J l k 態及びそのガ、ラ

スの ｪ 手さによって皆しい ｾｗ 準金示すものであります ｯ 殊に凶産制入カ‘ラスの金制は元の金

属 Jt 惇そのままで押人されて居 h ガラスとの術活も完全でありますから、無色清澄な倒

産制人ガ ラスの 'J1J tさは、 トー記の如き科撃的i論1取を以てしでも 、タト凶一流製品に催る とも決

して劣るところはありません。

金網の位置と強さとの関係

網入ガラスの機械的強度は》そのがラスの化著書的組成の趨否、製作操作の巧拙によって

左右されることは三ふまでもないことでありますが、殊に衝撃強度は網入ガラスの金網の

位置によって幸子し〈相違するものであります。この闘係は 、制人ガラス使用上極めて大切

な31ーであるに拘らす¥始んど巧成されてゐな い続でありますから、ここに記して一般読者

の注立を喚起し 7こいと忠ひます。

納入似ガラスの強度とその金制の位置とは何んら闘係なきもののや うに今 まで考へられ

てゐ ｔ このでありますが 、 ｦ Ｚｾ｜［Ｂｫ Ｎｦ ｩ￭Ｇ￬ 子株式合枇試験所にて色々科率的調 Ｑ 耐えＡ泌を行つに結果 、

そこに極めて京大な ｉｾｍ 係のあることを夕、 日 つにのであります。

即 ち制入ガラスの金網が、 そのガラス板の いづれかの商に J十寄ってゐるものは 、 その衝

撃強度小 さ く甚?ご害IJ れ易い ことカ叫 j かにな りましに。?こ とへその網入ガラス全瞳の厚 さが

どんなに厚〈ても 、金制が一方の l百に片 寄っ てゐるものは弱いのであ ります。従っ て板が
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ラスの j亭さが比較的薄くても 、 その金網の位置がiTt fi了後件のところであれば、その網入ガ

ラスの衝態強度は最高値を示すのであります。

網 入 ガラスは厚くさへあれば強度大であらうと L 、ふ巧へは、単なる見掛けの想、像に過ぎ

ません。その本官; の強さは 、! 亨さと金網の位置主主? 併せ考へてY ，fi めて分るのであります口

金網の位置が最越の僚件に合って居れば、 ガラスのほさは、むしろ薄い方が目方も較〈な

り、叉 日光放射熱に劃しでも強〈な りますから 、立 }IJ 上 この方が良いのであります。

故に網入ガラスの鋭劣或は選揮の判定には、必する金網の位世を? 考ふ可きであって、その

位置が板 ガラスの一方の阿に J j-寄つにものは一般に弱〈書IJ れ易いことを忘れてはなりませ

ん。然し金網が板ガ ラスの正しく中央に邦一入されてゐるもの必十》しもその強度最大である

とは限らないのであります。 その網入板の強度を最大ならしむる 金制の佐世は、その網入

ガラスの製造方法と製法燥作の僚件に J たづき 、 その製 11111の強度のltiJ lI J試験 によって決定す

べ きものであります。 そ れ放に 、 同 建 網入板ガ ラ スの 金 網の ｦ 古Ｎ世 は か かる 科撃が ｊ ｬＧ ｴＧ ｾ 告試 験

の結果を以てiためられにものでありますから、その機械的強度15に簡験強H立はタト同一流製

品に優るとも Uとして劣るところなき完全優良な製 i日であります。

製造方法と強さのとの関係

網入板ガラスの強度及び|耐熱性等は 、その製法の如何によって 、差がある や うに云ふ人

があ り ま す けれども 、 ｪ Ｇ Ａｬ Ｍｴ こ製法が異なるからたいふ、＿こ ｙ それ ｴｾＧ けで強さに相迅ーはありま

ぜん。

ー・般に 、制へ H ラス 製J 1! に は、 ｾＩｊ ｉｊ し て サンドヰツチ法とゾリツド法と の六つの 方法が

川ゐられてゐます。サンドヰツチ法とは、的融せるが ラスを 別 々に三枚の似とし、カP ラス

カ2射軟かし、i状態にある ': 11に、泌力 、にその " '1:¥1に金網を挑み込みつつ、 その三位の熔融カ ラ

ス Ｎ ｈｩｾｊ Ｇｉ Ａ ［し Ｚｾｉ ま せて 一 枚の制ヘガ ラ スとする方法て ーあ り、 ゾリツ| 法とは?こV ー牧の1 Ii t二

延民し 、 その延民の始めの主ころで 、 ま ｴＮＺ｛ ｪ 次か ｌ 、 ＩＧＩｾ態にあるが ラス ｈ ｘＺの ＧＱＧＱ Ｚ Ｇ，｝ へ ｪｩｬｩ かに金総 Ａ

ｾＩｊ ｉＧ ｓ し 込んでゆく方法であ ｢ ます 。

これら三障の方法には反術的にはでた々得失はありますが、 それに針する" 立備と技術が

完全であ り、 且つ それに )i ] ゐられるガラスがその) ; 法に制して泊沿でありさへすれば、い

つれの方法によっても 、製11l ! としての剃ヘガラスには 111乙の協ー川はなし・2ーであります 。い

Ｇ ｪ れの方法をｊ｟ＧＩ， Ｑ するにしても、網入ガラスの似判 ｈ 芥 は 、 ｽＢ［ｨ 丘陵 ｱＩｾｩ のｻ必劣とガ ラ スＢ日Ｇｻ

υ〉良否によ って 別b 、れるものでめります口

二 乙に於 て 怯 Ｇ ｦｦｩ 制人ガ ラ ス ｬｩ 、ソ リ ツド ￛｾ に己主 ｓｾｽ ｊｉ｜へ Ｑ こる ｜ ＹＧ ｜ｾＮ Ｇｦ の Ｉｪ 法 ｬ こよれ俊 ｊ 主な

る品質のガラスを )'] -j ゐ、史に杭，r. 1ll 1j. 5  f; .q皐的技術i " 以て製造し Tこる製 llf iであり 、従って制

ヘガラスと して使丹l上 必:裂なる J官僚1
L

Iーを?悉 < ｊ ｴ Ｍｾｭ し てゐますから 、 輸入外凶 Ｑ ＱＱ ＱＱ 等に 比し 遥

か仁優秀でありま9 ' 0 ( 終 り〉
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銭 材 の 節 約 を 廻 る の 問 題

ヌk 原 旭

l  規則の改正と銭材の俄約

御承知の如〈 去る六月 二十一日内務省令で、市街地建築物法地行規則 のー il jiが改正され

に口一般の注意は織機能の叫 び高き折柄、俄然改正 lこ作ふ餓材節約の 一都に集中 し、 ヒッ

トピの何fごかの t 騒ぎ立てられに結果が何とな〈無節操な緊急: 措世かの如〈 見 倣され易い

のは残念である。

強度: ! . l L 卜. げーの川題は三年米の懸案#tr:rIで、も杭lYb叫iれ，1肱主ik: 1"イ4“IJ ι;

ち努J予f 力の結よ果具カが: 、漸〈にしてlt 現の迩ひ唱に :>'1:ち到つに折も折、俄の餓i機臨時代、可1.いがよか

らうと幾分早円に法: l iIJ 化されにといよ、開はあるが、改正の事自閣が此l際の緊之町村f世では無

いのでゐる o 然るに改正の日的は級材の節約にイ1: りといふ印象をよく興へてしまっ Tこ結果

はどうであっ? こか、新聞は餓材二制の節約を報じてゐ仁 、之を読んTご建築主は大喜び、 さ

らばと建築費の節約、 J 'i'i. 似の切下げを f l して桃i 2 f の挫更を? 下命して米T二、建築主は如何な

る建物に於ても i立ちに三割減るものTごと ，1目、ひ込んでゐる 。 設計者ーは下命には勝てない 、熱

心に餓材の節約金研究し? こ。が、胤則の樹立 1200が 1400に!.lLき ート. げられfJ' ftl. l(;:jAカザ":iii 成さ

れfこからと云って各部分に II. 9 Ｄｬｴｨｾ をその主 ｉ ｊ ｻ Ｇ￬でメミ リｼ せざＮる ｉｕｾ りそんなに減るわけのもの

ぢゃあ Ｑｮ れ、。然るに二主 ｉ ｊｦ立の ＱＴｴ 約が Ｑ ＱＧ，司えない事には排土 ［ｅｩ 設計者の腕力ザ ｦ ｜ｾ いから ｦ ご と簡 ｟ ｾＧｩ ｾこ

はられてしま』、 o ＱＭＱ，｜浩弘行こる ＭＺｸＮ は叉 ｩＭ ぃ哉 ＱｾＧ 0  

韓杢龍、鋭機能とはどういよ、事力、去年の秋までは餓 ｗｾ 値段も低迷に低迷金 ＮＮｔｃ ねて業

持はその不振を嘆いてゐ Tこ。それが駄を過ぎると俄然機能耐である。その特もさの激しき 、

散が践僅金招い Tこのか o ＺＡＭｉＡして目前が そ んなに ヲ ｉ ｾ ひＧ上つ ＿ このか 、 又は生産力Ｚそれ粍 ［ｩＳＺ 減

し＿このか、 ｊ ド今 、 ｾｬＧ，ｑ ｊ Ｉ ［ Ｈ 料似の奔騰に ｻｉ Ｚ るのみ、 その ｊｪ［ Ｈ 休 ｼ は叉 ド Ｑ Ｚ 界的思はくの横行に在つに

もの、民 ｰ ちＱｩｊ ＺｾｬｾＨＱ り市蹴熱の ｉｉｅ 伐は忽も餓鋼の需要哨を Ｗ 象想せしめ 、 ｊｲｪ 餓 、 銑餓の ｦｬ り惜し

みから認に餓似のノ引 |夕、11 らす¥そして現前の鋭機能の災現。日本内地のi¥x材不足は今に王

って新生しに事ーでは無い 、それが今迄顧みられな いで今年に到って今夏の綴位' 説どうも 私

達には蹄に落ちない事が中ノ? と多い。

扱、今度の改正 中杭;1&1'r1豆の方は )jljl g]題とし、餓の強度曳上 のみに依って餓材は果して

どの位節約 され得るものか 、 - の数字を拾ってこんな問題営放って見 る。

2 . 純 識 骨 造 の 場 合

純鎖骨造の建物は強度の曳 1..  ーげが直後的 に(1 : 弘、てその陥 14. %といふ ものが除約されき う
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な ｾ ｴ が一雄はする。即ち 催規 則 伝子方糎 ｬ こっき ＱＲＰＰ 庖 が Ｑ ＴＰＰ 厄 となっ ｦ こ の ｔ ごから

12∞ 
一 一一 = 0. 143 

1400 

主計算がされる。然し鍛官'の計算は部材の組合せが縫挺されて柱なり殺の丈いが一寸でも

減つ? こりす ると それTごりで抵抗力のifGI i成が極めて大き く計算され るも のi枚、F 卜. の 0. 143 を

ぞの能生み出すnには断Iti I外)1予の 寸法をその他として却制7Aび板鋼のl学みを _I-.の害IJ 合Tごり

純滅されるものな らば極めて都合が虫干し、。例へば

13*毛区 (1 13  x  0. 857 =  1].2粍

12粍 厚 !土 12 x  0.857 =  10.3粍

!O粍 厚 は 10 x  0.857 =  8.6粍

然るに銭材は:胤 体 &:I[ i場 d，' dこ支配される h のである 以J ては 、 この棋な向 111は察されてゐ

ぬ、且つ型制のj手の従化は概して 2 粍差であるのみならす・依り Nj. くすると椛浩J -. 不安定に

なる場合 もあるから lY- みの経 化のみに依って像定のむIJ 約をする乙とは不可能でめる。

I'!J:. に全面的iこ断| 師の設討を段反して 、Euかワつを絞り Ifl ，し て行くといふ万1}; が川ひられ

る。例へば山形鋼のみの組ゴt : 裟でー考へてよよる。 JrJl.ドJtJi は全盟主の約20% に岱るが之は) 以み

を＿その臨 とす る限り節約の依地は始んどない。後の山形制の ｾｉ Ｎ ｉ 主材はその他としてコと いを

つめる事を考へて見る。 主材は全措の50%位 、助材が成 り30% 1立? ごが之を 14. 3%i ，成じ?こに

けでは共蕗に生み 出 されるむfi 約♀は絵りにノレなすぎる o !!fJ t， 

0. 3 x  O.  143 =  0. 043 

世i か 4. 3 % では話になるま し、。然らば丈を共催にして型銑のートーから所要断l百tこ最も近い簡1

|断の鋼材ーを搾ぴ出し て使川すればど うなる か。主材はさうやって像定の節約も出米る 、が

計算外の柿肋材といふが ｾｾｉ 々と 多 いもの七、 そ して 之等が既に切 り つめられる ピけ 詰めて

ゐる とすればこ の上節 約 する絵地は ＱＱｾ い。

以上の様な見1也から私は強度の改正の結果ーとし て一般に 10% を減じ得? こら成功Tごと 考へ

るo .1むも 、 この外にリ ベットの依約が加はってゐる カヘ それも結局の所はこんな所に治着

くこと〉忠、つてゐる。

3. 議筋コンクリ ー ト遣の場合

餓筋コンク リート 迭になる と上の比率が更 に危〈 なる。こ〉で大髄の見詰のついに i活と

してある建物の事を忠ひLUすD 即ち、めの規則改正の也後の事、既に設計ーが完了してゐて

その{ 主事が決定 しようとして ゐ?こ矢先が規則の改正と新聞の大々的報道、 さらば と早速の

設計替への命令で構造計算者は四苦八苦、ともかく命令なんTごからと全面的に減らす策を

考へて見? こ、a 筋を抜い? こが僅少、梁筋を減らし? こがこれも僅少、僅か にスラブ で全般的

の軽減が出来? こといよ、に止まって、 註文主の] 回ねする犠な二割は透か彼方の司王、漸〈にし

て 5 %近くまで漕ぎつりにが施主を失望させ捕併に剥つにとの話。節減のやり方にも色々
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めらうが今度の右町民荷重限度が同時に改正されTこのも )m:野. し乍ら僅かに こんな所でJI: まっ

て居るのも有ることが判る。

ではその柱なり梁に劃する影響は笠例 k どんな事になるのか、以下順次に長会挿入 し乍

ら説明を試みよう口

先つ守主。直 ｾＱ Ｉ P とItll げモ ーメ ント M との比例に依って色々の縫化がある。粧の断商金

四栓)1手として Mの方向が d、之と i直角なのが b、然らば

M 

"  p d  

この 3 を偏心比と云ひ、このf胞の如 何に依って制度改正に依る影響の有無が決定 される 。

← - b 一 一 剖

r  M が比較的ノj 、で、粧の断商内に張

仲 T - tI

J C_ ブJ の生じない場合は館筋強度の影

響力: 無いのTごから問題外、桂のー

部に張力が生十る様になって始め

て餓筋強度の大小が影響する。

一部監力 、一部張力と いふ断商

内の腕力分布は、必十断面内にこ

の肱 7J 分 l岐勲、! 復力 O なる鞘があ

る、之会ー溢より nl d の位置 とす

第 l 園

るo 第 11剖の如< nl d までが臆摩

区域、そして臆1長餓筋力; 0. 9d の位置に在るものとする。然らば鋼とコンク リート の揮率

比が規則の上で決定的故

f  t  …  銭筋の臆張力度

fc... . コンクリ ート の縁椎臆底力度 として

0.9  -・
ft =  15 /c ｾ一 一 一二三

n l  

でなけねばならぬ。今 ｦｴ 舎 に ＴＰＰｨ Ｏ ｣ｭ Ｒ 迄働かせる ｾには ｦｴ がそれぞれ ＴＵｫｧ ｦ ｣ｭ Ｒ ［ 50;  60 

であるに比比 して nl は 0. 293; O. 314;  O. 352 となる。所で Mの方向にのみ鍛筋を配置する

として b設に並んで二法共同世の銭筋を置〈桂を考へて見る。( 第 11尚J ) 然らは・ nl とs e  

一法に配置しに片側鍛筋の柁コ ンクリ ート 断面にま討する比到l ち鰻筋比 p との閥係は

nl く 1 の; 場合として

n1
3  

- 3  ( 0. 5 - s )  n1
2

十 180p. s n]  - 90p ( 0.  32 + 向 = 0  

こ、に P の値は建築物法施行規則にもある如〈桂の有効断面積の弘o以上、鍛筋金要求

してゐ る事故 、桂の四謹を力日へて約 1 %が餓筋の限度と してもよ から う、何てー溢の鍛筋

比 佐 P とし にのTごから 、之ぞ 0. 25% と押へる。上式にこの P と任意の nl の値を代入すれ

ばその nl に相官主 する 3 の値が計算される o ft =  1200kg/ロm 及び = 1400kg/ロcmの各種に
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っき fc =  45;  50;  60kg/ oc m の三聞の例を算出しにものが第 l 表である。表中に附記し

第 1 :表 ・釣合を保つ n l の表

釣 合 nl の値( 手貴司王内は一泡の銭筋比{ t > 400 とする 密合の釣合戸 のfi 10

fc ft =  1200kf/ニcn It =  Id. OOk:/.=. cn  

45kJ .:::: cm 0. 324 ( 戸= 0. !l 3)  0. 293 (戸 = ト 07)

50 ?  0.346 印 = O. i3)  0. 314 ( 戸= O. uヲ〉

60 多 0. 3u5 (戸 = 0. 60)  0. 352 (s =  0. 71)  

?こ 3 の値; ま上式の方法にて見 l甘さるべき数字でゐる。 nl が第 l 去 の-敏字より多い場合はコ

ンクリート強度で決定され、以下の場合に始めて銭 ｾｪ ｊ 強度 の ｊ ｔｾ 押が 生じて来る ｯ s に就て

は正に以上の反主J となり、この数字以上の時に臨; 長 :W) の影響を持ち、然らざる時コンクリー

ト強度に支' l i eされ る。然るに多層階建陶の桂の 8 は大，低 l. 以下に納まるもので、一例とし

て或る事務所建築の中佐に現はれに計算貫教を傘げて見る。 mし第二表は概して銀筋数の

第 2 去 ・餓 筋 コンクリート 桂の質例

P の( i {I M の値 H  | 参考賞用 捌 比 m

四 階 柱 15.5魁 4. 24遜米 | 0. 61 ｾＹＮＵ＠

三 階 柱 41. 0  4. う2 0.245  59. 5  

二 階 柱 67. 3 5. u)  0. 172 55.0  

一 階 柱 100. 7  8.41 0. 152 3u. 5  

地 l智 柱 133. 2 9. <0  O. 11s 46. 0 

賞用封筋 上 七 ｭ Ａ 主性の四没 ｩ こ すぷ ふ 等Ｚ 日 ｬ 附 ￟ Ｚ涯の制閥 、 批 ｾ ＺＮ ｳ と し怯の断面 ａ で ｬ 祭 し に ｭ］ て Ｑ 、Ｎ 3 を示す

多い粧の例会皐げて見? こ。ノケち四階の桂 tこ於て s = 0. 61 、下町与は更に少数 となってをり 、

何れそ見ても第 1 :表に皐げfこ3 のfl i'I には遣してゐない。即 ち餓 筋の{ 会約する飴地のな い草

ぞ示すもの で、 3 が l 以上となる粧なれば銀筋の節約が1.[1， Ｑｪｾるわりであるが 、 か〉るもの

は杭としては 稀 に属する 、 ｾｩｕ ｉ ｄ ｬ り ｊ が比較的ノ ｪ 、で 、 ｐ Ｏ ｢､ が ＱＰ 以上もある様な場合とか 、 ｉ ｬ ｨ げ

モーメント が特に大主いとかいふ特殊の場合 tこ限ら れる事、→般のピルデイングでは町ん

ど望みのな い事 である。 f乃つて概数としては佐主筋に到する 211約可能i 11: はOf ごと 想定する 0

ｾ Ｈ は梁 。 先づ 張 ｉｩ ｜ｬ の支端部 、即 ち主ＱＺ附の断面について。之 は腹 筋 短 形梁として 設よ ｼされ

るのが通常でe ある。之も it 例に ついて説明する。比較的rlll げモーメント註の大きいものを

a厳げにが、表は一般的に jili 川する純111 と忠ふ。即ち第 3 去につき ft =  1200kg! 亡c mと 仕 =

1400kg/ロc mの それぞれにつき臨張。11)で 断面の決定されにものを T 記 枕、P. ft{ !M側で設; 十さ

れにものを C 記就として見? こがこの表商からは 1200 の場合CであっTこものカ; 1400 で T に
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第 3 表 ・銭 筋 コンク リート 矩形梁の貰例

M の値 1  1c = 4 5  l  い _0 __1 

官" j : " " 11>1. ITt ー 12GO I  ft ニ 1 0')  1ft  =  120 )  I  It ー1400 I  ft =  120)  I  f  j  =  1  ｾ ∞＠

四
6.  O'( gj  __: cm I  

T  T  T  T  T  T  

s .  35 "  C  C  C  C  T  T  

11. 7  "  C  C  C  C  C  C  

10. 6  "  C  C  C  C  C  C  

M 

釣合の時のー日7 の値 8 多 I 10. 8"  I  10.2 "  

T は fc よりも It ;1; ;最 た値: こ iきする 混合、C は It よりも Ic が平く最た値・こ; きす るも毎合を示す。

M 

移り得 ｦ こといふものがない。そして ｢ ､ｾ の他が Ｖ といふ様なのは コ ンク リー ト断面 として

大きくなり過ぎにりするもので'It Ti J上例が少なし、。仇て之も断閣を大き く鑓更せざ る限弘

節約の望み無しとするコ

M 

梁の中央部は概して T ]Iヲ梁として設1 される、この場合、 Bd" は概して 3 或ひは 4 程 度

で第 3 表の下記践に相賞する。 {乃て大韓に於て 14. 37% に近い餓筋力; 節約出来る ものと 云

へょう。更にスラブで‘ は 、更にはっきりと此の比例が働いて来る。之は相官大 きいものと

}(t，ょ、。

銭筋コンク リート 迭の主筋!矧係に於ては上述の如く大睡に於て梁の中央部及スラ プlこ於

て節約され、 その他は先づ見込無し且つこの外に壁筋、梁の繋筋、柱の巻筋等は強度以

外の1l i IJ限ち 受 りるから現在より節約の官余地は之しい。然らば蕊に梁及スラブ筋の量を線、量

の約% と見て 、O. 143 x  0. 033  =  0. 048即 ち5:?6程度迄は節約し得られにらう力士 忠 五、。故に、

強度の曳上により先づ 5 %の節約T; II¥来 fこ色しにら 、その設，¥- 1 は成功であっ? こと言へる。

4.  識骨議筋コンクリート這の場合

鍛胃・鍛筋コンク リー ト土産にはこつの計算方法がある。コンク リート を無視 して純銭骨 と

同じに扱ふか 、餓肯そ鍛筋 と見 l故して鍛筋 コンクリ ート 迭と同じに故五、かの二問。何れか

の各方法に肱じて その餓ilt の節約程度-は既述の辺りと見る乙とカ ;I-P，来る
D

所でこ〉に再考を要し fこきは之金銭 紡 コンク リー ト迭として取級五、事の可否であるが、

之は施工上大いに注意して貰ひ? こい事と忠」、。即ちコンク リー ト被覆の不足がも に らす不

良工事は中々避 Ｂ｡ｪｾ い事 ｔ ごからである。鎖骨粧の外に Ｗ 糎や Ｘ 糎位の被援に止め にので は

周囲に配 しに柱筋に堰かれてコンク リート がよく廻らなかっ 7こり 、梁 fごと鎖骨の下端にコ

ンク リート が廻らないでカラ 2さき Tごつ?こ りし て、到底之を完全な銭筋 コンクリート浩とは

見る事が出来な いのである 。之は施工上止なを得な い事なの fごから 、設計ー者は寧ろ純鏡台・

として設汁 し、 被援の コンク リー トを無硯しでも 十分な設計会探つ に方が得策で ある。
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然らば被覆を? 多く し

に らどうなる か。コン

クリ ート の断商過大と

なって之は相官大きな

負婚 とな る?ごら う。 然

も被覆Tこるや 11糎っ け

に月rr でひとして完全 な も

の とは 言へなからうと

}J!， l 、。之に就て粧の宜

例 を一つ上げる 。

第 2 r品lは某百貸出の

地 下室 中柱に設計され

?こ断商であ るが、設計外力 は

第 2 闘

↑ P = 413. 24魁 P = 409. 94魁

J  M =  48.8滋米 M=  48.8魁米

で左右賂同数 故 { 方向 のみに 就 て凶 佐保っ て見 る。

第 2 1品lの使用鍛量 は 16本 の丸制全力11へて 653. 5平方側、fs=  1200kg!仁:cm、 cfc = 45kg{口cm

のt条件である。

之を鎖骨のみにつき純餓骨と して計 算 して見ると

A  = 575.8卒 方 税 問i市[不 S =  10.  330 i' C Jj税

413. 240  ， 4.880，000  

.・. f = τ 75ナ8ー 十 一10. 330 = 715 + 475 = 1190 < l200kg/ こC.11

で之のみで事 足 り、被援を' : : Ｔ 腕づつも 見 込めば い 〉の ｔ ご から ＶＴ 腕角位で ｉ ｾ ｜ｊ に合 ｩ 、 事 とな

る。且つ餓 務材 は完全に四材であっ fこと言 』、事になる。

ｊ次 〈に同 断 簡 の Ｗ河 Ｘ 羽が慨ｩｪ｛角 の ｩ蝕鍛 ｩ品法ｾ 筒 コンク リＭト 柱 の設［ 計計 ｼ↑ Ｎをを＿ する 司功事 ｲ と する、 然らば 第 ＱＱ 品 ｬ の如き

僚1
t

l"の下に

fc = 45kg/こC市 ft =  1200  k: /口cmと して

長 10. 3kg/ こC:n 去 6. 8kg/己cm

l組表 を使用して p = 1. 35. % ｡ｳ ］ ＸＲ｣ｭ Ｒ 即 も ＱＧ ｾ ＳＲｭｭ ゆでよ い 。 四 隅の餓筋は設用 して

総 数 40本主すればよ い。然ら は:， ａｳ ］ ＴＰｾ Ｓ Ｒｭｭ ゆ ］ ＳＲＲ 平 方 糠 で 足 りる 。 大きな 相 泣であ

る。比較する と

断

令市

￮ ｾ＠ ii 土 餓丞の比較

原 設 78c.11 x  78cm C53. 5亡C; n

純 餓 '舟
64cnx 64cm 575. 8 ?  。目88

鍛 筋 コ ン ク リー卜 78cmx 78cm 322. 0 ?  0.5  
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かうい」、大きな差公示してゐる。欣て妓骨鍛筋とし? こいならば鎖骨をす・っとノj 、さくし て 、

本官の骨組＿ごりとしにらどうか。克色 、 梁の方では銭骨骨Ｎｾを＿鈍筋と世き換へ ｦ七こところで有利

k もならな Lい、

て は 言」ふ、王事f，i: tが;1搾撃 山ある o 此 虞 に はE嬰Eする所一般 に 川 ひ て ゐ る 鍛t官合3守，餓筋筋. コンク リ- ト 逃なる

ものは、時節柄主主搾な建均 Ｑｾ とい ｩ 、事及五六附の建物な ら餓紡 コンクリートでも充分であ

ると ｌ 、五、事を心得てｾひ度い。

蕊に古い文献ではあるがＮ寄付表及第 Ｕ 表に示すものがある。 ＱｾＴ 者全比較 す ると餓背鍋筋

Ａ［ｦｾ＠ 4 表 ・主要建築物構造{ 寸使刑罰調( 鍛筋コンク リー卜 迭の部)

建 築 の 極 類 告主歎

一面坪 ｮｾｾＱ 設筋 Ｍｾ ｲｩ［ ・コンク リー コン クリート

丞 ( 起/1f-) ト 〈立坪/ 面坪〉 立坪営 ・餓筋盆

事 務 月rr 19 o.  379越 0.421立坪 0.906滋

皐 平交 類 13 0. 321  0. 380 0. 832 

区 役 戸斤 う 0. 342 0. 391  0.877 

ノ相、
庫 工 主毎 15 0. 356 0. 410 0. 836 

病 院 6  o. 287 0. 359  O. 789 

旋 j官、倶楽部記念党等 7  0. 307 0.438 0.701 

〈総 卒 均〕 0. 377 0. 400 0.805 

の方 t ; 餓 筋 コ ン ク リ ー ト 遣 に 比 し て 約 2 低 の 餓 世 営 費 し て ゐ る 。 鎖 骨 銭 筋l注視投ーが多いか

らfごと，13. ふものもあらうが、 - 1面呼首りのコンクリ ート 盆 も 少 な く な し 前I.1己比較の黙等

5f C  Ｕ 友 ・ 主要ｾ築物 構造材使ｊＱ ｊ 主ｩｬｊｬ ｴｬ ( 餓' 目減筋 コンク リート 迭の昔日〉

没 築 物 の 種 類 機 敏

一面 苧 常一面 乍 ｾｴＺＺ［ ー百 平 常 コ ン コンクリー卜

滋骨註俄筋: h l : クリート 盆 一立坪? 吉繊材折

ｾ＠ 務 舟r 18 0. 466滋 0.282越 0. 404立坪 トM I泡

男昼 校 煩 II 0.502 0. 342 0.479  J. 831 

院五 役 舟i 3  0. 238 0.311 0. 437 1.254 

合 庫 工 当量 9  0. 389 0.253  0. 455 1. <92 

病 院 0. 189 0.434 0.402 1.549 

MO官、f具集部記念対等 8  0. 596 0. 324 0. 42i  1.604 

〈絶 平 均〉
0. 39 .  O. 324 0.42  j  1.595 

よ り 見 て は 必 十 し も 規 模l 三々 の玉虫 [11か ら の み ではなささ うである。よくよく考指すべき事

項 Tごと思ふ。

5  コンクリートの強度と所要録量

今迄は織の強度そのものそ中心として見てゥtc1こ。然し第 l表 及 第3衣 念 願 み る 時、共 彪 に

はコンクリートの強度といふものがこの銭量問題に採って重大項目であるt J t を汁寄り得るも

のと忠ふ。即ち鍛筋コンクリート造中' 1 : 1こ於て fc= 45kg!ロcme  fc= 60kg!c cmとでは釣令ひの
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向 ;0. 83 と0. 6 との差が生十る 、然らば第2表の四階粧の場合には ft = 1400kg! 巴crn と鑓る事

が心持ち 響 いて手Kる、この位の泣ひが生じて来るといふ事は叉巧へ直しを? 必要とする理 rll

である。更に fc 会70或は80に上げられ得 fこらと 思ふD さうすれば今度の強度改正の効果が

一層判然と出て来るものと }J!， l 、。

杭の場合はコンクリート強度を史上げる事に依つてのみ多分の俄託節約金ｾｾすことが出

φk る。試みに既 記妓骨鍛筋第 21詰lの村の僚 Itj: に従つに鱗筋コンク リー ト粧の1' . l 例計算に於

て f c= 45kg;  c: c mのA s = 40 ｾＳＲｭ ゆとし ｦ このを 鑓 化して見る。

[C=  50kg/ ロcnの時 p = l. 15Y. as= 7Ccn
2
= 9 - 3 2 mm争

As =32- 32mmゆ=257. 6卒方泡

[ c=60kg/ こc:nの 時P = 0. 8Y. as=48.  6c.n
2

=  10- 25mmゆ

As =36- 25mmφ= 172. 8平方溜

三者の比 {t>採 ると

322 :  257. 6  :  172. 8 =  1  :  0. 8 :  O.  54 

といふ莫大なる相遺伝生じて来る 。

: t も梁の場合はきして影響ーは期待出来ないのであるが、それでも M I ND=46. 4a'!:米 とい

M 

λ、大きな梁については 、之を b = 5 7栴: ､ ］ ＸＲ 糎ｊＩ矩形梁として ｢ｾＲ =  12. 2 となり、 之ぞ第

3表に )I f: i. すと fc =  60kg /  c: crnでは依然C : 1i己批となり餓量はたのみで決定される、即ち

1c =45kg/ c c官の時 γ =  1  as= 56. 2c.n
2  

・ー l. 00 

ｦ｣ ー ｾ ＵＰ 多。 γ ］ Ｑ 8s = 45. 8 多 e ・0. 82

fc =60 多 。 ャ =0. 4 8s=45. 8 多 0. 57

く削れも ft  =  1  <. OOkg/ ロCmの闘え〉

で矢張 り40%，減となる。更に f c= 70kg/ 口c m 〆η

ならば、之よりも一層幾分の剰徐を生じて

列4 る。

コンクリートの斑論は日進月歩、今でも

かな りよい 強度のコンク リ{ ト を作る様に

なって ゐ る、何時進も fc= 4Skg/ rJ c mの時代

では無いと思ふ。僅かの注意で f c= 60kg/ [士

1，， ':- 0  

c mも容易な事1:: 0 本年 l 月より う月までに 13 

試験 し ｦ こ警 硯ￎＧｴｾ管下のコンク リート 試 験成 Ｕ Ｑ ＰＰ
?  • v  

絞の中 、所要強度 135kg/ c c mの もの 189筒 't Ti 
/L l L  

附 録 して、 之 制、なる ものから順次プロ 苦 悩

反 '

ツ トして行つにもの が第 3 闘である。 慣の

軸は そのま、 パーセンテ ーヂとし てi責める

I X 3 8  

第 3 園 ・呪筋コy クリート 試験成続週

〈所要 ｊ￬ｬ 縮 ｪ 長皮 Ｑ ＳＵ ｫ ｾ Ｏ ，コ ｣ｭ の ｌ の〉
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が、60 x 3 =  180 以上のものが 475'6 もある 、殊ゃな大間5縮強度 460. 11句/ 仁cmとい よ、のがあ

る 、 前てＪＭ工事である映りこのコンク リー ト強度史 上 の震にこの方簡の注芯Ｚ剖抗 ￆｾ こ行ひ

俄 ｼ寸日 ｩ 約ｊＩ ＭｊＩｊ とすることカＺ山ｾＨる。ｻｬｬＮし、改めて第 Ｓ Ｑｬ ｩ ，， Ｑ の他の方師会見よ 、 依然として

135kg/ ccmの所要出l瓦ーに令絡しないものが 25% にも注 してゐる所を見ると ジと して安心 の/111

? j ( ない事公語ってゐる D 蛇' 併の白伝なさ y" . は依然 135kg/c: cm即ち f c= 45kg/  c cm程度で設計

する が玉首 とも云へるが、互に注.12 してせめては fc =  50kg/  c cm位に は曳上げにいものと忠

ふ。それで も桂と梁の支端部で各々 20% の銭材節約が見込まれるのfごから。之に就ては第

4 闘を見よ D 所要強度50 x 3=150kgl こcm

のもの 52 筒 に 就 て プ ロ ッ ト し fこもの

流行に最初からの心地へが泣ふものか不

合俗 ｾｩ ｉ ＵＮＴ ＥＨ こ止まり Ｑ ＸＰｫｧ Ｏ ｛Ｒ ｣ｭ のもの

61% にも達してゐる。更に所要強度 180

kg/ロcmのコンクリート例を見るに 、工

事協の! 列tl :i . j 遜〈少放「ごが、その民 ili Ji? 示

す

162.6;  191. 5;  203. 0;  213. 0;  226. 6;  

249. 6;  

253. 3;  254. 6;  289. 3; 306.  6kg(  ｾ ｣ｭ＠

以上 10，首の rl.1不合絡は HUJ > 1  i:i:i であるの

結局 、fIJ . 立と 心構への如何にか〉るもの

で、fc =  60kg/ こcmは容易な -'Jf. なのTごとい

ふ事Ｚま ｬ 明 言 ｉｉ ｾ ＿ￍＨる 。 但し之に は雌問 Ｗ こる

ｬｩ 出子態度 ｾ ｴＧ聴すミ ロ 十 二分の蛇作力行 ｉ Ｇ ，＿ￍＨ

5 0 0  

4 0 0  

3 0 0  

主1幽

組制

i GK l  

オ佐一→

斗仏L.i

) 0  75 

組 数 5乙箇 ニ空1 " ル制令

度

第 4 悶 ・現努 コ y ク リー卜 試写生成績;凶

〈 所要 翠縮 ｊ 法 度 ＱＵｃｫ ｾＨ Ｒ ｭ の ｌ の〉

ないちのなら ｦ ｣ ］ＴＵｫｧ Ｏ ｌ ｣ｭ Ｈ こ ＱＱ Ｚ めて金 〈が ＱｮｏＧＺｪｾ である ｮ

100 %  

以上述べ fこ事( ま多んあるが-J MJ VJ 改正念機像として銭材除約に闘する一二の希望ぞ添述す

るに止: めてお〈。
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銭 材 に 就 い て

一 一 本 協 令 秒IJ 令 に 於 り る 講 演 の 大 要 一一

栗 本 勇 之 助

私はこれから最も公平な立場に立って 、岡家を謹の 卜. から見て 、過 去、現花、将来を通

じての餓にますする私の考への一端をお訴し致し! 主いのであります。

要するに銭の問題は政治の問題であります。 日本の政治経酬の問i週であり ますロ決して

ー産業部門の問題としては見られなくなりましに。先達もある専門的の人のお話ですが、

か う掛の値段が，上がれば需要が減退し、従ってま fこ織の航が下るではないか 、 といふこと

でありまし ｦ こが 、 そのｾは全く自 ＱＱ Ｑ 主 義経附撃の立前でありまして 、アダムスミス ｩ￝Ｉ Ｑ こり

の経持率の原照から云へば全〈その通りであります。しかし乍ら今日の経済機構はそうで

はないのであります。自 rll 主義純情機構に支配されてゐ る部分もあるが、そうでない部分

もある。惜の場合、知は自 111主義終'11呼機j憐の中に牛分は作J i i され 、ノ|三分は岡家の構力統jl，IJ

に支配されてゐる つ丁度統制限怖と資本主義。続的' の判係を三附建の家に ? ことへれば、締は

その段梯子であると ｌ 、ょ、様な欣態であります。今 日の 妓￭ｦ，ｾ機能は少く とも 政治経怖の Ｑｭ に

はさまれてＱＭＱ ｜ て米 ｦ ごと 、 こうゆふ風におｾへになるのが泊Ｇ， ｾ［Ｚ￭Ｑ ごと，也はれるのであります ｯ

妓鋼飢僅の原閃ｾ、や ｨ もすれば 一 部貿ひ占めであるとか 、 一 部は政策 ｊＭ ｟ の 阪地ーとか 、

そうゆ五 、鹿 から ｾ､ こ様に牧くお考へになると 、 践に到する［符米の問題はピ ント外れになり

リソリ ユーシヨンカ ;t専られないのでめります D

本首に畿のお話ぞするには思想史 、純情史 、文化史、政治史といつに方面のお話をもし

なげればなりません。無論弘は卑K でもなんでもありませんが、織の問Z買をあっか五、常に

はそうゆ λ、問題をも考へて行かなりれば将来の見通しがつかないのであります O 併し そ う

しに話は問ぐるしくなりますので、 そ うし 、ふ部分を成るべく少く して 、直接鍛に閥係める

事から鴎納してお話し 、時Ilnがあれば資本主義経済護民の各段階にをいて 、鍛の問題がど

うゅう事になって来て、どうゅよ、風になって行くか、少し大きな問題ですが、それに就い

て私の考へてゐる事を巾しあげ度いのであります O

大韓今 日私自身、 物の相場などは持nわからない方でありますが、こうゅう事に注意し

てゐる Ｑｭ に織の相場 ｔ ごりは多ノ州、 ＱＱ つてゐる方であります。それについて丁度今日 ｉＫｾ かげる

前に 、ある有 } J な織の内ilit の常務取締役の方に弐の様な事を舵めて来?このです。それは日

織の定めてゐるものはべ ースもの 、パーの くースものは 195 闘、アウトサイダーの日 銭以

I X 4 0  



ｙ トのものは ＲＰＵ 闘で 、 ｮｄｾ 口銭は一割とゆ」 、 事に日銭で ＮＩｊｉｉ 制してゐるから Ｒ ＱＰ 岡乃王 ＲＱＵ

闘が公認され? こ航であ 1) ます。ぉ買ひになる場合には大噛 250 位ぉ11¥しにならないと買へ

ないと思ひます口問でよ臼ドそれピけ I'P，さないと買へんかと云ひますと 、1. 2. 3.  4. 5. 6 月

は胎んどっかへてゐま寸が、 7. 8.  9 月 色先物を 日掛に注文になれば一書IJの問屋 口銭をつ

ければ、 それでお買ひになる事が出来るのであ h ます口市場で寅 λ、事にな ると銭を欲しが

る心即刻t態の影甥の方が多 い常に 、それに針するプレミアムがつくわりであります。これ

は本首の建{ 泣からいふと刻防〉しい絞桝製にな 1) ますが、欲しいといふことも粧桝皐 k 一つ

の動機になるのであ 1) ます o "11，先物を買ふをいふ事をお場へになれは" 250 阿伎で得ら れ

るわげであります o {Il. しエキストラ ・イ ンチは別であります。然しすぐにも欲しいと いよ、

場合にはその倣では民へないのであります D 昨季e . ｮ ｊ ｾ￯［Ｚ＠ e . - ( 抗体は非常に捌係があります。

白111主義熊楠機惜の: J 年代ですとた嘘昨季といふ事も II J苛といよ、' l i b ，ｾ民俗といよ、司王 も 一様

に決7とさ れる 後怖がありますが、純情機問ーが自 [11主義純情機1 - ":"J の段向付〉ら 、也んで岡家の

必要物全生産配給して行こうといふ統制主義杭州機1 ' 71; となる と、そ うは行かないのであ 1)

ます。

要す る に 、 慨が所前産業 卜 Ｎの 一 つの日 ｾｉＢ ｊ 物とし て よりも 、 もう Ｍ ＧＦｲｾ Ｚｪ い 、 防 ｼ 家が良〈な

るnの必要 I吊として考へられる様になり 、過去の粧桝撃でこれを? 律するわりには行かない

やうに珪んで* : 1 このであります。ノト一つ償、石炭等{ ま他の リベラ11 . - な商品とは i主って天然

卜ー の ｦｬ［Ｑｊ 約五＿うげてを Ｑ Ｉ ます 。 ＿ことへは ｾＺ Ｚｩｾ のごときものは或年月航えれば利 ［ Ｚ［ ＿ の生産力 ＾ ＱＱＧ ， 米

ますが 、銭 、行〉誌に Ih討する映 1) ベ然の; j i 1J映をr:''Zけ、5U 也; 妓の ilil Jl りもを交りるのであります。

tkl ま? ここの焼、 ( i災( まごっともた陀政旋の !1慨になるもの で、云ひかへれば終的ブロッ

クの一つの内本になる べ き特色をもっ ?こ ものであります。従っ て世 界の経術情勢に 引張ら

れ、その時代の世界の政治71)¥勢に文配せられるのでありますo

話しを元へ戻しまして 、 lく3豊丸搾は今買うと忠へば 230 闘乃至 250 岡、少し先まで待て

ば 195 悶! 立で買へるわりでありますO 次にプレ ー トは厚き 2 分以上のものは l享板とけ 1 しま

して拍などに使ふのでありまして、建築にも相等使はれますが、 これがやはり製問所の建

債はパ ー と同じ枕でありまして 、建築に使ふ方は 195 闘伎ですが丘際市場の値段は 、 300 

闘以上 320 固から 3i O問ルヨn 50 悶! 1¥さなければ相等なものは得 られない のであります。

舶の方は少 々鍛が尚ーくても引き合」、話要時季があ りますのでよろしいが、建築ではそうは

いかない場合もあります口元来阪の方はコストから去へば前〈ないのですが、街要が多〈

て作る方が少いので、何うしでも自立が高くなるのであります。型物に い?こつで も問で棋な

閥係で 、作 る設備が少ない: x . ー凶作つでも そ う買れないのであります。 小規模に型物を

作ろうとしても向くつくし、大規院に作つでもやはり詰j < ついては 、やって行けないとい

よ、様な附みから自然 その k庄が少いのであります c併 し300同事と いよ、他は高 い様に Jι ょ、土

石、は一月に餓工業全部. の人々念集めておー話しましにが、 それは自分が間迷っ てをつにとあ
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やまりを去っ ?二次第でありますが‘ とにかく E位。心担懐に相也・;将来を硯透し?こ考へ をも って

玉・つでも ｩ ｌｦｬ ｩ 主五、程 、 世界の Ｚ 控前機脱が鑓って 予 ｾてゐます ｄ 我々は我んの地盤が動いてゐ る

事に祭附かねばならないのであります。この新 240 闘乃至 250 回の値段は突飛な値とは云

へないと，也ひます。

そこで 350固. 30) 閲、 230園、 320固といふ怖がー謹いつまで続くものであるかと いふ

問通でありますが、 それは袷局 、この航が高いのか、安いのか 、 といよ、問題 になると思ひ

ます。大型この 320 闘とか 300 とか 、 380 固とか 270 固とかは可成り厄介な値に相迷あ り

ません。 日織の建杭及アウトサイダ ーの建腕はそう法外な純でありませんが、将来の見通

しそ立てる上にはこの位で見1;?をつけるより仕方がないと忠ひます D 原料は過去の値の約

倍額にな ってゐて 、40閲位で買っ fこ暁鍛ドその {吾の80闘にもなってゐます。原料が倍にな

っfこ場合に は生産者の関肋 3 ら去っても 1i : f に製品ぞ賢らな りれば引き合はんのであります。

原料h; f喜にな っfごから過去に 90回してゐ fこパ ーヵ; 190 固になるといふ事は一見不思議な

様なことでありますが 、 物全生産する立場からいへ ｬｦ 併になりま寸。多年経て ｾｱ こ自 ｲ ｛Ｑ 産

業の建前から云ってそういふことになります。資本もふ えれば枕金もか〉るわりでありま

す。そのかはり利潤も 200 関の一割になって fif になりますo それなら その倍の利潤がその

健懐に建るかといふとそ うではないのです。将来の組下りをカパ ーする需の危険に備へる

金が必要であります。 1事lの利潤は多いではないかといふ問高でありますが、 1  i気噸位持

ってゐて侃があがって来? こ場合、契灼のないフ リー のものは 2. 000噸位しかないから 、侃

Ｑ てりによる利寂 ＲＮ ＰＳＰ 噸にｊｬＮ ｴ するもの ｲｾＧ げであります 。 侃 役 が反射に下っ て 来る場合は ｬ

高額持って居ればそのべ割位までは疋侃をきらねばならないのです 。従って商宵の方から

いふと騰って平IJ 経営得る場合よりは下る場合の方が多いのであります口かういよ、傾向はあ

りま寸が、f J 十レ徴屋 きんで身代のご成つ? こ:方は :伝づないといほれて ゐます。消費量f は功利的

に考へて境宅 1] ;1，請かつ fこ折は攻繋して 、損し fこ折はお前のミ スfごと 言ひますが、それは去

はち: -fi Itの ジエラーイに過ぎないが、一般にとかく過去にはいろいろの問題が需要者と鍛

屋町j I J にありましにが、そう いよ、事は資本主義護持の3午すi ! ili 間内のことでありましにが、

今日はすでにそうし、ふ リペラ凡な資本主義の段飛を越えて来て 、世界の資本主義 機，隣t ; 大

きな制向ｾ受げて 、 営手 ｉｊ 経済 �［ 今つぶ れ て行くと い よ 、 やうな時代 Ｑ こなつ仁のであります。

買五、方も賓る方も合理化して全型的に考へ、1間々の利凝本fi T . に考へないといよ、時代になっ

て きまし〈こ。資本主義経済 t ; 統制 されて行くと いふのは 、同家の至宝J1豊的用 的 に到して調子

を合して行こうといふ窃であり ますo この場合債の' 直は従来の原料の寅航が基準 tこなるが

それ以外のものによって 、叉時によ っても嬰豆があ るのですo 例へば舶の厚板の方は 、 2  

年 Ｓ 年造惜の と ｴ 事が潤にならな い 限 り そう安〈ならな い のであります ｯ この ｾｴ 古 向 を見すか

して何慮かの製鋼合ilI止のJ長大 t ; 出来れば、他力 2調 ifi せられるのであります。

次ぎ に 銃強について ｲｾ し ますし銑蛍の は市 場品 で はあるが営利目的の商品では な く し
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て統! l i I J 怪桝に最も必要な品物になってをりますD 現在銑妓に到する組織は完全一つの トラ

ストの様に考へられますが 、 トラス トは御承知の jffi ! J 資本主義の前| 止紀機揃Zであ りまして

トラストの様なやり方は資本主義下に於げる皆利的統制で-ありますが、今 日のものは同家

の公的統11J1J といふ事になります。従ってそれは 、普通の' f 1 . 買ではな いのであ りますD お前

の了. 場はいくら 、問 尾はい 〈らと 、それぞれ配給がえ: められてゐま す。大韓前からそ うい

よ、形態を取って来てをるのでありますが、 それが銑蝕‘ 飢僅金促進し fこ所以でもあります O

今日までの誼り方は 、 日本に必要以 |ーの鍛は胃袋にをかんといよ、欣態でありまして 、か

様な統制を御して来? こ需に 、銑銭ーがきれ fこ場合は必要以. 1-. に胃袋に置いてない常一寸のこ

とでもすぐ飢渦を交え 、 飢渇のｾに肢伎が来て謹がもてないといよ 、 や う な ｩｬｫ 態を生じ ｦ この

であります。 しかし乍 らあ る1mこの方法を絞りねばなりません。銑賞理給市拐を岡家的 に

コン トロールし、全指ーとしては向給; ) J i ，lJ' ri をつ| らねばなりません口しか しこれ を ロシヤ的に

統制 する事は効果がない 。 もしロシ ヤ的な行き方全すれば工場も統WiJし なければならない

建築統制しなくてはならなし、 。そ れでは資本主義限内隣同ーがつぶれて仕舞」、。他〈まで資

本主義ｾ Ｊｾｾ伊 ｦｾ Ｎｴ ｆＮ かし 、 その特長ｾｦｲＱ ｩ 川するには泣」、行き方をしなげればなりませんロそう

すると陶賢人から物を買ふ、金〈自 [11 ft 媒介がおこる。よし琵って央れなくても金があれば

買へるとゆ ふ:oJt になり ます。正:j ければ費らう、 f若手IJ のnに，巴惑して買手がなくとも 、持 1:

うとゆふものも 11' ，来るのであります口

鋼材ーが今年不足とゆふのは昨年 460 寓噸、今年 500 街 l頓の需要に到 して不足はその一帯IJ

50寓頓であるが、不足が50蔦頓あ らうと 100 際! 頓あらうと 、JE らんとゆ五、事がある 以 上 l;Xj

次が統11iIJ しないと続々ひどくなります。 この場介介Fil .I I"J fJ_ 方法は時ImA"J に介即化寸る! J i: t ;

一帯必要であります。足らんとなると持んな現物が民ひ l主い 、先物が下ると先物が買ひ j本ー

い。 6 月に要るものでも 3 月買五、。需 要朋を 四つに折つ fこ様に主複するのであります。而

も織に闘する映り需要が減退するといふことはな〈 、需要が印〈 までふえて来る一方であ

1) ます。掛さへ買うて持ってをれば金で持ってゐる様なものであります。自分の需要以外

に客明的需要舎も推定して買ふのも簡の fl ，' i : が上る原肉であ ります D

政府で官版制係の建築物の建; 交を繰り延べてゆくし幾分の他下りの魚に民間のものが

殺到するのでありますo 1(11¥1の方では皆利経担当の上に ?こってゐるので政府が干渉するわり

には行かな いの であります。一 ヶ年位湖鍛の事業を繰延べる 、そ うい ふ事は出来ないが、

蒋しそういよ、事にすると相場は同定す るのですo そ うゆふことが出来ればアプ ノ { マ J L-の

暴騰とゆふ事が，¥ぷげるわげでありますo

こ〉で 、世J: 外のj伏勢を 一寸巾 しあげますし1 1 ' 1"十一年度に於て米買は銑2裁を約 3，200 蔦

噸産 ｾｪ ｜ してゐます。 Ｑ Ｙ Ｒ Ｙ 年 う ［ｾｴ 岡のー需産 ｉｈ 額の多かつ ＿ 二年ですが 、 その時 分 か ら 比 べる

と 1，000 高頓少いのでありますo ｗｾ 塊 も Ｑ Ｙ Ｒ Ｙ 年には約 Ｕ ， ＶＰＰ 寓頓W，し てゐ fこが、昨年度は

4，900 蔦頓におもてゐますo ! J f 閣は 1913年には銑餓そ し000 噸位作っ てゐま しにが 、"'1"，年
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ＱＲｴ の産 ｬ 十 ｬ 高は ＷＸＰ 高噸で め Ｑ Ｉ まＭＴＮ Ｐ かく生産の Ｇ ｙ つに ｊｊｾｦｬｫｈ ま非常に ａｬｩ 門的でありますが 、

大謹 ［ＱＵ 閣は労銀 が ｩ おく叉設備が ｊｫ 凶 では大ｾ < ならないのでありま すD 央闘が簡の偽j税を?

Ｑｦｴ Ｎ Ｉ｜］Ｚ に 」 てげ ｔ このも、政治の ｊ ｊｦ ＨＱ はで餓の士ｉ＾ｾ 産をやら うと し＿このであります。現在は御承 知の

ごとく米岡が ドt 界ーの妓産問でありま して鎖の資雌に必まれてゐる闘であります。その餓

織の四裁i，[ は 800 f. 立噸といはれてゐますが、 しかし今銑餓 3，000 高噸全鍬石になほすと 、

50 % の踏石として 6. 000 蔦噸となります、 これを毎年使ってゆくと今後 2，30 年後には米

岡は妓 繊石がなくなってしまふ! t I J定になり ますD 欧米の先控闘の織の資源は概して初老期

に入ってをるのであし ドイツは全慨 しかありません D そこへ行 くと我岡の南方、東南洋

の妓資源は無者綴であり 、その 卜. に露天摘がH' ，米、求問問の土人を使用し てゆりるので探

自由貿は低雌であります。又海 1:運賃は普通 l二階 1-.運賃の十分のーであり ます。この資源と

この海上運賃の粘から日本の製徴業は将来は 、世界に推nをすべき僚f ! : { e 備へてゐるもので

ある D

ーたぎにソ駒は咋十一年度- に叫惜し 400 高噸 、 鋼 ｴｊｾ 1，600 寓噸を lHし、英問より遥か に多

いのであります ｄ 本年は更に銑 餓 Ｒ ， ＰＰＰ 寓 噸 、 鋼塊 Ｒ ， ＰＰＰ 関噸 ｾｗ ｉ の議定と い｛ まれてゐま

す ｄ おそらく 向 五、 Ｕ 年後には米閣と匹敵するに至る Ｑｾ Ｎ らうと思はれる様な欣態であります

先程ぉ訴ししまし? こやうに 、銀が商 rl1主義経済、管利経桝の円棋であれば 、 もし銭の怖

がどんどん下れば、自然製機業が娠は んことになりますが、 ソ晩の様に強11i l J 的に電力そっ

〈り飛行機も作り 軍属きを作るとい よ、諮り方なればソンナ心配はなく 、間倒な こι もないわ

りであります。 日本に於ては向』、五ヶ年後に鋼材 620 高噸 にする といふ所謂伍堂案なるも

のがありますが 、こ れをソ駒の 2. 000 寓噸と比較すると 、まる で子供と大人の様な泣ひ で

ありますo このゾ聯より日本は常に脅威を 受りてゐ るのであって、これに到しでも今後ど

うしでも大いに徴金安く 、大4i i:に生産しなげ ればな らな いわりで あり ます。

J くに鰭の問題全近代産業革命の上について見ます と、おもしろい 問題であり ます。 まづ

産業革命の初期に道具と いふものが機械におきかへられ七 、その尖端を? きつ にものが英閑

の紡織機で 、これま で l 人分作ってゐ fこ生産力で 100 人分の生産をあげ るや うに なっ亡。

即ち サ イエ ンス主動力とをカ11へて紡織機械が出来、 これ らの 力を 更に護何せしめ るにめ 、

次 にこれに )J 1 1 へるものは 何であるかと いふ と銭であります O これを 契機として餓の生産法

が合約fとされて米? このであります o 鍛 がlH?!( て機械力; l! 11 ?! ( ると いふのが普通の考え方であ

りますが 、事 買は逆に 、機械がH'，栄て次に鰻と いよ、I1闘序になってゐます 。

元米銭とい ふ と直もに軍閥的なす11想、金作ひ易 〈、餓血政策などとミ リタリズムの精鋭の

や うに感 じられ 易い カ: 一一ー もちろん鍛と軍備、餓と 戦争とは干h' 接な防j係をもってはゐるが

誌に そのー｛ 白 ー のみから見ると大きな偏見に陥ります 。 いま ｲｴｾ しまし ｦ こ や うに 、 餓 を近 代産

業の王 Ａ 大 Ｍ と して今 日まで盛り ゴ ￯Ｚ て ＱＺｾ ＱＺＮ みの樹 、 育ての ｬ 司は何 である かと いへば 、 それは全

〈繊維工業 そのものに外な らない のであります 。問防にのみ偏重しで考へではならんので
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すo ｮ 佐我園としてはソ聯に封立し＿こ閤民経 ｩｦｦｾ 営んでゐる以上、これ相官大量の鍛は作ら

ねばならない D 然し 800 寓 t板、 1，000 蔦噸といよ、事になると容易 lこプランがTこ〉んのです

輸入も困難な紋態にあります D 而も餓が非常に要 る時代になってゐるのです O この重要な

鍛 を 安 し 大 量 に 作 っ て ゆ く事が11". 予1<: 1こら日本は始めて] ' [ って行りるのであります O もし

高〈作るとゆふ事であれば忽ち世界の水平線から務伍者になるのであり ます。

fさりに織についてil' 1=i : しくいはれる自給自足とし、ふことについて間車にお話 しします 。も

ちろん銭は間防上必須賀材として自給自足の域に至らねばなりませんが、 200 高噸なれば

自給出来るが、 600 寓噸なればその半分、 800 寓噸なれば 4 分の ! といよ、事になり 、年

度を越すと )I j 主が伴はん様になります。この貼については大いに検討を加lへる必要があり

ます。私は自給自足の11立後の目的伝達する道程に於ては 、輸入も増進すると共に輸出も大

いに増進することが政策として是非必要 なことであると思ひます。輸入から自給自足へ、

そこに ついて兎角自給出来ないのに外閣から輸入して外闘に賓るといふ事は考へ られない

主いよ、やうに見る者が少〈ゐりません D しかしかういふ者へ方に捉はれば日本では何百年

か〉つでも自給はやれないのですO 何んでも 11 ¥凶! 欠理に自給をしよ うとすれば伯絡が白j <  

ついて岡民経済が立ちゆきません 、従って経済的 tこ自給達成の時期を速かならしなる? こめ

には 、職入と輸出と tこよって資源を開護しつ〉自給の領域に達するのが一番の上策であり

ます D 外国から輸入して外岡へ輸出するといふ事は、 一見矛盾しに様ですげれども 、ノト外

岡からの輪入を 11てめると日本は立往生であります。自給政抜がほ| 際経簡に依存するといふ

ことは何等矛盾はないのです D いま恨りに印度に 50寓噸位の鎗鏑櫨を作っ てコス. ト 40 聞

くらひ、日本に持って来て 60 図でf尋るわりであります。印度の銭は豊富でありますから、

100 高頓、 200 寓頓にも 逃 めてゆくことが出来ます。北支でもそういふ政策を取ればどし

どし出るのであります O かうしに行き方によってゆっTこり自給を計り、計聾をゆっ? こりす

ることが、闘民経済上必要 なことであります。即も 10 年あれば割合楽 lこゆくものを 5 年

でゆくとコストが非常に高〈なり、その局に日本の経怖がi i ! 主産するかもしれんのでありま

す。丁度アメリカのエターナルプロスベリテーから得? こ現象と同じ事になります D 物資が

ふえ す・にパリユエーシヨンピけふえるのです D 要する lこ似絡はふえるが富はふえないので

すO 餓の自給も閤際経簡に依存せす¥ 性，告にこれを達成しよ うとすれば、かうしfこ結果を

招来します。

いろいろ長時間お話ししまし? こが、要するに餓の問題は鍛fごりの問題ではな く、我閣の

大きな政治経柄上の問題であって、銭銭 ｩＱｾＧ ごげで算様 Ｓを＿はじいてはならないとい』ふ、ことてで Ｚ｡ あうり

ますo 御不審の鮎については、御質問をを? お

ます。
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遊 園 1由 戚

杉 江 直 巳

輿へられ fこ表題は「地買地と建物」と云五、のであるが何故にこんな題が輿へられ?こかわ

からない 、恐らく 一年ぷかり前に 、 める遊車工也の ｾｴ ￭ｬｩＺに参力 ＱＱ し＿こ事があるからにらうが 、

その遊適地は遂に陽の めを? 見守研究調公も中絶しにので之をまとめる迄にはなって居らす・

まとめても中途半端で一向参考 tこもなりさうに忠へないので、首時多少考へてゐ? こ事ども

を』記して賞金果さして貨はう。

ｩ 些ￆｪｊＺ也のふ ￫ 義を＿我流に述べれば 、 大都市の附近の ｩｩγｩ［＿ なｾｾ地に主と して大衆、子供向き

の ｾｊＡＺ 策本位の運動競 決 、 遊 ｅ 支持 ｈＮ 勾言及び之に附随し＿こｪ，ｴ，也、休息 ｗ ｲ 棋のものを 設備し にも

のと謂えよう。公国等とは大同小異の賄もあるが、後{ f は民質本位即ち髄育とかまえ育とか

に革新を置くのに、前者lま全然娯紫、慰安、興味本位と巧へられ本質的に少し遼つにとこ

ろがある。大・抵は一定の入場料を? とつにりして興業的である。ぞれは公園 lこ於りる様に運

動し? こり静かに休憩しTこりするよりも 、なしろ近代的な若人が( よい意味にも悪い意味に

も) 積極的に娯楽を求めて集る場所とえふのが本米の立味てあらう。放にその建造物及び

設備は之等の人々の要求をプピすもの即ち時代流行の尖端金ゆくものでなりればならない D

此の流行を狙ふ黙は博覧併の建築と類似する様Tごが、此が全然11ヌ設的なのに比して多少生

命もながく半永久的な た|・主も H'，?! ( る。博覧合建築にゐつては 、いふ迄 もなく令- 4，，; : >j ( の目的

物の擁護聾である〈勿論中には建造物として樹立しにものはあるが景品的に過ぎない〉が

遊園地に於げる建造物の地位は之に比べると数等A 要な{ 文書IJ であり 、地形と 共にそれ自身

が遊a 濁地 を構成する主要素になってゐるから建造物の方l師から比るとはるかに本俗的であ

る。モ ニユメンタルでもあるし各別途別に形態会 Iりj俗に長現山米る黙ではむしろピル等ーよ

り建築らしいと うらへられる、我々の建築家の腕金振ふ領分は大きい o 1ごが建設費及び*jU守

j t ; . が多額な割に今日の我が閣の j伏態ではも一つはやらないので 、経費の結でかな り盤辿{ f

受げるにめ本格的な永久設備を? してゐ ることは稀で、博覧台のそれにヒゲがはえ? こ程度の

ものが大部分を占めてゐる。 IIjt どこでもこんな建物ばかりでは貧弱なので大・ほ極々の建築

群巾の一、二ぞ少し立汲なものにして、遊園地としての格式全両め る様にしてごまかして

ゐ る。賓j家や、あやめ池の如きですら此の手法を用ひて居り、大・肢は二三年も 経てば見る

かげもなくなるのが多い。

遊園地の経営は至維なものと見え 、樹立; 笠告のものは殆んど二、三年で消えるのが普通

で、我が閣で現在持ちこ Tこえてゐるのは例外なし郊外電車の経営になり電車賃及び土地

I X 4 6  



の珪畏策 ｾ ｪ Ｇ ド って 初め て 保算が と れ て ゐ る 似態である口此の短期 消 滅の原因は幾っか教へ

られるが、建造設備を? 一時的のものにしに? こめ見すぼらしくなって 、客 足 のili の〈時に有Ij

修 費、維 持 究 の 多 額 に i且 は れ て 行 き 詰 る の が そ の 大 な る ー で ゐ る 事 は 否 め な い 。 二 に は 流

行 性 を: 守ってゐる貼も大いにあるが、気 短 か で 、飽 き つ ri < 、公京行動b; 下 手 で 遊 戯 性 tこ

乏 しいわが珂民性も大なる I51因のーかも知れない。

は げfこ建 助、踏みにじら れ に芝生 、 ゴミゴミしじ虞で 、大して面白〈もなさ〉うに遊ーん

でゐる大人ぞみると 、 日本人には遊盟地は泊臨しないのかとさえ忠五、。 運 動 誇 具 に し て も

どこでも移り気的な形態、不統ーな色彩のものが雑然として配置さ れ て ゐ る 。 何 等の .1i" itf

方 二 十 も な し 次 ぎ 次 ぎ 足 し て 空 地 を ふ さ い で 居 る の は 貫 際 何 と か な ら ぬ も のか 。 か 、 る 遊

岡地; まレフ レツシュではあり得ない。

要する に 我 ｅｉＱ 引 Ｗ ｝Ｈ で恐縮 ｴｾＧ が 、 責任ある建築家 に 委託し 、 本俗的 ｫ 藍をや れ ば之等の諸

国 は ーj帯され、 遊) aI : T也の 前 途 は l¥Tj るくな ら うと ，目、ふが如何。
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- 時 報・

中華 !勿 空も? 論 ず

熊 井 安 義( 課)

本文は杜賊氏者 ｾ Ｚ r防空之方法111: 訟及' j ; {施J Ｈ ＱＹ Ｓ Ｖ Ｉ 中の一文ｾ紹介しにもので 、 防空器材整備 に 謝 す

る技術的解決方針及 び、 国民の濁結五? 図家と切貨な利害関係を? 宥する防空に就て行はん主 する 考ヘカ

が況はれる 。 中華民 園の識者 は防空におして相首熱心で、主主盟主{p. *:kT '!f i演習 とか、巡回防空展による

宜 1l ! J . 等の記事が同国新聞に見えて居り 、防空世符 L 濁傍の疎: 認を主として相賞多駄 に上る 点、 事1' (上

防空地殻のf ( 溜程度は不明でめる。〈昭 12. 8.1 )

目 次

第 l 節 中拳防空は最も困難でめる

第 2 官官 防空の可能範図

第 3 節 防空の根本問題

第 4 ffii 防空と国民の図結

第 1 節 中華防空は最も 困難て引ある

ＱＮ 際『伎は地形に左右される故 、 防 Ｚ怨 ｉｊ｜ ｉ ｊ に於ては地形の験要金利用して 、 安全ｾ保ち得る。叉海戦は

地 形に依主主 するｾ な い にめ 、 由主によって守る司王Ｈま出来ないが 、 戦艇は攻めるを＿主と する ものであって Ｎ

所古川攻略上の防禦は、陸上の要港或は 111港の施設を利用す O Lのでめる。 然るに空中戦は以上の何れ

の場合とも大に異る彪がある o RIl ち先づ天空は無限に僚がり 政機の [gJ1乍は放測出来ない。

次に飛行機の行動迅速なるにめ 、 その出波定まら す，完全に之に劃する防禦は不可能でめる。1 E に飛

行機の活動は立穏的なる 7こめ、火砲による射程を行つでも命中し難L 、。 倫 lま空軍はその性能により地

上或は海上の敵兵を攻旋す るに最も適してゐる。 例へば 投 下恨の如きは ｾ Ｑ ｟ｬ，Ｚー引の聞に如何 に 堅固な

目標 L 立ち 所 に破援し得 る ものである 。 之に到して訪 ｲ ｾ 架 似 ｉｊ に於ては 、 砲怪するも敵機の要部に命中し

なげれば之を鍛: 或し4母子、 その難易の程度は貨に容援の差に比すべきものでめる。 旦近年来飛行機と

その操縦法の念足な進歩により Rohot 飛行、無線航法、或は飛行磁をを射 ( FI) ing Eo泊め を以 て都市 を

燥ｾし得る械になっ ｴＺ 。その結果 之 らのもの に到 する 防空と い ふ窃は徐々困難になって ＪｴＺ 。

2. q，恭の工業: 支衡法他国に比して遁に劣 り、空軍のカ flkは務泌で、| 妨笠に就ても近年i新くその端絡

を前H、7このみで、而 L 兵器工業lま幼稚で、防空挺材に図産品は幾何もな〈 、 五E数年防空の宣{ 寺普及に

努めてゐるが、防空の基礎は永fご定まって居らなし、。 比の様な情勢ドに於て若しも 断固と 一戦五? 交へ

るに至れば 、 兵器の愉入断絶して ｦｊｾ 手傍観 する か 、 或は輸入ぞ ｬｾＮ ひて主直行 す れば我が海外支郊の府加

者しくなり 、何れ に しても考へるだに心許ない次第でめる。

3  ＧＱ Ｇ ［Ｑ陸海軍は一般 に 娠はす・沿海 Ｍ ｴ， ￯ｾＨ ま無防備 に 等しし 、 。今敵の航空 白上艦 が我が港 湾附 近 に 攻準して

来れならば、空襲の惨禍lま貨に峨傑を禁じ得な L 、。 その上我聞は封外貿易協i J f ，系から全図の繁華市街( 1 .

多〈沿海地っち に偏在し 、除機のさ芝暖を7受げ易 い状態にある故、 その危険な るこ とは多言台要せす' とも
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明白でゐる。

4  伶 li 我図民の経済i f ' i i亘し、幾度か破産状態に陪入り、今や各磁重工業及び兵器工業を隆盛ならし

めんとする英の怠糸は多分に有るいカが足り1 " ' 人材が扶乏し、経験不充分で、 夏に各種隊約の束

縛 fe受げて居る匁に 、 諸外園の雄厚な資本及び経験の悶官な 大工業とお抗することは到底不可能 でめ

る。比の工業カが充質せぬ[ 浪 h、 最新園防器材はi郎容乍ら総て総外図から購入する以外に迭は無い。

5  叉交惑が不便なる故、l坊空誌面見の辿;絡が悶雛で、瓦に国民の知識の低いことから防空教育をま並行

させることも容易なことではな L 、。 倫ほ 一般民衆は1 t 悶の怪に達し、都市の訪空的改善にも若手する

ことは出来な L 、。 凡そ之等積荷の状態は我閣としては総て念、速に解決すべきものでめるが、j ( 際 lニ甚

だ困難でめる。併し、我園に於て防空ヒ困難してゐる所! 立、 諸外国に於ても亦、賀行悶雌としてゐる

ことでめらう。

第 2 節 防 空 の 可 能 範 圏

I  前 官官に漣べ ＱＺ 如く 、 防空は各国とも営分の ｾｈ ｉ ｊＮと してゐることが了解されるでみらうが 、 殊に中

華民国に於てはその困難さは非常に甚し〈 、且解決し革釦、ものが多々有って、 吾人はその賀行困重量な

財は充分に承知しでは居るが、防空は図紡上非常に重要な L ので、 何等かの方法念講じて之が解決を

困らねばならない。

2  防空工業の虫nきものは、防空事業の先揺を然すもので、比樋の兵器工業全濁セせしめゃうとすれ

ば、我園に於ては人材と経験の貧弱 さから 充分なものは出糸ないが、 併し何時まで待って居つでも始

められるか剣らぬ故、 経済 ・人材 ・経験等の錯し得る範図内に於て可及的速やかに防空工業の興隆に

努めるのも一法でめる。

Ｓ Ｎ 更に 防空の力量に就ては 、 我闘空軍の ｦｲ カは主ｴＺｴ ＺＧｲｬＮｾ 易自で 、 戦時市 ｉｊ 空憾の滋得は到底Ｎ＿Ｇｊみ鋭 い が、

我空軍としても時五? 選ぴ天候を利用してその佳務は皇室行し得る L のでゐる。 又高射砲の盟主世 L 過少で

到底防空の要求に舷じ草創、1号、各種火砲並に強要農を改逃 して針空防備 に料用せしめ、 情況が許す時は

普liii の機開銃 ・騎兵銃等五? 以て飛行機 fe射撃し得るものである。 諸外国に於て (. ! . 防空気球の刻I きしの

は甚 ｦ ご精符に作製されてゐるが 、 我園に於ては阻ｾ紙鳶 ｦ･ 利用すれば少額で効果がめる。

4. 又一箇の都市の積極防空が全〈殻備されてゐない時は儒袋煙幕を利用して、弘主蔽或は隠匿を行ひー

儒袋或は煙幕 fel 事し得ぬ隠は、比較的簡単にして容易な地下; 盛難室を設げるがよ L 、。 地下室も亦地質

附係から構築不可能か、或は莫大な費用金要する時は、 住民は市外に治泣い工業は市外に移純せし

めれば、敵機による爆弾毒ガ λ の攻電車が如何に多〈行はれるとい 山林瞭野には その威力を授織し件 ・

ぬでめらう。

5. 防空事業の牛は政府の計査と提唱 にゐる が、浅りの半分は国民自身の努力に侠れねばならない。

有も政府のカの及ばぬ慮は留民自ら救生の這を園らねばならな し、。 久園民のカで及ぱぬ慮では、政府

自ら之が補救の3主任を盤すべきである。 即ち成るカ量がめれば それ だげの事業がおし得られるもので

める。我因坊空事業の興事l与は只斯の如き考へ fe以て観察し得るのでめる。

6. 且、空犯の威力は僅に意宏、清弱な敵国都市へ攻慢しれ I専のみ、之を屈服せしめ得るが、意 志 堅liil

な毅カ級長な国民に謝しては、何としても屈服出来なし、。 我国軍民共に堅忍不抜の心構へ、百折不協

の精紳 fe養成すれば、敵機の空襲が如何に激しくといその，滋市IJ を受げる事なく 、 所言問締紳不ffll 、戦
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容には必すも主主げる事はない。

第 5 節 防 空 の 根 本 問 題

日現最被争力; 有ると 云ム事{ e 間 〈時、軍事準家は兵器溺立の設を日目へ、 以て風防の要着 としな いも の

はな L、。 畝洲 ) c戦後兵力増大し各種劫員の結果、各国 は兵誕の j窃立を要求する のみなら す、資源の渇

プf を準: r nするやうに なっ f こ。 限って我圏全見るに神に為・用資源もない又資源の大路分は永苅授で、

兵法の製造に封しでは却って退歩の傾向にゐる。 凡 そ飛行畿ぷは高射OI i ! . 等でグト閣から購入せぬものは

幾在 もなく 、キ幸に巨額の1 ' 1 . 用を挑( まねば、f也より劣つに兵総をy i . りつげられるのでゐる。

害者外闘が産業 主盛で主主 ki ffi 歩するのに我閣は邸; 守して俊民する底力; 少しもない放、 一械を交へ1: 時

の ｊｾＺ 放は明らかでゐら う 。

防空器材に 1#l1: 系する工業. γJ 範図は 極めて炭 〈、 有 L 各F重工業に到して均しく大規燥に進める事は闘

米財政ト許されない i士、図情に照して最 Lτ[ i : 要な工業! ei翠探し、 試に 小規 模な工場ｻ･設げて平日ｾＮのお ｩ

fl J l を待てば、 人材経強共に充足する古士、然る後自主充& ' 行ひ大ftk生産をけ喜す絞にすればよし、。 この積の

､ 十貰は表面 上極め て 緩廷な 椋にも忠はれるが 、 見 ｌ 角 ｌ 根本から訟で、行かねば ｊ Ｆ，ｊｪ ｊ はｾ 束な ｌ 、 。 今

H  国家の 情況から 破れば泡; 返i に賀行するおは是非 とも 必要でめ るが、 中閣 の危機は ｦｩ Ｇｕｉ ｾ の疾病 同様 、

一 時のＺＱＮＱＺ｝長治 療を 以 てしでも好結果は Ｑｾ トられな い のでみる。 故に各掻兵法工業の振興に封しでは、 そ

の線本より築き上げると L、」、診へを以 て努力すべきでめる o

a . に現在の各種防空方法は夫キキ寺E去の性質め ると は云へ、 その効力の位皮lま庫買る微弱で、交戦雨闘

が五に相手方の空襲に謝してI!.x;程度の抵抗防禦は錫し得る力、 確f . l に[ i Ij 怨する 司王は甚だ困難であ る。

充貸 しれ空 軍を有する図 家に於てすら 、ｾ ｉｩ ｉｊ 空泌を完全に把後しｾ Ｍ ｾトす、 僅に一局郊 に於て優勢を保つの

みで、況んや空軍力盈の微弱な 国家に於ては空襲に重きする完全なる防禦は認み難 L 、。

現在我図に於て防空兵器の竣明、防空理論の後表{ e : ! 害す者めれば、 必す，法{ e 殺げて之を奨励すベー

でめ る。I i Pち英人 Mathews の「死光 J の表明、議長人の 「包然防空百七lJ のを査明、溺人の 「成層幽ロケッ

ト」 並に Z 光 の重量明等の刻l きL ので、 之らのものを我闘で新奇な L のとして驚嘆の目艮を以て翻てゐる

時 、 他闘では ｾ に重要 減せねのみか 、 最早や苔式なものとして使用を』上めるものさへある。 この如き

状態に於て列強と肩{ e 並べて行く事はf中身困難でゐる。 故に我園目 1'- の最要念務は各種科書事上の表明

に全力{ e 詰まげて奨劾援助して、全国の人材の精力を之に傾注せしむべきである。 かくして憶に他図に

超控しれ武奪を作り 4誇れば、 特に f友仇雪辱するのみならす，、列強に 抗衝して亦絵 bゐるものになる。

葱に俊明奨励に就て注意す べき 動を淑略示さ う。

1. 防空兵器研究機測を設立して、専門家を集めて防空器材の設計、製造、 改良等の共同研究念行は

しめる。

2. 防空に闘するをま明奨動法を制定し 、妥明者の利機の保後艶に 一般の努明心研究心{ e 鼓舞せしめる 0

5  中国人の研究しれ防空俊明に主主しでは、試験の機命を輿へ、且経験上主主に物質上の補助を央へ る

こと。

4. 燃貨を 以て待殊の俊明{ e 求める こと。

反に今 日の戦争は全技術の競争、知識の比較でめ る故、 防空事業に於ては猶変の事で皐術研究者に

謝し必す' 之を援助し、該皐術上に貢献する庖ゐる L のには、時1' l ! eな保訟を?傍すべきでめる。 今日の古
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符l : ' 丸るに、著作累# として山を錯してゐるが、 その内容は殆んど F らねもの、みで、 基しきに至つ

ては他人の著ドを一字も改めす' に潟して人l : ' ; J 次き 、己が祭 i笠密造んでゐる者さへめる。 斯の如き1J l : は

著者の個人的道徳苅題は小さ い事ではゐるが、 多数の浪商目な筆者 ｬ ま之れゐ るが錫に常に研ｊｴのｾ 表

に ￎｾ んぜす 、 免に園家として豊島衡の進歩が ｩ 犀れる惑になる。 我閣に於げる歎千年来所謂「組事 J r総

資 J r秘決J 等と いムものは皆社合が( 乍つれものでめる o f l ! [ ; に諸外図に於ては出窓悩夜明 。必の保訟が亙

れり蚤せりでめるが、我闘に於ては之に就ての種々の規定こそめるなれど 、 や' J ! l 上はないも同様で、

一切の文化撃衡iま今の{ 議に放置して居れば日に H に退歩する外はないでめ ι ぅ。

第 4 節 防 空 と 国 民 の 圏 結

1. 飛行機は現代人類の最優秀決術の結品で、 その威力の大、製造の精lま物質文明設己主史上君主ーに滋

げ得 るもの でゐる。 現代被に於ては l同行機は陸海軍の作戦闘 的を達成する補助に外ならな いが、防空

_ .  } j l mに就て論争ればその主要因的[ ま l敬園空車の威力に抗抵しl均匁ーするもので、 故に防空に就ては我

: 曜の' J ' J : カを確保し敵機により破暖否れ向指に努むべきでめる。 而してこの防空に失敗すれば我が陸海

本の活動は困難となり 、 その供給ＺＺＱｴ ｦ 絶 すれゴ箪心力［換散して不幸ｾＪす事になる。 仮に交戦園相互の

防空が共に礎資なものでめれば、破挙の形勢は空軍のない時と同様の状j還になる故、 防空は僅に図防

の一端でめるとは云はれてゐるが、故 L 重要なもの、一つでめる。

2. 園民 ・政治 ・寧] 首・物資 ・l材カ・交遁等は岡より図防の一昔s l:' 2書してゐ るが、我圏 hl 今の情勢に

就て云へば、国民カ主主の週結は国民意志の集中から jぷり 、 之こそ園; 訪要素中の要素とも云ふべきもの

であ る。外人は我闘を謙って「無図結の園 J rー主主散沙 J r不能合作之図民 J r無三人以上之圏程」等身

と云ふが、之は確に我図民の病症で ib IJ ， 闘防の弱鮎である。 今 ub種の弱黙を補救せんとすれば徒に

宅言を吐き 、或は図民を威嚇しても j皮，功するものではなし、。 それには全国民をして共同の利害ある慮

へ、叉同一同僚の政策下に導き 、恰も 水の低きに流れるが立u < 、国民を図結に趨かしめねばならな し、。

然るに園家の各種事業l : ' l A l ! 察するに 、普遍性の有るものは至って少〈 その各個の図民と利害除j係の軍若

々が切質にし t 、 画家と共に利金を得る様に努めるものは唯「防空卒業 J のみでゐる。( 註〉淡

3. 防空目標 F に於て、全国民の精力を集中して防空事業の述設に蛍 h 図民思想、を漸次圏結へと趨

かしめれば、防空効果は非常に大となる 。 叉園民圏結の結果によって意志を統一せしめ、国カを充質

せしめ、我園防上の最大カf立を作る事が出来る。之こそ我固目下の念務でゐる。

4  防空思想、 ff 全国に普及せしめ 、全閣民に防空事業中心主義を執らしめれば、不知不識の中に闘民

の意志の盟結が行はれるが、更に各種事業に謝して均し〈この j j 式を以て進めれば、 我国民の無盟結

の個性も 漸次消失し、国結の習慣が自然に養成せられる司王になる。之れ即ち園芸支億 tJ[，年の大計でゐ h、

図防の要素でゐる。

〈註〉淡著者個人の意見を申せば、我図民の合作 l : ' 喜ば子園結し得な い原因は大略2極右' る。ーは同

より個性的で、ィ也は習慣的で後者は比較的容易に矯正し得る。 p佐大多数園民の習慣ら根深〈その帯闘

い久しい問培はれ一種の民族的個性となっ7二L ので、 攻後せしめる事は甚だ困難でめる。 著者は穆-

5品約教育のカ を以て民族的個性の矯正を函つれカ: 、事変上それ程の困難はないが、 効果の現れは甚7ご

絞及でめる。 日佐切官E な経験より来れる' J ' J : 際的敬市11 を用 J 、れば、 その効果は溶かにl J i れるでゐらう。故
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に大規模な普遍性を有 し、 且 園家と 個人との利害関係 の切貨 な事業に此積の方法を以 てすれ ば 民 衆 は

必十や同一目標に 向って行〈 。 比種の互助的習慣を巧 に長期間培養すれば、之によりー積の頁好な民

族的個性を形成する であらう。 然 るに 現在の我図の状i習を見 るlこ、 何種の事業に於ても大規僕な普遍

性な い 園家と 個 人との七万貨な利害関係が{ 学はな い L の、みでゐるが、 防空事業に裁では最もよい

上記の{ 際件に 合致 しにも のと云へやう。

田 園 都 市 “ W e l w y n " の 成 功

前 向 幹 夫 書

Wdwyn は L きtchworth 周園都市に次ぎ Ebenezer Howard民 に よ り 1919年英京ロンドンの近郊22.5哩

の地 に建設され t: 悶園都市にして、 政定人口 4前人でめる。距直rt の除j係上多少猫立性が少ないが、工

業、商業、 住宅の各地域及び公園、R債務が放定されて居り 、特に工袋に留怠されてゐる。c ; 漆者 )

英 闘で第 2番目に計宣され? こ問図書R市 Wel wyn 市の用地は 19191，pに E. Howard 氏により 良業用地よ

りは幾分高 いが殆んど同等の償額で良 Jlx されれ L のであ る。 包:J 号この 4卒カ哩の土地はロン トψ ンから

25哩以内にめつれに不拘僻主主の遁卑な片岡舎でしかなかっ? こ。 建物としては狭い回会進に遁じれ: 三三

の農家と僅かの良夫小屋がめるのみでめっ? 二。

常時物債高騰の折から ロ Y J.- ン左衛星的側係にめる新都市を造り上げると しづ、知l き膨大なる言十蛮は

殆んど想像Tごも許さなかっ t: 事でめる。 Howard 氏の考へを簡翠に云へば イ也と聯系のない手頃の大さ

の濁立の工業都市を造り 、 且っその都市は金程が非常に合理的に設計され、 市民に重苦し望号務に従事中

のみなら す'仕事を離れれ家庭生活に於て L 最大の i雨足を附輿す るものでなげればならぬと 云 ムのでめ

る。 彼はt t ; 有面士舎を主主砲し現状維持による低得利織に妨げられる手間ぬるいi l l j j よりも鬼女地 に新都

市を述設す る方がより速か lこ、 より完全に目的を達成し得るものなる本を信じ t: のでゐる。

本五十査の 促進の7こめ先究者! At ; 岡国都市令祉を設立するや否や職後の好景気は短時日の聞に泡の刻l

〈消え去って 了つTこ。従って後起者泌が事業主主行上大支障を来し7二のでゐる。

ＱＹＱＹ 年より合祉が再組織されれ ＱＹ ＳＳ に至るｼ尚の歴史は殆んど打勝基盤き財政的危機の絶えざる ｾｩ 阜の

月号史であっ7こo 7 7 レー シヨンに次ぐダ 7 レー シヨン の波 に物償高総時代に窪行され t: 主要事業の償

債は下落して 了つれ。 例へば 1920年に 1. 000の家は共後の 300の家 t 張合ふ様になっt: 。道路、 r' -.7]( 

上水道、盛ヲ干民主程、言者建築等も総て後年に至ればより員長償 に出来れものである。 同時に枇慣に謝して

は高悲. の利子が謀せられ7こ。 令祉が 1933年株及び社債の所有者と安協し資本金ffi 直し健全なる基礎の

上に持ち来 る事が出来? このは全く本事業の本質的な償 値と将来性に依 る ものでめる。

鉄損は 相 官大 き かつれが 新 ｉ 株主が抵営流しか財産整理かの 破 目 に 於て ￆ 大なるｾ置をとり本事業の

総 1責を確保 し得? このでめ る。土地 の自然的関霊堂に 11日へて合祉は複々の補助金により工場、 商j苫、住宅

{el i !て t: 。百貨底を所有し電力供給合祉を管理し、 芙f也の補助的事業の指導をなしてゐ る。

1926年に本市の約2460エーカーの地に町政が数かれ、 その地方政権は Engli sh Locョ1 Gou(rnment  Act s  

の制定俗 文に準じ仕事をしてゐる選級制町合の手中に腕し t: 。 合祉は元キ合枇が注殺しに水道及び下

水道事業を 町舎に 譲渡 し、地 j } 官憲は街道、街路照明、 健康衛生問題につ き町全惚に亙り統結ーしてゐ

る。 合祉の幹郎と 11fT曾 の選出議員及び!t 等2悶也の職員閣 の齢j係 は至俺和やかでめ る。
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現在人口は凡そ 12.000で恐らく 4分の l は ロンドンと依存閥係含有し、各戸の戸主は首都との聞を牧

復してゐ る。一方浅餓の 4分の 3(ま 工 務 細工事、及びそのイ也の地方号事働資源により 生活してゐ る。

居 住 家 盛lま 3. ｏｏｏ ｾ 越し て居て 、 就巾 ＸＹＲ 戸 ｬ ま ｲｾ 後の言 者 住宅法により主主られ Ｗ こもので 地方営 周が建設

し所有 に属 する 。 家賃 は 税 金 、 水道料全含めて Ｒｾ を安居室なしの家のＱ［昼間約 ＲＮＶＰ 弗から Ｔ 妓室居室

付の 4. 70弗の範図である 。大 ;11究の家は上等の物置が附属してゐ る。各戸とも 浴室を有し、官t4正照明カ:

完備し、zfJ ;i育男ーの定化も 一般に行 lまれ てゐ る。庭園 の朕 さは充分で皆 よく利用 され て ゐ る 。 恐 らく こ

の住宅街よ り果' a及野栄としての年度額は元の肢野の接合の産額に盟主等優ってゐ るかも 知 れぬ。 又一

方庭園は夏季に於げる 児童( 大人も 問機だが〉の附属室と して叉卒生の休養の場所として非常に大き

な社合的債 i値を有する。

工 事 及 び 商 底

本市 には今 日工務 45. 細工努 ( Work Shop)  16 仕 事務 ( Work Pl ace) 初、笠鉄きれてゐ る。2つの有名

なる米閣の合社、Shredded Wheat 令 社、 Ncrt on Gri nding Wheel 令祉が本市に於げる 2大工務を所有し

て居 り、悶産物( 立各自敷地上に厳然と鍛えてゐる。

Shredded  Wheat 工務は 1924年の立lt 殺にか h り本市では最初の沌目 すべ き工務でその後笠宮置なる繁殺 の

遺伝辿りつ、める。本工場 l立市に主つては最大の資産であり 、 その資本は米関に仰い でゐ る。

問園都市合祉の小12商 j占に主せする ・方針は非常に四閣の情勢に;左右される。 創 立官時は居住者 の何 か

ら何 まで賄 ばねばならぬのは? 吉先生でめって、 最も! Aい村でも 3埋 も離れて ゐるので何とか封策の必要

がめつ7こ。色々考案 され? 二が資本をか、 る投機的方 面に投資するの は差控えら れ1:。 舎前土は百貨底の

白後に全力を ｾｹ 主い ｔ ご。この商えで年 ｫ 1.  000.  OOO:m以上の資上成績を? 示して ゐ る。 組織は大 きな中央

百貨i.!ffめり 、 市の各部に 4の支! . ! f f があ る。 サ ー ピ λ L 可成よ く生活上の需要は充 分充してくれる。 然

し居住者の一部に泌占の領域につ き云々するも のが似 てゐ る。 泡常は巡回行商人や間違他殺を有する

ロンドンの百貨庖に滋展 を阻害され勝な性質のものでゐ る。 一事Fの底で何 で も買物が: H*るといJ 、利
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黙( 士ゐるカヘ ーー商心理的に i立憾の貼もめる 。他者¥l i nから *1: 人には商 jぷ街のな い事や、品物、fl - r[段を

比較し乍ち ｾ議する祭し きが味へないのは物足らぬ Ｚｬｾ でゐる 。

かくて個 キ の小賀商 i苫が出来、 ゐる場所 iこI荷庖街が形成される椋になっ? 二。一方令祉の育貨底は依

然として市の主要商rnである。

娯 楽 及 び 教 育

般客数約1100名を収容する沌悶すべき l吠吉野市が本合社附胤? d t 築家 L oui s de  Soissons' こより設計 され、

合祉の手で設立され? こ。 彼は本市の計遊及び本市の建物の大部分の計廷に参奥し? 二人間でゐる。本映

笛Ｚ官は現在は宥名なる欧軍 ｬｆ Ｑ￮ｾ給令祉に ｩ戎られてゐ る。 この映筋書E給令量士も必要に隠じて更に劇場の精

加を言十設する ものと忠、はれる。

教育施設は非常によく整蹴己れてゐる。 公民小お佼 lま州合により市の各郊に治設され順調な る経過を

泊ってゐる。 Welwyn はその性質からして大惚若年の人々が集ってゐる。出産主主[ 立 1935年には人口 卜

000，こっき 19. 8 ( 全英本闘 14. 7) でめり 、ーブJ 死亡蕊はfL¥!. i'!・7.4 ( 全英本幽 11. 7) であっ7こ。

平均年締は女子30歳弱、 男子27. 5歳弱でゐる。全国の平均年齢は女子34. 5、 男子32. 5でめる故5歳 Tご

げ若い［樗でめる。 ＱＹ Ｓ Ｑ ｾＱ 主即ち Ｕ 年前の人口出 Ｓ Ｒ Ｔ Ｎ Ｘ ｉＡ ｐ ち全人口の Ｓ 分の ｬ 以上が ＲＱ 歳未満であっ＿こ ｯ ｾ干しよ

り注目に航するのは 1ＹＲＲ ｉＡ ｐ ち全 人口の Ｔ 分の ｬ 羽が ＱＰ 歳未満なりし ｾ ｊｾ でめる 。 移住といふ事[ ま1釘〈おき

卜;iCの数字より 1931年に (i WJ wyn に在住する 約200名の兄玄が毎年裁接年齢に達するものと汲想され

る。か、る状態カ :営f両者の関心をそ、つれのは向 sJ j の開で皐校選築の果敗なる方針の要還を来し主主に

有効にまE地されるに歪つれのでめる。

工ｾＺ及細工務に従業する年少者の盟主がな激に司， ｴ ) . くするにつれ反と云 (1す，宅? と云{ ます・仕事に徐日反{ f 興

へよといふ司王が常に問題となって*1: 。 闘ｽｾ約遊戯の宛に厳い空地が必要なる Ｔ ｊＺは久しき 以 前 ｉ から研

先されてゐ る司王でめって合従と町舎の聞で充分受備される L のと期待される。

保 健 組
. 6.  

c  

健康問題につきて L 合前t の夜、的問人的夜力主保健合 {e ;，l 'l ｾ立とす る地 Ｉｪ 首府主の聞に同様の 共 同機闘

がめる。 Wel wyn 同園都市保健組合 (i D，wson 9i i P を始めとす る械威者の勧告により早〈かにあつに も

のでみる。 保健組合[ 主教育協舎と同方針の 1: に設なされに! 羽根で、 その仕事 (i 2つの委員令により 1 ・

fi J ず現されてゐる。 1つは優しき 態度で見 Ｍ ￬Ｚｌｾ救 ｩ 狩」えぴ ｝ｩｬￚￎ 保育をｾ ｾｲＭＺｬＮ ｾｬ＠ L 、 その界記督と統 ;lilj のーl、に児童救

済係 、 ｾｴｴ 紡係 、 抜限 、 歯科聖書 、 健 t長5万RUJ 1、.}j 凶I及 び拳佼{呆t( 母及こf lJ)J 注射がJtiHTJi ・き れてゐる。 f也の皆

様委員令Ｈ ｐＮ ｯｾｰ ｩｴ ， Ｑ Commi t tee) Ｈ土地 ｽｪ 病院 、 ｮ ｒ，科怒院 、 保育ー所をｾ ＧￌￎＧ ｊｾ Ａ してゐ る υ

Welwyn 阿国都市の舟住者が如何に健康問題に捌心を平1 してゐ るかは保健組合に 2750人の申込者がめ

る司王によっても明かでめる。該敷中 2000人 {土 中央市基金 ( Cer，tral Ci vic  Fund) 産業計支を? 蓮i じて組合に

加入してゐ る L のでめる。 保健組合[ 土 l町令及。、ー保陸軍事術官、地 ) j 1窃生段督官と緊符なる連絡の下に何

事ｾする。 次の公認数字を見ればこの制度の常を? 件? : L のなる l)';i'!: 筏ばれるで ib C，ぅ。

1  ; 351存度幼児死亡宅( 1000につき J

全 英 図 57 
本 "1

35  

ｲｬＧｊＩＮｾ ｪＧ ｨ＠ 基金は 1927年に剣枚方; 1 1常時 Slm dd吋 Wheal 件批の専務取締役 J. W Bryc，の勢力 I、ーにあっ

1: ロー タ リー f具紫音Eによ句支援されてゐ -1: 0 忠ひっきは Bryce I! ・米闘でその似 値を鷲見 し仁「祉合金
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庫」に準援する虚のものでめる 。

本 基金の目的は一般社合編制 の絡に 存::(t' する もの に して宗段臭 を イ1 さなL 、非後; f IJ 的;喝僚の鋳に令の

:調達を使ならし む るにゐる 。

本基金は病院、方面保育所、幼児 教 棟、家必救習耳、 泳十字、製佼吹善、11，司祢却、成人教育、救済組 合

理ジヨ ー ン移動2会議|咽公立助 し てゐる 。 該 集金 l土問T合及び商業合議所、地 JI 取引聯Yh1、谷参加悶慨に

より管理 され、専務及び財政を代表 する五: 滋職員カ: ゐる 。

市中には本計震を支援する 2630の加入者と 37の商令がある 。

Wdwyn は最早や試致時代を過ぎ?こ。本圏内に於て工業上故も利用{貨fili ゐる位[ 庄のーにゐ る事ぬよ工業

企業家により認識 され?二。 1931年の央本国の全人口 {士約 4千瓜で就中大半は W、Iwyn より 100主主以 内

の地 に居住し賄・賀カの異状なる集中を形成してゐる。 従 って努 働力の供給は容易であり 、 叉人々は仕

事の利用度に従って集まるものでめる。

工業企業家は 日一 日と服部If 者の生 活状態に附心念持つ絞になり つ、 める 。 彼等は健康とか、支き イ1:

E在、l {き 生 活保fキが践 す揃足とい ふ もの h 償 fifI{e認めてゐる 。

Wel wyn の滅工主主(ま歩行通勤間内に駅陀する故、長い汽 車、 自動単遁勤旋行の? 二め疲労、消絡する事

がなし 、。 児童は将来健来開制なる男子? こり女子? こるべ く養育 される 。本市に工務I 1 " 設立しれ米国の令

社理是等の結合無蹴しにものはないでめ らう。

本市のきま震は最初の後起者の信念の通りに進行 しつ〉 めるのでめるが、 1920年以来建築的事務の案

/ 1 - ' . 及統制に: Rふ. m多き建築家 L oui s de Soissor. s 民の天オ的手腕により次第に完成し住みよい所となり

つ 〉める。目賃: の並木造は春 夏 には素晴しく美しい景概念奥へてくれる 。街路の雨側 に植樹されれ歎

千本の街々は今や成長し、 都市の美 般に買猷する盛が大い。

周園の良耕地には近いし、何 所 L 心を引きつげす' にはゐない。 うまく iii-ill: され? こ遁蛍な地 に集結さ

れに工模地阪こそ吾々に利金こそ奥へ害する様な事は絶望せにな い。

時の経過に伶ひ Wel wyn は雇傭者の矛IJ 会主? 心から願ム工業家により金キその償値が認め ι れるでd )

c. う事 lま疑の自余地を挟まぬ虚でめる。

地 方 計 霊 の 一 分 力 三 し て の 銭 道 計 董

(Roy V .  Hughes 氏著、The T own  Pl anni ng Review， Feh.  1937所載1

1 緒 首

都市及地1J 計 iI!: に於げる t武道運輸施設を論ぜんとするには 、 先づ月守派生活に餓道カ :演す，ると期待さ

れる若干の怨定を樹立する必要がある。 まEに於て 、鍛造は次の如き言者保須に就いて、鍛遣が最 も多

の運輸機能を置を悔するものと 、筆者 は仮定す る。

l  鍛物運輸
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2  地方間的一般 商品、運輸

3  Ｈ ａ Ｉ う ｏ ｾ 壊 以 ヒ丹波客運輸

CB; 距離に開係なき都市聞 の波客、運愉

( C ) 大都市より 3 乃至 4.0! J l ，程度の近郊旅客、運輸

習慣、外観 及生産方法のill 法に習量化する| 代の rl' に於て 、 俄遂をして市町村の経i費生活に斯くも竜太

なる機能ｾ果せしめる匁［こは 、 時キ刻々 、 時潮に際宇る土木及迷築事業が進められねばならなし、。 ｪ Ｉｴ

凶Ｚこ於て最早 完全な る 新主 要線 路のｾｊＡＧ殺を期待し得ないカ ヘ 1923年の餓道聯合に端を? をまする合理化が

盆寸遂行し、都市地方の畿道施設に重要な改善がなされ るであ らう ことは営然漁期し得る。

過去［こ於げる銭道合貢土問つ競争は 、 現 在の 我々に二重施設の泣産ｾｩＱＡしれのであって 、 共の線路及

停車場を整T里統合し、最も有効に之を利用するやうになすのが今日の役目となってゐ，: : ' 0 ロ ンド Y か

ら北方及西方 iこ向ってゐる 主要線路金例: こ採るに 、 10 針のM. 道、 6 令社線が存在してゐ るが若し 其の

中の Ｒ を念、行旋客用に 、 Ｓｾ 一 般ｾ物用 ｩ こ 、 1  ｉＡｘ［は Ｒｾ 況郊用になす時には 、 運愉容量は著しく士官IJU

することであ ら う。ｊｑｦかる目的つｾ爆は 、 勾眠 、 幽蕊 、 交 叉 鮎」走中間 ｬ 交 ｪｦｦｩ 等に就き↑慎重に考慮し Ｇ ｪＺ る

後之を決定しなげればならない。

2 鐘 這 計 壷

本 iC事の 一七要目的は鍛造計2f に附する考案を提出するにめる 。 都市計東並に地力百十i It に於ては、地

形及株殊事情ｾ参酌し且又 ｦｈ 来得る限り現存の道路を耳 ｉｪ 用し之をｬＱｊｉＨ ｉｾ ｦＡ［ 、 直線化 、 勾間訂正或は増設 し

て、 金〈標準的の ｅ 里想、 言十 ｾｦ ＭＭｽｾ ・遜蜘 虫密集式ーーより ｦｈ 較しれ道路言十症を約立 する のが常識となって

舟旬 、 之に住宅、自由空地、工業地哲人開業中心等の化の分力的言| 量ぞ附加することに依って、 之を

完成せしめるのが一般であるに均ら子、 何故i餓遺言「査に於では之と同様に肉司王が主Eばれないのでめる

か?

5 社 禽 情 勢

都市計重力現代的考案による民大 IIlI fl'( ;こ I主る不長住宅改良家屋居住者の展開に1 #1して切賓な る社令

問題が惹包 されて居 る。 外昔日住宅地より の忌 11 の遁勤授は小額給料勤勢者扱に職探しの失業者には l匙

h 非常なる電荷であり 、 G . C . M. M ゴ= グル氏等つ調査研究[ 立 、之がナこめの ft1't の節約が、主n Mに

無性者向健EI i : に最も瞥戒すべき影響! f t > 衡すものなるかを明 iこ物語って居る 。 大都市附近に於ては殊に

著しく 、 民剣なる考慮が運賃問題に抑lまれねばならぬやうに考へられる 。

架合自動車は 、比鮫的小人数つ濫愉 iこ附する i浪り確に経演的ではあるが、 単位の大きさが殆ど一定

し、且投 F資本のキ日時括的重要性低きが放に 、交主E盆が如何j に増加するも 1 011¥'日りの運賃は左往逓減し

ない。之: こ反して 、鍛造にあっては 、 1  og!1古りの運賃公左下旦鐙f七せしめす' して列車の長さを鑓化する

ことが出来、 且叉従業費は兵力利害を或は鍛造敷設に要し7こ巨額の投資額のまH資返還基金の中に波して

了ふのである。 従って若しも線路の建設1' t が安官匠であれば、鍛這運輸は最も安債な大都市住宅地への

キ要交遁機関となり得るのでめる。 然るに 、新 鋭滋線路を 立正建築地に敷設せんとするには泣憾乍ら l

m営り彩、J 1. 000. 000 事努力費用が掛り 、殊; こロンド・ y の郊外地に於ては Mかる投資に華せする償還の官余地

L 恐らくない有様なのである。 従って先局の問題は、滋議施設が低成な資金を以てなし得る様、都市
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言十震 を整理することによっての み 解決し Ｑｾ るのでめる 。

4  錯遁計壷の分力

扱、本論クコ IJ j. 間的考察、に戻るとして、 先づ最初に 考へねばならぬのは餓滋計設の分カに就いて v ゐ

るが、交遜の形式上よ り概略次の 4 群 に分つ ことがW，*る。

l  約うOn型以 七の長距出(lk定客〈園際念行列車旋客を7含む〕

2  地方旋客( 郊外Mf . 客全も含む)

3  長距離貨物

4  操車容、停車協、工場分岐線開等の湿距雌貨物

勿論 、各 線各慢はヒミ ｅ 交惑の Ｒ 以 上ｾ取扱ムクコが一般であるが 、 地方の電要性が大となるに従って

往々分類皮も電大とな るのであ る。

5  停 車 場 の 位 置

長距自民Mf . 客用停車場l立、キ日常の面積合要する の放を以て 、 商業地の直ぐ外方に位置せしむべきでめ

るが、 同時; こ都市内の各地に容易に到達し得るやう 、市内交誼系統に援績せしめ るの要がめる。 従っ

て、多数の 二主要街路がこの極停車場前の康凄から放射し、 停車場設築物が凡ゆる方向より凡で重々し

い終端殺として殺計せられてゐる ことは頗る翼ましいことであるが、 一般に この械な中心地に単なる

長距離旋客用停単場のみを設置することは経溌的ではなし 、。 放に 、斯かる停車壌を都心を形成する一

昔 ｅ とはせす 、 都心との ｦＺｾｬ に宏大な直線街路を殺げるのが最善の手段となってゐ る 。

地JJ 波客用停車場の歎及位置は 、先づ商業中心地より ;Vs nQ¥以内に 不正り 、郊外よりの利便頁〈 、 主要

住居地域iこ位せす・、 E l ' ド心地より u略¥以内 Iこることを必要とする。 この磁停車場に要する 首位は僅で

若しも それが電気俄這でめ る努合には 、街 路、建築物或は公園の地ドに置く こと が出来 る。 而 して市

内電車や来合自動車に接 してゐ ることは葛ましいが決して絶封的傑件ではな L 、o p位、地方政客用停車

壊のーが長距離用停車携に按綴しなげればならぬことは肝要なことである。

貫 ｮ 砲の絡端甥は機 ｾｭ￬Ａ 用 ＧＨｊｾ の ｦ 也の附 ｲ ｪＮＢＮ建築物付の Ｑ 来事場の如きものであり 、 五E大な百績を要し 、

主従のか! なく騒々しいので 、 市街地域t H守来市街地となるべしと漁想し得られる範圏外に置かるべき

で 、 ［Ｉｊｾの最 ｢［ 直也・な位校としては 一 般によＮ要貨物線と都市環状線との交合車占附近が ｩ 塁ばれる。 う線路

が地方; こ放射する中に貨物と! ! I 間交訟の交換鮎に在る 、 バ リー の 2 循環減退に於げ るものは Jt の適例

であ る。 交:illi i立大なる地・カiこ於ては 、多数の貨物{ 字I江主お: が必要であるが、如何なる場合にも盟主線の交

遁がー操車場に集中するを原則とす る。操車場の有効mi もいま母時最大 100 列車の操車を行ひ得られ、

旦停車第ヘの遜過貨物列車ｾ取扱ひ得なげればないなし、。 ｊｒ Ｑｩ物用停車場に於ては左下呈操車の必要はな

いが、法たな貨物置携が是非共必要である 。 特に長距出(1愉主主用のものにあっては鎖物の集肢は非常な

ものである。 例へば、 ワエ ・オ y ・デルン ( L . N. E . R. ) 裁はト トン ( L . M. S . R. ) に於げ るが

刻l し。

第 4 型の停車場は 、人口約百f i f ，以下の都市に於ては 1i閲で充分でゐると思ばれ る。敷状の形状は操

車線及本線にて固まれれ長五没形を遁嘗 とし、 施設としては債卸務、 k 屋、操車場が必要で、又既達

原域への多量道路交遜が主主F る? こめ、内1J I1H盾環道路に符援に連絡することを以て理想的とする@
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日用品が多量に集散す る卸賀市場は、 豆長るなi J . l c に於ては宛も操車場の立JI きものでみる故、建築物内

に級遣の引込線を敷設しなげればな らぬ。 立E搬のにめに之等日用品を一皮道路に荷卸すことは全く無

怠味で 、例! へ lf モ λ コー; こ於げるセン トロゾイ λ ( 大地j j 0 中心とする地方の家庭消費を本質上取扱

ひたt令主義者 は之を卸賀市場に相官すると 見てゐ る〉 向の貨物が総務へられてゐるが如きは 、一九大

金計変によ る資金郷左考へられてゐるにも拘らや、資は寧ろ失敗の光公でめると云ばねばならぬ。 之

に反して、 7 リー トウッF ' のウイ ι ・ドックに於げる鍛造に按縦しれ魚介市場の如きは、 まことに右

主主な例でめ る。

伶 、 家畜用停車桜ｻ土 告 に音市街にｾｉｩ ＼ 、 存率ろ ｾｉＺ の内祁 ｴ こ設ｻ位する必要ＯＩＺめり 、 又人類が戦争を絶望守

に行 はな い と答はな い限り 、穀物用サイ ロ停車場ーも交通系統上必要でめらう。 自動車或は有志J車等の

償 卸に必要 な 列 車愛着所は幸 子 Ｉ｝￭旅客用修｝ｪｩＺ ｴ�［Ｚ に ｾｦｴ Ｉ 喝 しで居り 、 又牛乳迩搬も従来lま旋客用停車場の片

隅の俊弁務 内で取扱ってゐ7二カ; 、 現在では後若際共に忍殺側線を' 敷設しキ目常大規模な椅子 !l .ンクを 以

て輸主きする傾向がめる。

キλ 設 fi{ I)線はt i l : 換及街路混雑を泣げる 7二めにm: 大なf貨統があるげれども 、 u1 に経}界的ならしめんがーに

めには、本総 よ り出産れれ出ff れ離れの支線となしではならな L、。 都市; 1- 1ヌl-家は鍛造に沿っ7こ妙な土地を

常に 工業地域に指定す るゃうでめるが、 道路に沿っす二帯状聖堂展と同総{ 泳り: ? z 土しからねことである。

道路に於ても主流に妻せする各干L殺支流は新危険黙となるが、 殊に危険貼lま不法と迄謂ばれる餓遣に於

て之を存置せしめんがす二めには維持宝設民共に高債なf吉量制f抱に地下施設を必要とする。 従って俄遁:

引込線泡設の完備せるー閣の工場地をｾＺｭ設するのが最も得策でゐり 、 :JI: の好例としてウエルウ ヰ ン開

園都市を恋げ るこ とが出来 るが、 今一辺、般道施設の見地 か C物足らね駄の存する ことは泣憾でめる

この種工場地 に於ては、道路と三線銭道とを交万ーに敷設し、 之を工場敷地の奥行に隠じれ格子目を存

する 卒行絡子裂 となすのが最善の方策で 、 又一閣の工場地に附臆して附近に貨物専用の操車場めるこ

k ぞ必要とする 。

6  既建築地を横断する棋路

蕊に 、 餓造計菜 ｲ� 他 の主 要 分力 、 ＮｴＡ Ｑｬ ち線、ての定駄を接綴する路線に就 ｌ 、てのｾＮ終が残ってゐる。Ａｲ ｃ

主主築地 を償断する 線路の古い敷設法は ( 1) 陵橋及 ( 2) 堀制 によるものでめる。

脅 しも我 々の澗先の採つれ j n去が界ゐ h とせば、最早之と 同級 j n去を踏襲する要( まなし 、。 若 しも鍛

泣 が電 化さ れ 、勾 酉 日 及排 水 がうま 〈 行くならば 、 餓准は ＧｵＮＮｾ 然街路 、 自由主主地減は建築敷地 の地時十に敷

設 せら る べ き で 、 共 の工 事授は ｬ 卒 Ｉｊ 司 ｾｋ Ｂ ・ ｨ 約 ＱＰ 勢 、 街路古川高に要 す る補償 Ｑ Ｇ Ｈ 、 強 に 一 般市街 地 の 地

償 よ りも安いのでめ る。 f;町、鍛 道附近の地似は高騰し、殊 に堀制力: 七地 o破t裂す るの に反し 、線路上

に愉快な大遁が出現する と云ム別食に本まれるのでめ る。 111 界lr} 大の停車もおれるユ ユー ・ヨークのペ

ンシルパエア停車務は、 1903- 1912年に電化と同時に大攻法が行(t れ、故大幅員 800 吹の地帯/ J ;J l.:の

姥近線路上に出現し、 Ｉ Ｑ Ｚ の ｲｻＱ 央 Ｎ ｩｾ￟ にｾｾ 今 大 る バ ー ク ・ アプ二 ａ ーを通じ ｩ 改正当の美左用とを霊安揮し 、 うえ

!t の南側は王監築敷地として，とをヶ貸し相首の秋篠を' f ' 捧げてゐるのでゐる。 レヰイユ氏者「現代都市の ｾ￯

甘む には其力量豊化 o明示せ る立i医な潟民が掲げられてゐ る。

コペン ハ ーゲンに 於ても 、約 20 年前北 ヂーランド及海岸線を境する大沼iヵ:殺げられ、xの端に岱l時

窓設 中の新中央停車場が配置さ れるに 至 つれので ある が、 この筋合 も従来飢維 な小停車場群のあつれ
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土地を? 横切って、 この大迎の地 1: を延長 約 2 粁の線道が敷設 され、 f5市f ; 狭小街路に 封ずる; f J 効 r，: PII I  

践として役立ってj苦り 、大滋の下 lこも rf ' flJI 房撃が殺げら れてゐ るのでめ る。

大主fi2正畿道のHt_ .1干1手t>'ι "j-t 'J f( 士、 今 や商業地成の外輪1Ss に大攻迭を? 必要とする期終しれる 、多〈のプ

リ チ ツシ都市に於 て特に［迎合さ ｩｌ ｊ， ｈ 、と忠はれる 。 ＱＹＳ う ｾ ｉ 三 の ｦ ｴ 宅法第 Ｑ Ｓ 乃至 ＱＹ ｻ Ｑ際の規定の木 ｩ こ換期 さ

れる訂設以外 iこ、JlJ fかるブn百f に於ては餓進攻夏と内側循環蓮路が必要なのでめ る。 而して、若し地ヲ7

' 宵と鍛造企常者とが協力し、大通( 地下に鍛 造のある〉並に ;!1;.の雨flll lの建築敷地に必要な幅員の土地

佐賀牧する ならば、 地f貨の高騰及賃貸料によって十分工事授を償還して{ 徐りめることを費九するでめ

らう。

Z長系餓道線E奇抜に一般地商路線の l羽飢.11には、 向由空地の綬街地併が必要で、 ポート・ サンライ トlこ

於げる虫 ｮ く［Ａｾの空地外に家屋を雄投すべきでめる ｯ ｾ ｊｴ の甥Ｎ由 ｬ 士者ｾ市の何虚よりも先づ汽車の忽から之

を眺め て ｾｾ第一印象を得 る ものな るに主主 く のでめるが 、 - -力、土地 の超過収容に要する費用は近隣地

の 池僚に到する最 多塁 手に よって均 衡がとれ 、 ｦ 飢 餓遁 ｾＧￏＺ 局と 亘 ｩｩ ｅＱＲ 局 が協合するならば 、 決してこの快

適の獲得によって財政的にも 孤が ｾ ｉ Ｚｩ Ｍ Ｇ るものでないことを＿忘れてはならなし、。 公国道路施設める 務所

では 、繊道は之に沿ってをらせ皮ぃ。= . ュ ー・ ヨーク介! のウエエ トチエ 7- ' J ・カウンチイの有名な公

国道路の多く は餓道線路に沿って居 るの E める。

7  平 面 交 叉 問 題

アメ リカ及カナダに於げる各都市は殆ど総て都心部の地面上を鍛道線路が遁過し、 をし い務合 には

約 100磁 忌に主要幹線道路と2 f - 商交叉 してゐると云ふ法憾な 問題に 逢着して ゐる。 之がれめ 、 アメ P

カ合衆闘に於ては勾舵交叉に除iする武重な文献が公にされてゐる力、 就中パ ' J - :J :Y)I十笠委只舎よ り

霊堂刊されてゐる所の λ ワン及チユ トル雨民の著者は、 街路或は鍛遂の上昇化並に下降化に制す る爾者

の輿求める比較研究をなせるものとして貴重視されてゐ‘る。一般に 、俄道面を地表面より 12 択高くし

街路の車道を橋梁下端より 8 吹低〈し、歩道又は歩行者専用道路を共催にしてお〈 のが最 も経済 的 手

段でめると請はれてゐる。

8 地 下 鍍 道

地 1・娘道の設計並に菌Bi l ( に闘する論設を誌に表示すること は到底不可能な事項に属する。 本問題に

|体lする有効な，ii3J )i l:J:. ドイツの雑誌、 「都市計書 J に有・稿せるプ ラム ・ジユミッ ト及シム 7 各氏の論文、

) 1、の他アメリカ のお法度餓道五I. m: に|制する多数の報告書 に見 られ るが、 最も興味めりと思はれるのは

ロシア誇で霊堂表 されれ所の 、 モ λ コ ー の完全な池 Ｑ 、滋準系統に事せする指名闘際懸賞に闘する報告ｾＡｾで

全市の土地所有械が閣にめ b こまかL 、地役織のなし 、、 人口約三百五十前の都市にのみ容易に適用され

る新計笈で ある。 兵の疏奈は 、 2 ケ所の中央来挨援をもっ う本の地下滋道 t 、 ベルリンに於げるが主11

〈郊外用路面接%i 註へ主E絡する 1;本の市部貫遁高架鍛造とよりなってゐる。

都市内地下級泣の始まりは、 .P. 要持派連R這の終J掲携を連絡せんがすこめのものでゐつれが、 術後地商

郊外各 ［及、 道とは無除 ｬ 係に習を達し 、 不必要不経務な競争を敢行しｾミつ Ｎ ｲＺ の でめる。 併し今日の ロン ドY

に於ては 、 L. P. T . B. 及 主要令祉との共 同企業に依って、チュープ ・ヂイス トリ ク 卜俄遁; 或は主主〈

地面郊外俄遁;へと 同一列車が湛縛されるに至つれのでめる。
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9  t襲温計壷への遁合

鍛造言十穫に聖母する以 上町立D ｾ分力を奥へ ら れて、 今Z重る問題は、地っちの緋殊要求額キなる待性をも

っ地域の位置 、 地形 、 並に現穫の司王殺を利用し得 ら れる範園ｦｴＧｾに入れて 、 如何に鍛造を配置すれば

よし、 かにある。 ワルソ ーに於ては、 ポリッシュ ・z テート 餓道の系統攻] { に常って、市内の殆ど総て

。の線路や停車容を廃止 し新設すべ〈着荷工を進めてゐるが、 一般 の場合 には之程迄の思ひ切っすこ治療

を議す' る Tご り の 勇 気 も 金 い 或lま叉必要もないと思はれる。

根本的高E置計震を樹) Lするに? ; ? って、 先づ最も肝要な事項は 、長距型(t 旋客用停車場をして終端裂或

は遁過型の何れを採用するが; 直営なりやを決定することに ゐる。 終端携は遁過慢に比して街路系統を

妨害 する こと少〈 、 且鍛造背後の地ｾ破損するｾれも防 ｢ 、。 之に比して、遜遜壌は列車の運鱒には頗

る有利で、 殊に鍛遁が地下なる携合lま都市計実 t の目的lま作j 一つ之によって傷げ られ るこ とがない、

と云ム夫キの株長がある。 パーミンカ・ムの殆ど中心官官に位する新スト リ{ 卜 停車場は、其の接近E偽望

地の雨端1¥込這となり 、 - ) J は都心部の地下に営り 、甚 だ都合よく 出来 てゐるが、 峨線路J ¥主徹、南部 *

l得額附近の曲線、腿進出入口 の接近が{ r i ! れも念激な7こめ、 停車場としての総務上積身不利の地位に鑑

かれてゐることは遺憾である。

10 計壷費料による交逼量 の査定

無言十家の個人的時代には、鍛巡の建設は粛し暴な投機事業t 、 聖堂起守に記事立されてゐすこ交遁量の査定

の如きも緩めて漠然7こる禦天的の L のでめっ7こ。 今日に於てす ら交遁盆を縫的に殻想することは不可

能でめる が、 漸次接近しっ 、あ る積極的言十重は、交湿の要求に封する合域的査定を許すに至つれので

ある。

税近、 都市附の交遁運動の詳細 分析は地方言十産調査報告曾 中lこ!必す' なげればならね一分野となって

ゐるが、 就中 R . H . -v トツクス氏のなしに、 リード及プヲ ツ F' フォ ー 1，- 地) J に於げる主主客運動の図式

表示は最も有名である 。 斯かる資料は国勢調査報告 並に運輸企 業に附する統計 より得られるが、何れ

も .l'lLに現在 の交遁f置を知 り得るに過ぎないことを忘れてはならな し、。 ロンドン電気餓這令祉の コック

ア オ λ タース軍事は現 在 4 乗降務にて 10分間| 渇蓬轄してゐ るが、 約 2 {f-自if には この新停車場より 見渡 し

得る範囲内に は 僅 ｩ こ住 家 Ｓ 戸、 数 千Ｑ ｾ ｦＮ 1戸 しかなかっれのでめ る。 従って、 7 ランク ・ピック氏の.11

J 、ゃう 、施設は交遜を生むのでめるが、 但し之はこの排殊方向に 斯〈も交活設が宿すべき経理年的理由

のめる場合にのみ正営に成立つ音楽なのであ る。 恐らく 、 小 さい地ブ7自明良界のみに i叉頭して居らな い

所の責任める都市計童家程、交遜の可能性を査定 する に適任な者はないと思はれるが、 言十重家が この

機能を十分に充7こすJ i i J に、 各樋形式のをを展か ら期待さ れる貨客 の交遁調査が大いに必要で、就中この

額調査に重きする最重要事項は、大都市附ili の各階級住居地域から 、 放射的に或は環状的に交渇する政

客の運動状況に闘するも のなのでめる 。 ( 吉 岡 信 武〉
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図 土 計 董 奉 仕 機 関 に 就 い て

本文は、図土資源委只 合常務委員チア ールλ ・W. ェリオ ト氏 t : 、本&1三五月十五 日二

ユー ・ヨー ク州パ 7 ワ口市のナイアガラ ・7 ロンテア計道局に於て試み? こる講演の要旨

である。 c“ Pl anning and  Ci vic Comment"誌 . 1937 年 4 - 5 月娘師事む

1 緒
-z  

Z 司

地方計室主主に州、l;i 十査なる淑会は、 最近の五ヶ年聞に汎〈全閣津々浦々に迄行亘るに至つ1: のであり

ますが、果して之は如何なる理由に1 t : <  ! . . のでありませうかつ 甑〈最初の端緒は、 我々 各自が所イミー

してゐる後庭に於げる経験よ句生れれもの令であります。I ! iJ ち、近H寺一般に後庭をより充分に且又より

愉快に利用し得るやう整wll しゃうとする税念公鼓吹され来つれ L のでありますが、 結局、我 h 自身の

「後庭」の最善の利用力主主 l立、 専ら隣人が彼等自身の後庭を如何に巧に利用 するかに依って左右せ ら

れることを後見し、 之が基礎となって住居君手伝始め ー園の池限式は近隣地の言十支を樹立せんと するに

至つれのであります。 次に 、我々の近隣地のみが一都市を形成するものでな いこ とを夜見し、之が都

市の計査に進み、 漸次、都市と都市、郡主君日、州と州、地・方と地方から向 !..i 重んで結局図土のJ十査に

迄をま展して行つにのでめります。 之は絶えす・ー問題から次の問題へと問題を求めて 止まぬ人間の自然

的進路に依るもので、，! { の俊民の過程には何等驚〈べき或は恐 るべき 何物もないのであります。

2  都市及町村計壷

国土資源委員舎の最近の調査に依りま すれば、 都市 の 「善隣」政策を暗証Eし、住居及商業の安寧別

f更を擁護する すこめ、 ｍ 等かの形式を以て都市計道叉 ｻ 立地域 Ｇ ｪｾ リを＿遡丹 ｩ してゐる市町村の数は千七百 以じ

の多きに注し、而 L 約千三百の市町村は、 地域の指定、ヶ主要件志望の ，ft 道、運動努及公園設置の提案、

相蛍な佐居{ 傑件の保持、 其のイ也形而下的環境の凡ゆる問題に闘しτ 必要な市民的自 覚の重量揚の7こめに

夫々五十重局なるものを常設して居るのであります。 之等の局所的計蛮機闘の設置は、何れも ｾに 二 十

五乃至三十年以前Iにな されれ L のであり 、決して新規な ものではありませんが、 若し都市生活なるも

のがアメ リカ 文化の理想を挺に表現すべきものと致しますならば、 愈々更新されに自覚を 以て都市 立十

勺こ層部する諸問題の解決に 常らねばな らねのであ ります。

数年前、都市計症の範囲は行政的市域を超えて、 大都市を中心とする 地方に及ぶに至りまし1: 。大

都市を巾心 t する地方の ;it 賞、]jX ; ! ま官時の言葉 E の地方言十貧は、 パ 7 ワロ、 ポス トン、 ニュー ・ヨー

夕、 フイラダルフイア 、 クリープラント‘ 、 シンシナチ、 シカゴ、 サ y ・7 ランシス コ、デ ンバー、 ;It 

のｻ也の大都市を中心として Ｉ ｾの ｽＡ ｉ 固に 存在 する個キの市町村 、 或は君[1を百十主主の範囲に導入しれもので

ありまして、 先づ大惚に於て大都市と英の市場区域の面械を以で単位と考へ? このでありま す。この府

汎な範固に亘る百十世及事業は、 形而ド自力でゐ ると同時に経演的成は社合的意義をも忘れなかっ 'i: ので

みりま すが、 ｾ Ｎ ｦ 時次の立ｦｉき諸問題に非常に重要減して帰れのであります。

大都市は巣 して如何になりませうか? 市域の外愉へと各人がJ申告手せ「郊外務展J はー磁の疾病と
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見 るべきか、 府叉健全霊雪渓と凡るべきでゐりませうか? ド町の地似は如何になりませうか? 現存.

のた都市 ・ま果して田園地方の人々を吸牧し領げるでありませうか? 周知 丹如〈 、都市に於げる出生

率 は況下司都市人口を再生し俳る 程高くはありませんo アメリカ 合衆閥会涯としてはJ ; ( ; に人口の分布

総戎が安定し、而 L 都市に於ては人口の自然}曾加 主力Z下向の傾向あるにも杓ら子、 向旦人口が著しい

増加盟i線を以て鑓化するものと官民怨 しなげればな らな いでせうか? rより大 J e  rより 支 」とをヂIJ

然と区 lj1J 1.I 、都市に於ても住宅、工 弘、 ffii :占等の旦; よりも 寧ろ" " : ;t. 自身の1 ' l に大いに注目すべき時期

が到達してゐるのではないでせうか?

5  都市問題 η 研究

以上町各問題は、 約一ヶ年記! のた洪水時に、 シンシナチの市長でめり現在ウイ λ コ Y シン大型暴力感

長であるクヲ ーレ: / ? ' . ・ヂイ タλ トラ民の官導の下に 、 国土資源委只舎が言者績の f寺在来7l1I 穏 に詩情] せる

係長でありまして 、今や之等部i ' 1 i 問題力 説要軒先は殆 e ; I t の完成を付ーつばかりで 、 裁政週間以内にワ

シントン 丹劉 土資源委員合よりな凡主主 に報告がまを表せ られる 答で 、 我# としても以上司立11 き諸問題に

砂からぬ光明を投掛げる L のと大い:二期治してゐ る次第であり ます。 一般国民の昼前を; 左釘すべき大

計設を冒]る 機 摘が、 現 在辛 うじて 共句［［Ｚ在ｾ保つ［ こ過ぎない や う な 合 十ぬまＧｦＨに 泣 憾千 間 不者ｦＮ 令勺極 み

で、 新 鮮主力な 。ド用を之に鼓ＢＡＱＨ す ベ〈民主リのｾカを ＺＧＱ Ｚ弗ふ こ ￨Ｈ ま闘 ｬ ご焦眉の念務ではありま すまい か ＿

4 夏 き 土

近時、 「アメリカは都市化或は 悶固化の {"J れ; こ主主むべ きや」との問題を 以て、 最も 3版本的の 質疑 !jl

I頁と思考してゐる者が甚だ多いのでゐりますが、 より頁き都市生活、或はよ り支き開 園生活の二文字

の削; こはl羽悩 根本的力差異が( : j : 在し、従って} ，( 際上は、 都市生活のＡ除長 ｾＱ 込民によりよ〈利用せしめ

叉同時に市民をして 出来得る;混り 、 緑地に接せしむべ き何等かの} ] 策を樹立しなげればならな いので

あり ます。凡ゆ る人類は頁 き土より左程遠 〈離れて居 ないに均ら子、 我 h の精紳l主人生の波動力中に

木や$ . から絶えの爽決さを要求するもので、 殊 iこ街の1i ll 道や煉1( J >J ; はモノレダ l !- 等を見綴げてゐる都i 1 i

生活者 lまJjJ:々 次の7様; こ叫ぴ& < な るのでありま す。 rこんな L のは符死んでゐ るo S郎 、活気が主主流! ノ

てゐる生活其の物にもっと援し皮い J e。

5 地 方 計 壷

都市立立に田園部を包含せる大面積に謝する地方針重の 目主主 とする訪は、 都市及悶園にー暦5蚤い綜合

文化 H i 1*し 、「頁き土 j の，憾での居住者に「より 噂かな生 活J を ' 腐ら す様準11aすることにあります。

ナイアガラ ・アロンテアは、 一地方の凡ゆる種ｾ句住民 、 ｉＡｪｊ ち 勢 働 者 、 支問者 、 資本 来 、 家 主 、 貧

民認居住者等勺綜合的希ｾｾ明斌［こし 、 且英司子孫勺 ｦ こめ［こより夏き形而下的表 ヲ ｾｾ衡らさうと す る

統;Il IJaちる努カを扮ふ「に、最も 頁いお所であります。 言十重鼠立内 M初我キは先つ' 形而下的環境に怠を・

集 中せしめねばなりませんが、 現下の経済制限内に於て、或る祉令政策に肉って突進すべきであるこ

とを忘失することは出来 ません。

6 郡 計 壷

以上に於で、 主として大都市を中心とす る地方に存在する都市の見地か ふ A の数年前Iに至 る迄の
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言十査の奈良過程を述べ1: の r めりますが、税近一部土地の留保問題に刺検されて、 君ll J十五Z局が、待に

北西宮 ｅ ヵ各 ｪ 十 ｬ に 、 多数 ｬｦｾ 見しまし Ｗ こ。歎に於て四百に依る之等力局内務渓は 、 回園地句人士にも計五E

とは知[ 可なるものかを知らしめ るにめにも 、都合よい若波として役なってゐ るのでゐ b ます。

更に 、税 i庄の同国計量主連] . 1) / : (立、Irr:に 歎1' 1、I t こ於て凡られるやう 、 君fi 計道局を統合して之を i谷に開ふ

「地域」計量 ｅ 機測となす傾向を以て Ｉ ｾの 法 長とし 、 倒へば 、 Ｊ 昔日 ぜオルヂャ 、 ｚ 良部テネシ ー、 イダホ 、

モンタナ、 ユユ ー・ ハンプシアイアに於ては、 この樋の運動力; 若々進められっ、あるのでめります。

之等二十七の地成編。刷は、土地 の吻質的資、」互のー} 菅又き利用計l Hか らは元 より 、 郡行政の笠理主立に

改革に多大の責獄をなす可能性 ; こ読むものでみり まし て、 例jへば 、 自動車を以て すれば昔日の知〈馬

や馬車による 一 日絞 宝の ｾ五 ｬｴｾ 以て定ち Ｑ Ｚ 郁境或の範週は目下 、 最平行政' N . の重複に劃する何等布カ

な口軍Eとならないこと 、 或は叉 、 自効率や来合白羽 ｾ ｾの利用によって男持活の型車埋を行 ふ時期・こ 至つに

こと 、其ヵ{ 也之に類似 './1こ数多の事仰が自然に認識されるのでありま す。 アメリカ合衆闘に於りる行

政歳1' ，( の過ーたなー原因は 、 1 : 1 : に十七瓜五千もの猿i立 しに政i f ¥の存在に起因するとて常に批般の的とな

って居 りますが、 之等 ｾ￬ ｬＮ ｮ ｦ の根本詫の理解 ｩ こよって容易に之等の放を Ｗ 笠現減少し得るのであ り ま す 。

7  ｾＧｉＧｉ 計壷

園土資源委員企主主に 兵の高ir 佳機測は、 従来地ブJ 資源、のよ b瓦き利用を 五十る? 二め都市への* 住者を故

郷に返し、地方への分散計五を常に 一目長し来つに L ので、 この溢旨の下lこ、令長ノ、ロル，. . . ・L ・イツ

クス民は一九三三年の秋、 = ユ ー・ ヨー ク及ウイ λ コンシ: Y ，J t の{ 也盟主税邦を倒にとって、 州立十軍機闘

の設立に謝する希i立を、盟主州丹長官%提出し? このであります。 ノ、ド. ;1 : y 及モホ ーク・バレイズに沿J 、

土地利用の問題並に資源の［焼要Ｑｦ ｾ日 殺しれ所の 、 一九二六イfユユユ ー・ヨーク 長官 λ ミス氏の出版しに

住宅委員合報告12 t は大いに参考となる資料であります。

園土資源委員舎の I暗示はlt に、我々の税想以 l二の熱心さを以て迎へられ、 僅か一年官会にして三十二

州が 計重機 ｾｊ の設立に附する立法全通過し 、 最近の二乃至三ケ刀 l百] には 、 ノレイジアナ、 ゼオルヂャ 、

ネパダ 、 本プラ λ カ ｊ ｉ ｾ の 他の ＱＱＧＱＱ こ於ても之が施行の子績を始め 、 今日図土資源委員舎がa l : 問として1i'1

機測の計童話主行に助言戎は助力を奥へてゐる州 J 十査局の盟主[ ま四十六に 主主する有様でありま す。 叉 救済

事業も州言十室機測に大いに利用され、 本年は約百七十五郎弗が各州首都の計五在卒業に1: ' 1. され るこ左 、

なってゐる丹であります。

街 、州 ［十叢局は極 Ｔ の問題ｾ 捕へて居 ります。 Ｗ ロリダに於げる問題は］ユ ー・ヨー ク或はマサ旦

セツツに於げるものと築 h、 叉コロラ F、或はオ レゴンに於げるものとは根本的にキ目異すること は自然

の数でありますが、- } j 闘士宮十輩局主ワシン トン の公共事業昔日とのJ 己米の洲係よ h、 他方計蛮顧問が

営初殆ど線、て以前I都市立十重に差益奥してゐ 7二専門家の中よ り号 |抜ぃ? こが放に 、 多〈の州 lこ於ては永ら〈

都市 計宣 並に地方 員十輩ｾｊｩｊＩかしてゐ＿こ形 而ド的環 ｬｊＧ￭の問題にｊＡｪＮも努力し来つれかの 叡があるのであり

ます。 夫れは兎に角、州、u十査なるも のは結局、土地の利用、水源、注愉施設、住居及生活環境等の諸

問題に就き 、対lの理解と除j心とを箸ーし〈慈いにのであります。

言十重機関が州 の全面械に汎く』えんで居らないことは、州 j 十2証の主 えな責任で、 之は資源委員合に 於

ても常に主張し* つれのでめります。 我 4 は大都市を中心と す る地方の百十m: に助力 を奥へ、旦之を強

化するに決して努力を惜む L のではありませんが、 委員舎が従来-1: 唱し 昼夜つに分散政策の精1ft 申に於て
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は、 理論上は% も角こ のや うな助力が州1十m: 機闘を遜じてなし得るものと考へ るこ とは出来な いので

あります。

8 州 間 計 壷

国土資源委員舎が盟土言十: m: の分野に於て賀行して居 る主な提案のーは州、l間言十j J [ 事業で ありまして 、従

来州問問題は谷地に屡々 資生し、 我々は尖の皮毎に之を鑑定し、一種の議定を行ばねばならぬ立場 eこ

置かれてゐるのであります。 州、l借l; i 十支は州、l以上に亘る緊念問題の解決法ぞ絶え十研究して居る従来の

計量Z話器開或は州問! 盟約委員合等に比べて別に新機なものではありません。 資源委員合は之等の州問計

重運動を常にJ l 1J Jえし、若干の「示威的提案」の提出をも敢行しれのでありますが、之が7こめ、 ニュ ー・

イ y グラン 1，- 、，" ジフイツ夕、ノ ース ウエス ト及 オハイォ、パレーに於て は、 数列! の計笠局代表者よ

りなる地方言十遊委員合が成 る期間組織され' f I : 1.庖され、 洪水防止、開墾政策、動力政策等の問題に砂か

らぬ効果を岱もしれ t 信子るのであります。

昨年は 、 州政府参事合ｾ遁じて、 = ユー ・ヨー夕、 ペンシノレパニア 、 ェュ ー ・ジア ーシー及ヂラウ

エアの聯合委員f ! r よりなるデラウエア 、 リパ ー州問委員合を 、 又 、 グコタの南ＮＦｾ ＧＢ 並にミネソ ｆ の境

界線に嘗るノ ースゐレッド ・p パ ーに、 先 Ｆｰ Ｗｫ ￭ 漢鰻や洪水ヲワ問題が盛に注意ｾ慈いれ際 い委員舎 は

顧問専門家を ｾ￬ 底近して之を援助し＿このであります。

コロラ 1，- 、 = ユ ー・ メキシコ及テキサ Z の三州、|カZ 永年相争ってゐ? こ リオ ・グヲンヂ ・バレー 上部に

於てい資源委員令の指導による三主要調査要綱が、 三州! 日1の河水分百H ，の 同意に聖母する巧な激怒に

依って、 絡に完成ぜら れ にしてゐ るのでありまして 、 換言すｾ［ＮＮば、このリォ ・ グランダの調査は 、 州

の怒諸により資源委員舎が遁常な聯邦や州常局の調査と研究の機闘の仲介に入り 、 総てを善慮しゃう ー

とする のでありま す。

9  劃告的園家機関

資源委員合は行政機闘ではない一つの仲介機闘で、 州" ，I ; は闘の機威者が自 分遠の採 るべき力向を

選定するこ とを自主金 t する 一つの勧告的機腕! である こと を必憶宅れ皮いのであります o HP ち之は政府

の各階級に於げる計査機関が試みなげればならない一種の奉仕機闘なのでありま す。

現在の資源委員舎は、 大統領への助言畿時nとして行政命令を以て設立されに所の、 ワシン トンに於

げ る 一時的の機闘でありまして 、 本委員合及 ｊｾ の後棒合は 、 ヒ主Eの立1I く殆ど五ヶ年!日lに亘って 、介lや

地方の計宣に従事し、同時 に若干の h要報告官並に聾明書を提出 してゐ るのでみります。 併し、之等

の報告替は州、w笠局兵の{ 也聯邦政府各省各局の懇篤な る共主をなくしては、 決して完成し得なかっ? こも

のでめ ること をま ｅ に附言し ＱＺ ｾ 、と 思ひます。 要する ｬ こ 、 委員合は単に動告的機ｾでめ る ばかりでな〈

各官各集図の次第世や提案i ! } の交換を取持つ一種の聯絡機闘なのでめりま す。

10 過 去 の 奉 仕

言十重Eの何物なるかを熟知してゐ る者[立、 商業ヵ;景気不f詩集の循環 iこ謝する 公共: &' J t 設次第舎に適合し

.Fi. X 都市、 州、 聯邦政府が毎年公共事業に1 ' ( す巨額の資金の賢明なる使途を保設するにめの公共事業

政策の税案樹立に 、委員長Tが如何に 主力を傾注しつ〉め ることを知ってゐま す。 本 年二月大統領が議

舎に 迭つ7こ所の公共事業報告の公開撃明は、 まことに意味深い効果を有す るも のであります。
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「過古の経験に徴す るに、 今後十年間に公共事業百Ijlf に7'1. さるべき金額 は約三百億郊の巨額に 達 す

るでめ らう。 然 るに如何にして この巨額の賢明なる 投資を決定し得られ るや ? 叉如何にし て各家を

この綜合的次第書に適合するやう 決定し得られ るや ? J  叉、凶土資源、委員舎 は土地、水源、餓源等、

自然資源の最善利用法に闘しでも常 に多大の意を挑ひ、 例へば、農地借;有に齢Jす大統領委員舎 の報告

称、並に排水区域問題及次第舎に除jする 報告書、 或は寧 ｉ ｊｾ 鎖物 に 謝 する 調査 宮等に を まし て 居 り ま す。

資源委員 合の活動性の第二の主要線は、 人間資源JWちm-mr人口移動 問題 」に 附するものでめりま

して、之等の諸問題に謝する 主要報告書は完成に近付きっ、めり 、 数ヶ月以内に も習を刊の運びに至 る

ことと なって居りま す。 之は、一方南部アパ ラチアン スに 於げ る念速な る人 口増jJ 目立主に行訪れる敏夫

の経理専問題 に除l係 し、 ;z他方全世としてアメ リカ合衆国人口の安定開始が意味するものでめり ます。

之を要する に、委員舎が自然資源に濁して一九三四年に報告し7こと同様の形式で、 健康や教育問題等

人類資源の全範囲に 亘って論議す るに 至つにものでゐま す。

目下印 刷 中 に ｊ ｾ す るゑ員合の主要報告書は 、 新提案或はJ J ; の貢土台的辿累に 隙j係せるもの で、各般の

司王物 に謝する 新方法の案 lH並に新設明の利用 による大量生 il 1 a 去の採用等、 ア メリヵ 人の優秀 なる能力

による生活方法の念劇な媛化を指定し、 x . 園土計32なるものは rw潟挺 」のみでは主主行が不可能でゐ

ると云ふ趣旨を表 ばす こ と〉なりませ う。 後化縫りなきこの Il tr. J] に於ては、常 に計査を訂正するこ と

によって始めて社合的目標を設定し得 るのでめり ますが、 この際我々はカ式外れのカ法を図守し では

ならな いのでめります 。

委員舎の{也の主要努力の ーは、 目下の生産容量に劃するアメ リカ 人の消 費に制する 研究で、約三十

五瓜家族の珠算額を分割手し、叉待にワシン トンに於げ る約六 H11家族に封しては、 家族織成、生 活情 況

牧入等の縫化に謝する詳細な調査を行はんとしてゐ るのでありま す。 この資料によ って、誌に 大統 領

が 「友食住共 に不支」と 言及しれ人口の約三分の ーに謝し、 より正確な知識を得 ると同時に 、若 し も

之等の人 々の必要とするもの、並に工場が必要に胞じて生産し件 る所のものを決定し得 るならば、 我

h は砂〈ともアメ リカ に於げる生活の標準と知り得 るのでゐり ます。

II 示久計壷機関の提案

大統領の行政管理に闘する委員舎は、 政府の行政支局組織に大量豊夏、殊 に大統領直属の部員機刷の

設立を? 推奨し、叉珠算並に職員の管理活動性と同時に永久的計道機闘を推奨しれのでめ ります。 若し

現在の行政穏や立法慢が この事1町並に重大な作用線の許債 によって武装さ るべ きであり 、 且 さうしゃ

うとするに は、前述の! l nき計悲運動は政府の各暦に 於て絶鉛的に必要 なのでめ ります。 併し繰返 して

申しま すが、計査機闘は行政的でみつでも 、 立法的でゐつで も不可で、純然7こる勧告的のもの でなげ

れば な らな いのでゐりま す。

故エ リ Ｗ ・ ル ート 氏は 、 大駿 秘 書 官と し ての 報告ＧＮＡＮ ｾ の一 節 ｬ こ 、 陸軍参謀部の設立 をカ設 して居 b ま

すが、戦時に於げ る戦時参謀と共に卒時 に於げ る卒持参謀の必要 さを? 説いて居 ります。 之と同校、大

統領の行政管理に附する 委員令は、和卒時には勿論、 民主義の緊念危急; 問題に も役立つ桜に準備を? 進

めて居 るの であ ります。

飛躍せん とする前に 、我々 は允づ計室調査をな し、 進訟を 見短めねば ならな いのであ ります。

( 吉 岡 信 武 〉
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議・本間乙参氏

本 間 乙 彦 君 を 偲 ぴ て

tl主 谷 五 郎

本間 ｬ 君主 ｾ ｾ￬ｬ つ ＱＺ のは明治四十四年でめっ ＱＺ と ｪ｡

ム。東京 蔵前! の建築製図室へ一年下級に入って来

1: 。在筆中から意匠図案に待})IJ の手I1宛がめって 、

今* 京で白瓜祉法築工務所をやって居る大谷木! 貨

君と 共 に ｊｾ の技能の黙では敬 ￬｝ ｛ｩ させられて爪 Ｚ ＧＱＺ 。

しかし元来事事術肌 で蔵官il の堅い「タイ プ」と は趣

を!14にして居f こので 、僕達のグループとは全然>>1]

の様な飢合ではあっ Ｑ Ｚ が 、 ひそかに僕はｾｾ等製術

飢 の心意気に 共 I¥ll する所がゐ って 、構迭と主主匠は

雨立せぬ答が なL 、、 むしろ雨端を綜合する力こそ

「ア ーキテクト」でなげればならぬといふ気持で居

ｔ こから時々話し令ム事 も 右つ Ｑ Ｚ Ｐ 何分僕は ｾｴ 等の

入暑 と比べ る左四五歳も年長であるので 、いつも

敬遠 t いふか、おっ さん扱ひにせ られでは厄 1: 。

卒 業1m近かになって来るに つれて袋術肌の述 IjI

日谷にズイと稀す〉もよく僕の性質告げ里解してく

れて、旋行先きか ら面白 L、「λ ケツチ」や女3止を逸

ってく れる 限度であっTこが、校門を/ " 1' ，てか らは本

|白1沼l ; 1ま一皮も音信を交しれ事もなくて、大正卜

三年の二 月頃 まで忠ひ出 しもしなかっ1: 。戎る 11

r; b めりか屋 j の西村辰次H l I君 に巡っ1:11寺「表 、

本|品l を知ってる Tごらう 、昨年九月の大震災に巡っ

て、今大阪に来て居て非常に窮迫して照るらしい

自分で悶案して自分で刺繍しれ紙入o同官民生[，誼に

買って L もひ7こい とまわって府る」と の認であっ

1: 。了皮夜、の祭校に教員が欽けて; 箆任者を? 物色し

てゐる時であっす: か ら、 その事を西村宥に話して

凡?こも 、 それは非常に技術がよいから結椛Tごが、

先生としての「ガツチ リ」きが絞りて j苫るだ もうか

ら 、 地って話し合ふて凡 ＿二ま へと の Ｚ ｊｾ でめっ Ｗ こ ｯ

Illj もなく本ffl 1:有力 t尋 ねてt ! 計二o ｾｴｬｒｦ はその ａＡ［Ｇ ｉＧ で

あるのにヨレヨレの夏il 1l 0 者て j汚1:。そして騒々

話して見 ると非常に深味が H'，*てj丙るの で、僕 11

「教員に な らぬか」と 尋 ねれ。 rそれは今の場合
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本間 乙彦氏寓

願ふでもない結紘な事ではあ るが、 とて L 皐t-] :.tfi :t.

で} 苦 C れれ杉岡さ n.. が校長で 111奨a保周して〈れ

ないだらう 、製生時代の「ズペ j V-itごから j i : 笑

つ1: 0 しかし僕は 「君が教員 t してのやり口を 心

似てキツチ リ時間的に! 士事を守ってくれられ〉ば

よいから」と言ふと 、 i' 自分lま此の窮迫しす二時だ

からどんな釘] めでもするつ L りではあるが、やっ

て見ねば人が買ってくれまい j との事であっ? こ。

とにか〈履経世を舎かせて Jt れを杉同校長に見せ

本人の待i教を推厳しれ。幸ひ在芸評 rl' の姓が稲岡乙

Eきであつれが、杉問先生は船田 ' 0E告は知って1A; れ

かも知れな いが、ヌドf8j 乙彦のj j j ' ( が忠ひ H' ，せなかっ

? こらしい 、 そして魚、ぐ L のTごから僕の推患でJt の

履!被-ma営局に上申し?こ。 ! 日] も無く採用せ られ る

Jj i になっにので本! 日! な懇校に1I ; y. ぴH!，して杉問 さん

に引凡し f こ。種々 ; 企燦言売の 内に杉岡 さん b  f! Ht 裕

簡を忠ひ ｈｾ しれらしかっす二。しかし 一 度成用決定

しれ以上杉岡さんも動かなかっすこ。そして僕から

充分 ｲＮＮＮ ジメ ｪｩ こ勤務する事自 ｾＱＺ のん ｔ ご ｯ ｾｾ後四 ヶ

年、勤務状態なり仕事の i士仮は全く筆生時代の裕

IJlで はなかっ1 : 0 皐校でやって〈れれ仕事ーは非常

に多くのよきものを泣してくれ7こ。それは符生徒

拘導上-(i 命な 1:1: Ｚ ｊｾ はＧかりでめっ ｦ こ 。 僕 ｬ ま非常 に努

力に 感謝をしながら何時まで b"(f1Jめて もらひ7こし、

と思ってゐ大。しかし元来E華街肌で自由を好愛す



る人ですから都品の「ガツチリ j し? 二校風にめき

れらねものを感じて居れらしかっ7こ。幸ひ僕を理

解してくれて居 Ｗ こ ので 、 官 ￭ｩｪ ｾ に劫珍てくれて居 ｔ こ

し、叉時々 共 に改革怠凡などをも話し合つ7こ。

共内阪口芳三郎君の的誘でめつれの力、 二人で

大同 ピル に工材祉を事務所として建築技計の業務

を初め? 二L、か らとの事であっ t: から 、僕も強ひて

止めないで準校を去つれのである。

しかし僕は時々事務所に訪問して質量士舎の近泌

を尋ねれり激動しれりして俊民営いのって居'1: 0

本校に居る聞に砿の依報せられれ芝川ピルの設計

を手縛っても らって共の3十算を僕がして意匠台本

間君にやっても ら つれので Ｉ ｾの痩務を事務所でや

ってもらっ Iこりし 'i :
o
ｾＱｊＮＹ，の山本邸をやつれ ｬ 時に

は電燈機具Ｇノコ意匠ｾ依中ｦＨし ｴＺ 。 僕との共同作 ｴｈｉ は

比の二塁占であっ1:
0

創業の際でめり、あまり多く

の仕事を持って居なかっ? こので 、西村震に f二のん

で住宅意匠の 一部分自? 依託しても らふ様に斡旋 し

西村君 ｌ 非常に好意的に相 ＱｾＧ ・の代後を以て震の仕

事を援助して〈れ1:
0

; l t 内住宅改夏令の編刊をも

依託する事になり、君の努力は相常にあのA骨子に

表現せ られて来て居ると忠ム。 r負担民紹介 J r給

と女」等の i士事は編制t専任をやめてから の量生投で

あるが、今でもあの「 λ ケツチ」と特に其の女王手を

僕はあこがれる。述築協舎で編 l院予言務になっ7二時

も大いに Ｉ ｾのｽ盲目を更新し 、 片 附令長や合員 一 同

も ｾｴ の手目指を稗 ｭ しれものである。洞に就ては金

〈清飲と 言 はふか三l沫境に入るらしかっ1:。一昨

年武同博士等と若州、'I/J 、演の磯 に夏の一日を清遊し

れ時に い 飲んでは節き節いては飲ん打、武田 さ

んも尖の給風を愛して居る らしかっす; 。先生も 共

に畜て興がって居られ t: 、僕 L 衝いて笑はれ1: 。

京都 山科の井村さんにも可愛が られて居1: 。植物

に動物に何んにでも趣 l泳金持ち居 る性絡で、 そし

て相営堂奥に入つにものである 。先舟の末に京都

「あめりかや」の山本磯十郎君の招待 で叡山ホテ

ルに合して「涼し く伎む座談舎 J をやっすこ時も元

系に採取カバンをかげで昆虫絢をさげf ながら 、待

ちあは す聞に岐川谷のカまで H'J かげで行つ1: c;し

かっ? こ。そして座談に入ってからは非常 に興味あ

りＧｦＨ際に関れ仁志凡伝聞して愉ｾに飲んでわかれ

にのであっ1:
0

) t れきりで、十四 nの従十一111頃

かげつげに時には岐に納柑ゼ られて居て僕は さみ

しく猫り説経をすましれが、l喰 fご唖然7こらさ' るを

得なかっt: 。めまり 金銭に恵まれなかっ? 二発め、

見角に思ふ人もあっ1:様であるが、僕はめまりと

がめれ 〈 はＺｐＮｬｾｾ 、、 ｩ 事 ろ重芸術肌のめりのま、が流露

する: j ] : が そんな風に感じ られ t: のであらう。

四卜六歳 を一期として、 子供もなく自然を友と

して活きぬいて行っす二君はなつかしし、、いつまで

も主主の蓬髪白E買が舷最長する。

故 本 間 乙 彦 君 を 追 怨 す

松 本 儀 八

本tlll さん に測する温想を 記すようにと協舎から

の話であ っ ＱＺ ヵ ヘ 本間さんの生育 ￍｉｬに 於げ る 作品 ｾｴ

f也の誹ぶに就ては、何れイ也のカ々に依てものさる

、事と思ふから 、松の忠、 tHとしては嘗て位協舎 の

常務として盟主年間 Ｑ 一 緒にやって居に ほ ￭ｾ 忠ひ起し

殊 に昭和凶、五年の雨年に 亘つては共に編事ltのカ

を 抱 営 し Ｑ Ｚｺ ｊｾ !， Gちり常時の事堂追憶して忽t; It こし

て凡皮いと思ム。

本間 さんはill 築家には稀に凡る多j j 商に 趣味 の

ｾｉ，ｉＡ力 、 な持 ＺＺｴ Ｎ であっ Ｗ 二 。 昭和五年度の令誌合匂 ， ｾ特

申 ｬｴ 量 ｾｾ ［＿ｈ Ｑｅ さ れ 六 万銃は郷土喰築鍛といふ Ｎ ｾに首長

定されてあっ f こところ 、五月始めに於ての編帆令

で原石目覚集の丸遁しがつきかねる t 云ふので、編

!plt 同人では思案の湯旬、原稿作成行脚に m掛げる

司王にな っ1:
0

1I専は五月三日でめっ f こと，忠ふが、 名

にしft ム鈴鹿dI告をrl' 心として 共の前後の ; k口、 土

131、協j""JJ 商の宿場 の地J) 色塑かに浅されれる嫡土

建築会探つれ。

趣 味の ｾＧｹＧかな本間 さ んは行先 毎 に吾々の改定以

外の民家へ片端か ら主主入り込んではお遊J i l i'、回限ij 、

併1側、納米 などの高ir に突立つ fこり 、坐り込ん Tごり

して潟生帳 re 1-1

1

1 して潟生を始めかげると、なかな

かにi l I ゃうと はせない 。一 同はイライラする o ;z 

H 新 しいぷ花を見ては カメラを取出すなど片端か

ら自分の趣味袋に之を吸入れるといふ始末、7 k口

といふf苦境から 士山の土山本陣への道すが ら飽 樹

市中社祭献本獄のケ y ケ ト踊りの ill ' l ' に折よ< H-'，巡

っ7こが、日 波i Q_ るに不:t旬、本間 さんは是非ケンケ

ト 踊りを録ば ｴ し＿二 ｌ 、 と云ひ ｾｈ し 、 果ては ｈ￭ｦｬ りの文

イ，HihりのJi l t ! ミなどまで 心ゆ くれり聞き 取 り、) t 文

イ，) を一人で はす' さんでは1; 可々 大笑して悦に入ると

いふ具合、明治元年明治大市の行平五月fになっ 1: e. 
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いふ士 山本陣のめる土山では、古道具屋の底先か

ら卒破れの寺小屋初 ｌ 数具合相官高官主に買込んでｾ

泌総に悦に入つれの は束の問、 J t-のMるさの道す

がらは之を相? 苦難儀しなが ら持ちかへつれの には

一同糸の診に思つれ位ひ、生育iJ 自分の'，l. t務 で 呆 l

て之を愛用し繍げて居られ1: かどうか貨は聞き洩

らし1: 。

府Ｊ ＷＮ ド削 さんは本職の徐 ｈ 院をさき 、 郷土ｾｊｴ築 ｴ

漁るこ とに一段と趣味を深め 、最近I . [ に拍車全力日

へ7こ感がめつ7こo Y.I刊 の「住宅」雑誌を、通して次

から次へと民家の研究を霊堂表して居らる、。本間

さんは非常に精力家であっ1: 。そして圭角のとれ

1: 肌さ' わりの頁ぃ人であっ? 二。よ〈談じ 、 よくま吾

り、 興 llli げば、可愛い限を細くして1; 呼々大笑する

あれり 、誠に愉 j;J とな男でみつ1: 。それに近年は年

中無相主義で押遁す など 、 どこかに向分の位義を

徹底させると云ム強い意思の |刈きをも JL受げ られ

れ。殊に文筆に拠能で富告をよくし、雄物のペンシ

ルスケッチの鰹妙沼J ! j L の技は貨に 堂に入つ? こもの

である。今年の四刃に上梓しにといふので松にも

贈 られ ｦ こ 「美しい民家を求めて ｊ と云ふ ｈｾ 版 物は

恐らく氏の最後の記念着替でみらう o Jt の序文に

「民家の持つ美勲、優れ1: 民家の姿を? 、次の l湾代

に: 立すと 共に、文言民家の( 呆在、正しき民家の攻

尽に資 し皮ぃ。云々」と記してゐる。之を締くに

λ ケツチの軽妙なる鮮か さ依頼のゐる筆の運び、

全〈氏の面影を? 訪併せしめてゐると忠ム。

齢四十六天命とは云へ之からと云ふのに誠に惜

しい司王でゐ る。

同氏のギE りし日の一面を追想して怒草とし皮

い。( 入刃廿日〉

本 間 君 の 死 の 直 後 に

鶴 メL 梅 太 郎

亡くなるー遡間前、恰皮七夕の目 、病床を凡舞

つ1: 。すがすがしい枕頭には、珍しい果物が君の

好みの竹官官にうつ.1こか〈盛 られてあってEF品 が 遁

ってゐ 1: 。何も食べられな L 、から 、せめても眺め

てゐるのだと 、 絶食ｾ綴げてゐ ＱＺ 君は微苦笑を＿し

でかな り元気でめっ 1: 。

ピー んを 出 されれので恐縦i して法巡すると 、容

んで lでさ し、 、今は何も欲しいぷはしな い、11佐水が

I X 6 8  

f次み 1:o、1:' げ1:' 、 それす ら禁じられてゐ仁志ヰは、

服ても 究めてい今迄歩いて来? こ山や渓で飲んだ

Ｗ Ａｃの味を忠ひ ｈｾｉ し 、 思ひ出ししてゐると い つれ。

所 lこよってその味は臭つてはゐるが貨に美味いも

ので、色々の味合含んだ限西側味でゐる。この間も

そのことを瞥者に云ふと 、留者はめれは何とかと

何とかの化合しにもの? で無味なものだ、 と科筆者

が云ひさうなことを云つれ、 と笑ってゐ? 二。君は

それほど細かに紳経をもってゐ 1: 。

趣味の裕かな君はそのカ| 面は何んでも熱心で、

初め広が一株のf山入学: を贈っ1: のに端を? ををして、

蒐めかげに仙人掌は無慮幾百を敏へ、 それに - k

札を立て』 名得、筆名、料、類、琶を芽から資生の

口まで詳記して分類し熱心に栽培して主主に一家を

なし1: 。紛い て高 山植物の蒐集栽培に於ても 111草

倶聖誕百 Ａｬ の 一 員でめり 、 邸前の自ら石をｾ， ￯ んで ｩｬｩ つ

に ロックガーヂンに は可憐な花がその折々咲いて

ゐる。花7千五? 泌す' 括提術も 専門家の殺を摩し、脱l

花状態を潟すにしても科準的でなく 、詩情ーが L ら

れると同時に質態をうま〈抱怪してゐる。本織の

述築 k の技術は懇術的な待異な存ずドでめって、優

秀なＱＧ Ｎ十品ｾ多〈浅してゐることは既に人々が知り

議してゐら る、所でめるか ら殊更に述べな いが、

君の自宅は大きくはな いがその迎想の一部を表現

されて機能を生かし 1:上趣味に略せ子、治? 丙の兵正

が溢れてゐて生活全線しむ完全な住宅のー模範で

める。これは多年 ｂ 本の民家ｾ研究され最近「美

しき民家を求めて」の若草ｽｾ公にされれに凡ても

充分に目 立与の凶↑ 占ー風土と体統を研究し1: 上、然も

近代の生活桜式を取り入れ1: 君の組警の一端を?表

現しにものである。民家の研究に就ては進諸深〈

君一流の熱心と努力は' t l : に涙ぐましい L のがある

その風土に i直し? 二往築様式を尋ねて百旦を溢しと

せ子、足跡を山間僻村到る所に印し、カ メラに λ

ケツチに凡ゆる資材を蒐めて倦むを知らす，、机 J ニ

常に喚く 、殊に最近編J喜に若手し1: 農村のを住築誇

廷は丹念に細字で記して λ タラップされ、 これは

どうしでも完成させなげればならな い と云ってゐ

?こが、 その絡についにばかりで牟途に終つ1: のは

何 れ 、つでも泣憾にほ。へ なし 、。誰かこの道に興味

をもっ筋宏、の士がこの仕事を綴げて、沼の需品; ¥1と

ｩ 立忘ｾ練ぎ武重な材料金 ａ 二かす人がな いも のかと

切に忠 ふ。その 材料 ｾ蒐集 するに ｬ 際し で も純イト で

ゐると同時に社交的でない 111村の 人達 に税し まれ



て凡ゆる資料金言んで従Uちされ1: 1-_ 、i丙3 へ被泌

されに ことが t手々 でのつにといふこと は、;Fl"j);如

何に却しみやすい泉31 らしくない人称でみつ 1: こ

とを物語る.。

君のスケッチは百往来の1mに於ても筋具の FI {e 以

て抗議してゐれもので、 デッサンの正ぜfll さとコ y

ポヂシヨンのうま さはよきタプ ローを村長j丸してゐ

1: 。君! ま色盲でめるか ら泊五聾(まかげな いので素姉

tこよるより仕カがない色云ってゐ? こが、色彩に於

ても待異に百九 、色感舎もってゐ τ 、寧ろ勧めても

油彩をｾｾ首かし ＱＺ かっ＿二。何れその作 ｴｅ ｉ は公 開 され

て諸氏の清鑑に供す ることもあるであらうが、¥N;

に本誌及「住宅 J r絞J 誌ヒにその一部を資決さ

れて光司診を欲してゐ 1: 。洞も哨まれにことは我々

洞人にも岐に定許ーがあっ1: 。その柄杯に封しでも

究主主 に して細 心な ノ¥絡を反映じ、淡々としてっき

ない話題を胸襟沼脱よく人を容る、 j程度は賀に人

を魅す るものがあっ? こo r内楽を撲むにして L デ リ

ケ ー トな味箆を感ひしてゐて所百円食道楽の珍 IJJc {e 

求め子、 自然めるがま、の素材を心ゆ〈まで l氷つ

れ こと は洞客としていなくと L 皐むべき超越しれ

会惑でめつに。

大墜病院で手術後経過r..r好ーであつにに絢はら- f '

官 ￭ｲ ｾ 会ま ｔ ごまだ君にまつ仕事が多 い のに天 ｭｪ 与をか

さす，訟 ｩｾ 然として逝かれれの は ｴＨに惜し い 。 君のＺｊ［ｪと

のあるパ λ の津と微笑を継へ1: 温顔はまた' 眼前に

努派としてゐる o I aeに亡ぃ。涙潟、然として¥- る。

門を入ればめるほどの卵1
1
すべて露

〈昭和十二 年八 月十八日記〕

本 間 乙 彦

a

君 の 追 想 一 二

高 橋 柴 i合

不 ｮ ，編町常務の 一 員として初めて ［ ｒ ｻ･ ｾ ［ ｬ ｬ って イF

1ヰは後をみ/、; こ委して雑誌 「口ー宅」に尊心すること

になっ1:
0

￬， ｪ 、は ｊ じ ｦ ｴｩＺ ｾ￭ｴ かしい侃帆 ｴ の ｕＺ Ｚ ＩｬＺｻ･ 、 Ｇ Ｑ Ｚ ［ Ｚ ［ Ｑ 時

偏向"¥!}j 日鷹取陽;洞にJ t l J げられながら精進し1: 。震

から始終注意 C' L ' i : 讃とで鞭従され? 、。君は育ての

子に主主する深い愛吉ーからであらう 、大きな関心を

この雑誌; こ持ってゐ 1: 0
次々と r!'心の人は媛 りつ

〉もl IIf i々に後展しっ、めることは濡 L 定めて熔ん

でゐ 1: でめらう 。彩、もそれを共に姑んで誇 りあっ

T二ことがあっ 1: 。

雑誌「住宅」は京が粂ね粂ね持ってゐ? こま色叉を

完全にｾ現しにものと い って過言・なかも う 。趣の

ある住宅家庭雑誌を巡り上げに君の手腕は見 仁げ

?二 L のである。

君 は古い民 家に異常 の興味があ り、 その研究 も

仲 h 進んでゐ 1: 。私も同じ趣味に共鳴 しれ色 と々

忠ひ 出 づる 。 Ｍｾ来江 川 ｬ へ古 い 民家をさぐ りに ｕｾ

7こ旋 L 懐 ｌ ， ｾ、 忠ひ ｈｪ でめる。昨年 東 京の 秋 楽隆 震

が大阪を中心と す る古い商家の沼健集念 出版する

言十重を立て、私1 ，; ' 1 寺{ e 援げて準備を巡り掛げに こ

とがあつれが、 中途で挫折して延期 されにのは返

す返す も残念な こと〉なつれ。せ めて此れ迄雑誌

に 君の ｾｴ ｴ ｾ 、 大分 ｔ ごげでもま と めれら 後 の人を 熔 ば

す ものと忠ふ。この春主主が小林震と共に物しれ美

本「美し L、民家を求めて j と共に。

惜 しい人を失つ1: 。米 t:' 米Tご延びる人をi尽くし

れ。偽造ってＺｮＺひ ＱＺｾ 、 仕 事を持つにま、念 品 、 で逝

ってしまっ1: 。

一杯朱 嫌 の 震 を。天慌の君ｻ･ ｯ 松 の紙ｾ得意 と

し1: 震 を。シ ヤ肘テ ンを巡 りつ、 ありし君主?想起

してゐ fこ。天漏橋ゐ 7こり を行く毎 iこ、建築相談 所

とあ りし君の事務所のめれ りを見 上げて。そし て

本l剖君逝く。 君の健 在を 心より iii1i' 1) 居 りしに。

君の侍 ｩ 数ある風貌がき手 Ａｊ ｾ と する。侍 ｻ￭ の誇＿却が 改め て言ふ。建築協合は偉大な る功労者を一人

聞こえる。物の見方、物の税ひブJ にーの主張のめ 失つ1: 。

つれ君の浅しれ仕事の数々。君の建築腕J係の 仕事

につい ては誇る人別にあ るべ〈 、而 L花は殆ん E

それについ ては知らな いが、恐ら〈草寺の生涯の仕

事の 内に 大なるもの、ーとして、協合 雑誌「述築

と社合」 の編輯が歎へ得られ る主恩 ふ。 久 しきw:

套から 清新 の泉 に 満ちに 新 し い 方 向 に 舵 を ｾ 事じ＿こ

のは貨に 君であつれ。 その大事業 が完成 の末期に

本 間 兄 の

子

、ー

、F

、ー
Y も

新 名f i ] 'f 夫

「阪大病院 l 階11貌室、本間兄お見舞」

2. Ｓ 目前本関兄病気の由 ｾｬ 惑いで、 Ｘ 月 ＱＶ 日の
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メモにこう 記入して置いれ。。 その朝そのメモの さをしみじみと感じさせるものでゐつれ。僕 L 、

上で、兄逝去の報に援しゃうとは。 もっと修E主しなげればL 、げないなど、思つ? こりし

凡と僕とはそんなに深〈交際してゐ f こといふ諜 Tこ。

ではなかっ1: 。唯れまさか共に飲み共に誇つT二と 昨年の謀、大新柑で建築協令の役員慰苦手舎がめ

いム稜の間柄であっ? 二に過ぎなかっ 1: 。 つ1:f時、1J! IJ らす，l， 同 じ席に坐り 、久しぶり Tごつれ

それにも闘もす¥ 兄の湿っ 1: ゐと 、兄に日目する ので歳作の lJ ; j { t >容みt l 7いれ末、扱腕 るべ〈乗 りか

忠 ｉｉｾ の歎キ ｬ こ何れも熱いものを以て ｪ 狗 に泊るもの げ1: 自動111の遮叫手の言撲が認に日食はな いとい ふ

があるのは兄の風絡の然らしむる民主であらう。 のでシヤ y パンの酔が僕をして自動車{ t > 凹ませて

墜さ主時代から雑誌 「建築と祉令」の殺者でゐつ 了つ1: 。本1m兄に非常に迷惑をかげ 1:司王は云ム迄

1: 僕は、同誌が内容ff宣抜共 に一大飛蝦を遂げれ頃 もな いカヘ それが同凡と呑ん Tご最後であつれ。

から 、めの達者なデッサンと 共 に本 fHI ! I ' ; の名前を 今年の王子 j肉を打1: れ 1: とかで、 それ以来予っと

知ってゐ? こ。 健康が勝れなかつれそうであっ? こが、大分以前か

後に僕自身が「建築と社合」の編『附に携はる絞 ら何時も「ノノレモザン」を用意して. mて、 「これ

になってか ら、 その頃の同誌が全〈本間氏によっ さへあればi可決jj); ( 工大丈夫fごよ 」と去っては ピー

で編仰せられ、 改革せられてゐ 1: こと 、? 九時の同 ;1- { t >呑んでゐ? こが、今から憶へばやはり訟の知ら

誌の一種主主力、く俄しい雰囲気は、全〈同氏の風絡 せであつ にのかも知れない。

の反映でめっ? 二事会知って、 同誌編憐の先輩とし 大分以前ではあるが、寒い 2 月の従、イi時々 終電

でよりも本| 品I! I ' ; その人に深いI 9i >J心を持ってゐ 1:。 車近くの阪なに乗り合せて、服部の同兄の宅まで

ぞれが初めて誰に紹介せられ、 それが何時何民主 引っばって行かれれ専があっ1: 。本間凡も上機嫌

でゐつ? こか金〈記憶がないのに 、唯何時とはな < tごつ? こし、僕も亦 2 月の筏空Tごつ1: にも捌らす' 潔

近しくなり 、 そこ は か と な く 懐 し い 等 しく 哨む 風の春を感じてゐ t: 時打つ 1: から 、喜んで招1告に

遣の縄宝? l ii 在や洞必で{ 尚々巡り巡っては、同 じ桃子 燃じ 1:潔であっ t: 。

ｻｴ＾ｾつ＿こり降り ＱＺ りする慌になってゐ ＱＺ 。 夫々第和J次令かにキ日常する測が出て 、迷惑をも

| 仮念近〈の「つれや」や rA  B  C  j や、 訟ピル 顧す' 主主々明げ一帯干の也事まで容んマ了つ1: 0
その

，ｾの「ニュ ーヨー ク ・ ｆ ロ ｙｪ などの洞拐でよく 時 IH され1: 記念帳に 、酔に委せて「慾よりも洞に

巡り過つに。 生きる」と ｜ｾ ｴ きなぐっ ＱＺｾｊ ｪＺｻｴ＾思ひ出す。

r  A  B  C j の近くに米京本場のかき餅屋がめつ 胃潰械で逝かれ t :本間兄は形式的には柄に命を

て、本|首l凡は それを宋 也の積りで' t ' l つては、家へ 失つ ＱＺｾＱ ｪＺになるのでめらう。だが凡自身にとって

到; f j : しない! 日lに卒げてしうふ 'l j:tJ ;fnJ f 時ものならば は、 それこそ ii 司に生きれ所以であると云へるかも

しでめっ1: らし L 、。 知れな L 、。唯苔 4 のぷ持か ら云へは' 、齢46( ま兄に

作 ｾｳ 邑の消 おおでも遜 い時には 、 よく片隅 の ｔ ープ 主主して依りにも煩か過ぎる存命であつにと忠ふ。

ルに侍って 、いと L 心地よげに眠ってゐ 1: 。 額に織をよせてMf尽にも 誕百白くもなさそうに

難波再軍近くの「木の' f ( j とい ふとんかっ屋l立、 生きてゐる人々の多い中 lこ惰淡無慾、鳳々として

凡の殺言l'一流の 山小屋風の汚ならし いう ちでめる 趣味の依に人生を禦しんでゐ 1: 本間九に謝して、

が、 そこの親録 〈と云つでもまた' 非常に 若いんだ ＴＶ 歳の天ｦＮｾＤは依りにも短かかっ ＱＺ のではなからう

が〉が本! 日1): もとは肝臓相! 慣す仲で、若板のとんか か。

つより L 若紛の山淑燥が喰ひ7二〈てやって行〈と 給l ，! i 賀行いそれから 7丙 い 九には まTごまだこ

こ〉でもよく兄に lH令つ? こものど。場、爽とl J j l { t >押 れからであつにであらうに。

して入ると 、 「つい今しがにまで本問先生が居ら

れ まし1: よ」と そこの主人が云ふことl ，} 足々めつ 測らすＧも柄の ｾ ｉ ￇ ばか り杏いて了 つ ＱＺ 。本 ｲＺｾ 氏 の

1: 。 オ能のこと 、給のこと 、仕事のこと 、 それから編

ピールのゲツ 7 ・{ t > 右み込み呑み込み、l浪{t> <り 斡常務として ru: ; 築と社合」の伐に悶 Jもの泣しに

〈りしなが ら容んでゐる本間兄を凡てゐると 、91，功絞の事などは、他の執筆者にお委せして。

常に繁しく愉快であっ? こ。酒呑みのみの知 る禦し ( 1937. 8. 19)  
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新 建 築 欄 I

外 観

( Archit ectural  Revi ew， J ul y ， 1937より 〉

横 型

'，¥C  f 。肉V

( . 同 ( U  l  ｾ ，＠ I 。ω

。‘ ..

卒 面 圃

( イギリス〉 バーレーのコルセヴト工場燈築京 S:r J ohn Br own， Henson 及 W. D.  Har tJ ey  1  I X 



外 観

嫌 強 計 霊 園

平 面 圃

I X 2  ( イギリス) ラムスゲート市の空港

現 在 は平L 立飛行与さ校の飛行場であるが将来

般猿 の必要めるものであり 、叉日進刃 tPの飛

行機 の準歩に{字ム様に 2j!. 面の鑓1 . [ 出来る必要

がゐる 7こめ 、之等 を考慮に入れて強力性のあ

る言空言十とな ってゐる。

( Arこhit !ct u ul Review.  J ul y. 1937より〉

建築家 D. Pl eydel l  Bouverel  



外 観 そ の 1

Cagliari に逮つ岡市の技術課の設計なり。卒屋にして その

前面道路の側に受付、番室、軍事務室、便 所、浴室、炊事室、

1
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洗j穏室、理髪室、 脱衣室等i : ' 自E置し建物の後方の静かな窃

所に 6 mx 2 2 mよりなる 共 同疲室4室を設〈。

(L・Architettura ltalima. Mar. 1937より

圃面平

外 視 そ の 2

3  I X  
サルデ= ヤの貧困者宿泊所( イタリー)



会 長

サノレヂミヤ怠のムソリユ ーヤに最近建設されれもので l階には廊いポー チ日苫自lleちるのみで こ

の逮築。長室要祁分即 7 アシオの集合所( 1 1. m50 x  9. m60)  e 小事務室C 3. m90 x 3. m70) 2部

屋はテレスと共 ｬ こ Ｒｾ 皆に菌 ｅ 置されてゐる。そしてこの慣の遺物にはっきものでめる高い塔は直接

外階段 を以て地上と 辿絡ゐ り、その頂上の字国アーチと ゆっれ りとしれ港全惣のプロポーがヨン

には如何にもイ タ リヤら しい淳統が しの ばれ る。

( L・At crutetlura It必皿a. Mar.. ＱＹＳＷ よｾ )  

包 平 且エ= - - A cヱ且 品 川

刊ベハ・，.・・; . 1，'、.._

前 面 圃

N _ . . .  J l H  P R ，，'''I O  Pl A 噌

- ・.

2 階 卒 函 圃

J X  4  C- r タリー) サルデ= ヤに於げるf 7 7シオ」の家

ｐ ゅ＾ＯＮ･ ｾ ｗＱ ｾ 町。 叫

背 面 圃

色 ａ 恩ヱ ι 」主ｾＭ］Ｎｊ且且国

Ｎｾ・Ｍ・ーー1 - - -一一一一一‘ 一一・一ー+ーー」由

色。"、. T . 闘い。. l>戸< 0r'o叫

1"1." "1 :1" "'0 _  r引 ・ 印 叫 即 』 白

I 階 平 面 圃

Z章第京 O. s.  Ceas  



還主

アメリカ南部 に於げる今日まで丹住宅丹待貨は 、小さな窓、

日光を逃げて中庭 、重L 、日:覆等孫烈な日光をi盛げる様工夫せら

れれ鈷でゐつ'r: 。

従って泌還などの烏; こ届買い主主面積丹必要な場合には 、日光の

直射を法る庇丹後なものが伺うしでも: 必要である。

この ロλ アン ぜん λ の住宅も 、 そうしれ目的句、にめ に2階居

間丹テラ λ が l階勾ロヂヤの庇となる様に考へられてゐる。

2階丹主要な室は極めて肉欲的 ;こ設計せ られ、玄側I f j f 聞と居

間主の 境丹潤仕切は天井に主主しない低いものでめる。

l 階丹プレイ ・ルームは末から天井まで一杯に 窓が詞かれ、

一歩にして床に下りられる穏になってゐる。

経室は3渚で 夫 ，々ZI J k のパル コユーに面してゐる。

基礎・ま コンクリー卜、外壁木造ラス張 λ タツ コ刷毛引き 、内

昔日 7 ・ラ λ 9 ー仕上。

床木造板} 長、天 rl 二は木摺プラ ス9 ー塗。

ｃａｲ ニ ｨｩｬ ･ ｣ｬｾ ｲ｟｝ Forum.  July  1937より 〉 居 間 内 留

. 時 半 円円

1  B苦 手 面 圃
2 陪 率 直 圃

( アメリ力) ロスアンゼルスの住宅

Ｓｾ 平面趨

定笥亥 R. M. Schl ndl er c:; 

::> J X 



立 面 図

展 覧 室 内 部

米顕政守は今、テナシー 案提谷管

理局を遁じて地方に資源をもれら

そ うと図 畿大水路工事を縫 哀して

ゐる事を主題と する展覧合を 、 =

ューヨー クの「科祭と産業」縛質

合にて開催 され7こ。ゲオラ 7 、主主

絵、地週、壁笛 iこよ って「見る洪

水 」と して出水災害の問題をとり

あげ「凡さ' る洪水」と してもっと

消E析のならないー| 帥巴に L 亙 る河

川の取次的な土地の被援をあげて

ゐる。この展覧舎はこのT V A嘗局

の技術者の 活動; こよって提供 され

れ潟民によって織成 されてゐ る。

CAr，hitectun.l Forum. Jul y. 1937 

より〉

展 覧 室 内 節

i:識す|

平 函 圏

J X 6  ( アメリカ) 新しい展示形式を創成したTVA展 敵計家 Al f red Cl auss 



霊 十 |

幹 線 準 路 交 叉 勲

=- =・ーヨー クの現在人口 の3倍乃至5(i今一一一約 15.000.000人を宥する といふ 1960年頃の都市の飯想的設計である 。

この銀想都市丹計霊力線本として取りあげれものは交通問題的解決であ る。

車 主 総 這 路

都市生活の間短に聖書しては 、More. Belamy.  W.J ls.  Howard. ｃ ｾ ｲ｢ｵ ｳ ｩ ， ｲ 及 ｗ ｬｩ ｧ Ｂ ｴ 等の諸氏に よ って既に充分考究提案 せ られ より
以上司案は容易でない答である。

このGedd!s丹試案は 、主として都市に於げる交諮問題丹解決を基礎とし て言十輩せられれも丹で 、潟1 f t 丹撲な建築的a : Wl は交

遁問題解決の根底となるべき 、ほんの骨子Tごりを示 しれ ものに過ぎない。従って模型も f也の主要な資料となるべき潟況を撤 る

然丹目的で作られれも のである。

この菜は大鐙次の3つの飯定力上に立てられてゐる。

1. 自動車は20午後丹 1960年にも依然 、今日と問機のタイフ・で 、交通窪輸の最 も普遜の方法であること。 オート ヂ ヤイロや

問機な交通機測の妥塗は改想してな い 。

2.  将来丹都市はもっと膨股する筈である。少くとも今日の首都より小さ〈なると いふ事はない。

大都市がやがて縮小す る時が来る。分散して都合と閉会とがもっと卒均されれ閥係になる傾向があるといふ事につい ては極

々なる例言置がある にはある。併しこ、で この設計者は次の様に考へてゐる。 一一 田舎が瓦に高度 に闘をまされる一方、都合 も亦

成長してゆ〈でみらうと。

3.  土地及土地の 送用は完全に自治骨量に よって支関 される。従って この都市に於ては 、高暦建築も低い建物も 、公園も 、道

路 も、その位置が総て汲め決定せられにもの〉みで 、今 日の貿際の様に個人的意函 によるものは l つもな い。

この鍍想的都市計主主が批卵j せられる場合には 、以上司鰻定丹下に、 交通問題解決丹鮎に於て示さるべきでめる。

箇示の模型は主 として商業地を示す もので、その部分には住宅が l つ もないの であ るが . これは この様裂が l遡閲 で設 計せら

( 7 メリカ) 1 9 6 0年の偲想都市 No r ma n  Bel  Oeddes 段許 7  I X 



れ、4週間で製! 乍せ ι れTこ童書に 、住宅地計量E丹部分

まで表 1ノ得なかっTこと解 摩する 方が設計者に重量し

て好意的でみらう 。

官十司E内海" I t i : ' 説明す ると 、 こn 都市は250吹 x5

00沢司絡子状に分げられその湖に !l 0択 x ｬｯｯ ｾ 尺 の

遣をお1，んでゐる 。

こ丹l i : 路上勺交遁機羽は l時間約 20盟丹速度で

走ってゐる。各道路は Ｓ 本勺 ｾ溢 と Ｒ 本内バ ーキ ン

グ ・レーンと及び爾領11の幅 15: y { の歩道とからな っ

てゐる。歩道は産物の l 階分の 高き だり地盤面よ

り高くなって居り 、停 車、乗降等の場所は建物の

l 階床に殺げられてゐて、歩道下の2本の補助車道

が容易に利用出来る様になってゐる 。

この械にして合計 5本の自動車路の気に道路の

許容交遁f査は然的メ滑加す る計算になる。

瓦に衡の ＱＰ 限立 ｵ 与 に幅 Ｔ ｯｯ ｾ 尺の幹線 道 路があ り

それは交遜機J ! lの種類& . 速度に従って多重文に区分

せられてゐる。

第 '1罰は砕機遁践の交叉動力部分を示す。幹線

道路から f也の斡様E寄又は低迷皮の支線へ行〈方法

は、右冨りをし て行〈方法 Tごげし かな い滋 に工夫

せ られてゐる。

阪:J tl n 内音Eは主 として比較的2まい?at 築や公園等

が殺げられてゐ るが、幹線遁路の交叉おや演場に

商 '..I t: 部分には高層逮築簿があり 、幹線道路に沿

ムては都市に必要 な種々なる施設が設げられてゐー

る。

CArchit <cI :mJ  F，rum.  J d.  .1937より〉

IX 8  ( アメリ力) 1 9 6 0年乃慢想都市

.  .-::..1. .  

会 景

Nor man Bel  Oej des 叡計

夕陽の中の全ｾ



建築申請書及届書雛形の蓮績掲載に就て

法 制 委 員 令

オ干陪建築 Ｇ ｬ Ｇ 市 Ａｦ 許 、 Ｂ ｉ ｬ Ｚｾ 芹の ｴｬ よは、存 Ｑｉ ・ょ ｬ 醇Ｚの施行 ｦＮ ｲｮｊｉｉ ｊＡｬｬに示されてゐる。然し ｊｴＭ 髄的記入

法に就いては、一般建築家のH¥Jに向幾多のィ、Ilfj なi:引所ーもあり 、It 務上佐々不{ 更がゐる様で

ある。 7;?歪 [l(-vは此の) ! J}i に資する所あらんとし、悲に京Xi ll 仏 大 阪 府、兵J，l ! ! 院に於ける之

さ51建築書類の J t- 髄f内部IUI'H長の編纂そ 11 ｻｉモし ｦ こ ｄ 附 ＯￎＧ Ｑ ［ｪ［ ｾＩｽｕＧｩ ＭｲＭ のお ｉｕ ｉ 予と共の［詑 ｉ ｬｦ ｪ を記 ｬｩ 制禍 ｩｉ占

する改定である。

1- 京都府風致地匡内住宅建築申請書の解説及注意

本例は普通住宅なるも風致1山町内なるを以て1 ] 1耐を要すO 風 致地 区にM却する 手相 は 、 建

3築楽物法による主到挫j主;築 l中|い1出品j なる号広3

夕外卜に史に 一 ｪ通邑をを＿作製し 、 イ ＮｾｊＱＱ 三 ｪ 呂を主ＱＡ［築工場調に提ＱＱＧ ， すること 。 可 ｩ の説明を要する事項あ

る場合は、可 ｩ 土木局の夫々の却に志ｾＯｉ Ｇ， し 、 支ｊｻＱ［ＮＺなき 詑 I開会交りること。新I ! i域の場介は所

轄1警察署にt.1W¥する こと 。) ! l i ¥致地阿内に於て刊にi ' t 立す可きは 、

(  1  )  版式二の ー ・の都 Ｍ ｉＧ｛ ｉ 二、ｩＡｬ而 ｊ＿ とし て ｪ 武教 ｊ 也 ｉｾｾＩＡ 則 に依りても許可になる椋に 必

す' 附記すること

( 2 )  建築外部の色を示すこと

若し本例が風致地ｾｾ外の場介は建築 ｨ ｉｩ となり 、lli 而苫を! 唆することは勿論、書 類は 二 泊

にて足る。

向一般に第三ｾ側外に建築 ＱＧＨ を記入し 、 叉者Ｚ穎が代町 ｩ 人扱の場合は 最終葉樹外に共の代

主!:料を記入すること。
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;禽 ! 綴

本協奮員中軍務公用者氏名

本 ｬ お合口ＱＭＨｾノト次官控の＿こめの市改公 ｉｉ ｊ - X ' 氏名は下" 己の illl りであります。( 府: 1
1

1彫り

ぷ: r

日 守子 隆 夫 ; n -

.(.;γ 

[1 

'" JII 
IJi: ;n' 

q' ，¥'}JI J賛11)) [1 ミ1三 )1 男 ;(1

五:γ

Ll  地 ノk "'11 !J J 君

普通賛JJ) )[1 1討) 体ノj 、三 良¥1 :f¥ 

.(.:r ｪ 為ｾ ｽｊｾ｛＠ 部i' ;1'1' 

ず?γ

)総 Eif 弘 三 ;n-

(.;汁

Ll  f布 市f iit 雄; n -

ぷ汁

故本 間 乙 彦 氏

ぷ汁
芦 川 政 ;{ ¥・

(.;:r 

u  竹 内 成 夫 前

特lJIJttJJ))n _f - _ 村 永 ni ;n' 

持illlttJJ) ){l 野口イＧｾーヨ ＱＹ

千平illlft 助L1 ft l 谷 良¥1 才1・

.(.:r 

口 主 " 阿 倍 夫 前

千平i邑t'EJJ) )n  針 川 秀 雄 常

千? 寺 西 武 吉 宗

; 去せc . る。

本t;JI 氏 11昭和2"1' -3)] 10 ＱＱ 、 本協合に入令 、 ｾ ｬ ｾ Ｊ

各悩の委R 合委只を依帰せ ι れ、或( 主役J 1に 'l::; 選

特に令誌の制約に闘し絶大の努カ 01含まれ子、".t:

! 協合に 幾多の功績を; 立 さる。

然るに突如mに，協 ι れ療誌の対J なく 主主にノk l!K せ

らるo il 1] に玉t i't ;r に i持へ子。

n: に1mγf c 略経営掲げ謹んで市; T I {e Jえす。

l、明治2う年 2月24 日 兵庫県長官E釘';1fTに 11: る。

l、大正 3"[' 東京高等工業撃校述築科を卒業

す。

l、向 火j f : 411三歪同 7年 大阪市に於て ｩｬ 掛ｾＮＦ

袋飾設立 l 事務所を自宅きす。

ｬ 、自 大正 Ｗ ｾ ｦＭ至同 Ｙ 年東京市 Ｑ Ｑ 本電紙袋飾

株式令社主任として従事す。

l、 ( l 大正 13
1
1"至昭和 4 年 大 阪 市立部品工業

ｾＱ Ｎｴ交建築科嚇託として重責務 す 。

l、( l IPrl平11 3
1
1' 至同 6

1
1' 本協令評議只にお選

常務に逃ばれ編帆を封書任す。

ｬ 、 大ｪｆＮ Ｑ Ｕ イ Ｑ 三 大阪市にで建築設計事務所をｾ 1"1  

惜し今 Hに至る。

昭和 12年 8月 1411 、令氏本:m乙彦民病を 以で 逝 ! l 、昭和 101
1' 評議員に ＧｾＱｾ 選任 期満了す。

7 5  I X  



災害 強 度 委 員 曾 ( 第 8 同〕

時 7J] 10 IJ 午 後 111与一- 3時

m 松 尾銭' l ' 1橋 梁 株 式 件 批

I!jnr:者 幹 事 黒 問

委 員 浅 野、矢 13i 、 111131、 l件l務、 問川

商 品、 日野、平野，

l、本日 は松尾滋 骨 橋渓株 式 合制: - m2 工場 lこ於

げ るl容接状況に f.J 資地凡墜をなす

常 務 曾 ( 第 16阿〕

時 8月孟 日午後5時40分一 一 711寺

所 建築材料陳列統一別室

ＺＱＮ Ｑ • 席者ＺｉＧＡＡＮ事竹 腰Ｏ， ｜ ｉ ｽ 令長

常 務 7f 上主; 口 小 Ｉ Ｑ Ｑｊ ｾ ［ｩＸ

樋口 主氾 1J I l 悶主計

i青7. k"T.;i I- 伊 藤編 制

新 名 編 怜 掘口 編 rtlt

吉岡 編事n

ｊｾ＠ 司王

l 、8刀例合に 附する 件

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 9 同〉

Ik'f 8)J 10 11
/
1'1去611，'f 30分一一- 911与

所 ｩｬｬｾｈ ，ｪ 料似列場ＩＩｉｪ計

11'. 席 者 委 11長 波1ill

幹 ']i : ｾＺｉ＿，＠ 111、'1
'
) 1二

委 只 内政、 欠 問、 111問、械問 、大 隅

111 111、 同.弘、平 野

l 、 ポー リン グメミ作成 iこ若手する の件

材 料 委 員 曾 ( 第 14同〉

時 8刀 I1 11 午後 71!;'f" ー の時 30分

所 協令1具集部宗

ｮｾ 席者委只長 ｉ｜Ｚ￯ ｭＭ

幹 事 松久 保

委 只 秋 fll 、 小川、Hl'i料、作I ! '，j、 泣m

l 、床板規絡' 主主に倒する1 ' 1:

ｾ＠
m 務 曾 ( 第 17同〉

時 8Jl l611 午 後6!k'f - 8:¥: .'f

所 往 築 材料涼列場別主

HII 席 者 :I'!!. ｬｊｾ＠ 松 本日11f 1長

常 務 小 川ニ[:_，，8 rl'p荷主; 口

力日間 ょ1:五i 主!;'7k 七2十

伊 政編事ic 新 名編 'p!c

議 事

l、9月例 併に 跡lする f牛

2、注額鋳:屋 fNに到する A.，ill 分布状況調l ! i : 1'( に

日目する イ斗

3、電 話通話料; 品問; 金始末に1#1する件

4、床 板 焼 絡統一に跡l し材料委只合より i"f ll; の

f斗

Ｕ 、 朝鮮 ｩｬｬ 築 Ｇ ＰＧ長より創 立＿ 阿 ＱＵ Ｂ ＱＢＭ記念注築 ｊＱｫ Ｇｬｾ

合ｾｦＮ Ｑ 能に 十 ｪ 設計図案等の ｴ 聖典 ｊ￯ のＱＧ Ｑ Ｚ

2、都市武装促進委員合より I坊主演初参JJIlに 附] 報

し 経 質 支出 力 要求 のイヰ

6、合 只 謝 釘

告

Ｓ 、 ｾ 綴鋸 屋根 に 幸せ する 風匿の分布状況湖査ＱＧＨ

に測 する ｩｾ ニ

4、京都に於げる 「コンクリ ート j 鴻狩合に 例J

し後主主音挨拶{ f 坂講師に依1 i i ¥の件

5、合員設後?

報 告

i、7月倒合終了報告

2、m築事合々長より講演舎に 闘し鵡状

I X 7 6  

l、 7刀分令五l' 報 告

奮 員 動 静

入 禽 者

曾 員

岩 波 楊 君 北岡? 首安町う巾之島寮( 長谷部竹 niJ1



建築事務所〉 普 遁 賛 助 員

学 )1・八太郎君 ). lu v. : 大手商ir大阪府限後終j謀( 大阪 ・児島 義街君

IH轡絡謀〉

康問浅治l i I tl ヨ 奈又市 i去記長田rI 203C大阪府修繕謀〕

島問 儀 若 布 施 市 大 立s 1408  C大阪府建築課〉

地 方 曾 員

香 坂 茂 三 君 来京市淀橋悩商務会3 ノ938 ( 都市

百十蛮東京地ブJ 委員合〉

吉 村 辰 夫 君 東京市絢町 ｢｜ｾ 大手町都市計道東京

地力委員舎内( 同合〉

特 別 賛 助 員

古川 信夫君ー主lH¥i ; 内淡路町 l ノ3 ( 経紗商)

械 111 光雄 君 大 法rli 隙! 束州I ! ! [ ¥土木課都市計査部

(除l東周燭託〉

浅 ) 1
0

欽治li ll 沼 兵庫版川没il 日国岡村森( 相 2i 知|木

材工; { f 株式合社〕

利 回 直道君 住吉版松崎町 l ノ 47( 泰和:ll"J ; J 長株式

合社〉

普 通 貨 助 員

同 法 右 門 京 't
l

りrl' 市J壊以38 ( 都i I i 計京大阪地方

委員令〉

西 村 武 夫 君 府 下 位 能 郡iUr，岡田T622 C白管〉

柴問 主)f ー茅! 旭阿ー新狭小路 rl' l ノ 141疎開 } J ( 大
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あ る で も な い 暑 中 と は 云 ひ な が ら努力の蹴型
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